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まえがき──あるいは逃とう走そう開始宣せん言げん




　みなさま、はじめての方ははじめまして。

　私わたしの過か去こ作さくを読んでいただいている方はお久ひさしぶりです。

　ライターの藤井忍ふじい・しのぶと申します。

『アリアンロッド』関係では、『レジェンド』シリーズでセレネ・コロローネのプレイヤーとしてご存じの方もいるかもしれません。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』というテーブルトークＲＰＧのリプレイで、ドラゴンブックの『アリアンロッド・サガ』シリーズとしては六番目の作品です。

　なぜ六番目なのに〝Ｇ〟なのか？　また、それ以前の問題として「ＴＲＰＧとかリプレイって言われたって分からない」という方のためにも簡かん単たんな説明をさせていただきます。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人にんのプレイヤーで行なう遊びです。

　プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以後『ＡＲ２Ｅ』）というゲームのルールです。剣けんと魔ま法ほうの世界を舞台にした、ファンタジーと呼ばれるジャンルのゲームで、本書発売の一ヶ月前（二〇一一年七月）に最さい新しん版ばんとしてリニューアルされました。

　この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟では、現げん在ざい大陸全土に及およぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。その中で、様々な事じ情じようにより翻ほん弄ろうされた結果、世界の支し配はい者しやとなった勢せい力りよくと戦うのが、このリプレイの主人公たちです。




　また前ぜん述じゆつのとおり、本書は『アリアンロッド・サガ』の六作目に当たります。本書の前にエンターブレインから『アリアンロッド・サガ ファンブック 竜りゆう輝き石せきの仲間たち』が発売されており、そちらを〝Ｆ〟とカウントしたこともあり本シリーズが〝Ｇ〟となったわけです。

　ただ、『ＡＲ２Ｅ』発売にあわせて、本書から『アリアンロッド・サガ』シリーズを読み始めてもいいように説明を充じゆう実じつさせました。このあと、シリーズのあらすじ紹しよう介かいを兼かねて、『ゲッタウェイ』までの経けい緯いを紹介します。このままページをめくってください。







反ピアニィ視し点てんに立つアルディオン大陸の歩み




●ピアニィとは何者か？

　ピアニィは戦せん乱らんの大陸と呼ばれるアルディオンの二大強国の一いち翼よく、レイウォールの第二王女として生まれた。




▼フェリタニア建国

　帝てい紀き八一二年八月、ピアニィは父親であるレイウォール国王、オーギュストの暗殺を企くわだてたが失敗し逃とう亡ぼう。母親の故こ郷きよう旧きゆうアヴェルシア地方で土着の勢せい力りよくと結んで反はん乱らんを起こし、旧アヴェルシア南部を勢力下に収おさめる。

　このとき新国家としてフェリタニア王国を名乗った。

　同年九月。当時グラスウェルズ王国に攻せめ込こまれていたメルトランド王国に乗のり込こみ、王都にいた女王スリスを誘ゆう拐かい。メルトランドをレイウォール王国に売って、旧アヴェルシア領りよう全土を手に入れた。

　一〇月にはグラスウェルズ王暗殺未み遂すい事じ件けんが発生。犯はん人にんはピアニィに命令されたと証しよう言げん。レイウォールとグラスウェルズという当時の二大国から攻こう撃げきを受ける。しかし、ピアニィは、メルトランド国民をたきつけて、グラスウェルズとレイウォールを攻撃させた。結果としてスリスからメルトランドの王おう権けんを奪うばい、フェリタニアとメルトランドは連合王国となった。

　一二月になると。〝審しん判ぱんの国〟エストネルに取り入り、自国の領りよう土どを認みとめさせた。




▼大陸統とう一いつへ

　帝紀八一三年九月。グラスウェルズ王国で発生した内ない乱らんに乗じて、王おう威いの竜りゆう輝き石せきを差し出させる。

　一〇月には、グラスウェルズへの援えん軍ぐんを名目に、故こ国こくレイウォール攻撃。兄ヒューバードは出しゆつ奔ぽんし、ピアニィがレイウォール王国を手中に収める。

　一一月。兄であるベルフトにより、フェリタニア国内の反はん抗こう勢力を粛しゆく清せい。さらに、タイミング良くオーギュストが死し亡ぼうする。

　こうして他国を屈くつ服ぷくさせたピアニィは事実上のアルディオン大陸の支配者となった。




▼人となり

　ピアニィを知る者はみな、可愛かわいらしい穏おだやかな性せい格かくだという。だが一方で「殺さつ意いの申し子」、「氷の女王」、「フェリタニアの悪あつ鬼き」とも呼ばれているという。




●帝紀八一四年のアルディオン大陸

▼レイウォール王国

　新しく女王となったステラはピアニィの姉で傀かい儡らい状じよう態たい。

▼グラスウェルズ王国

　ピアニィに王威の竜輝石を差し出したことで、フェリタニアの属ぞつ国こく扱あつかい。主要貴き族ぞくが一いつ掃そうされたことで、まとめ役を欠く状態で国は混こん乱らん中。

▼アヴェルシア王国

　王国が復ふつ活かつし、前王の遺い児じウィルフレッドは国王になったものの、有力な後うしろ盾だてだったラドフォード伯はくは死亡しており、まとめ役を欠く。王はピアニィの傀儡状態。

▼メルトランド王国

　オトガル死亡でまとめ役を欠く。幼おさない女王スリスはピアニィの傀儡状態。

▼ゴルフォード王国

　国王のドワーディンが事実上ピアニィに臣しん従じゆう。

▼エストネル王国

　動きなし。事実上ピアニィを大陸の覇は者しやとして容よう認にん。
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◆Preplay 01◆勝ち目なき戦い？　その名は……。




　──その男は遅おくれてやって来て、部屋のドアを開けた。




「どうも、きくたけです。遅れてすみません（深々と頭を下げる）」




　それに応こたえたのは──。




「おはようございまーす！」




　という四人の女じよ性せいの声。

　……それは、まだまだ寒さが厳きびしかった二〇一一年初頭。

　場所は東京の秋あき葉は原ばらにある、ＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室。

　その日「それ」は動き始めた。

　──なお、その場に居い合あわせたメンバーは次のとおり。




菊きく池ちたけし

　通つう称しよう〝きくたけ〟さん。

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の専せん務む取とり締しまり役やく副社長で、『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナーです。




大おお竹たけみゆ

　マセキ芸げい能のう社に所しよ属ぞくする女性声せい優ゆう。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』にて、フェリタニア合衆国の女王、ピアニィのプレイヤー。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長でもあります。

大竹みゆ blog　*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




渋沢佳奈しぶさわ・かな

『異界戦記カオスフレア Ｓｅｃｏｎｄ Ｃｈａｐｔｅｒ』（新紀元社刊かん）などで活かつ躍やくなさっている、イラストレーター。このリプレイ収録後、『ＡＲ２Ｅ』のルールブックにイラストを描かれました。大のＴＲＰＧファンで、多くのリプレイにも出しゆつ演えんなさってます。

　今回わざわざ大おお阪さかから東京まで足を運んでくださいました。




緑谷明澄りよくや・あきすみ

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属の、新しん進しん気き鋭えいのライター。前述のＴＲＰＧ部ルティナスの部員でもあります。

　著ちよ書しよは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』、『アルシャードffリプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』（エンターブレイン刊）など。




藤井忍

　そして、このリプレイのＧＭと執しつ筆ぴつを担当させていただきます、私こと藤井忍です。

　なお、これ以降の藤井の発言については「ＧＭ」と表記します。




菊池：で、どこまで話は進んだ？

ＧＭ：はい。この夏『サガ・Ｇ』が発売されて、「打だ倒とうピアニィ！」をテーマとしたリプレイになる、というところまでです。
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『アリアンロッド・サガ』とは『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイシリーズのひとつ。菊池さんの『無印』を皮切りに、ＡＢＣ……とシリーズが展てん開かいし、ついに『サガ・Ｇ』シリーズを開始することになったのです。




大竹：「打倒ピアニィ！」ってすごい面おも白しろそうですよね！

菊池：第一声がそれかい！（笑）

ＧＭ：簡単な説明をしたところなんですが、大竹さんが一番ノリノリなんですよ。




　前述のとおり、大竹さんはピアニィのプレイヤーです。




菊池：大竹さん、この前せっかく苦く労ろうして大陸を統とう一いつしたじゃない？

大竹：……ああ、この間収しゆう録ろくした『無印』六巻かんのお話ですね。

菊池：なんというか、もう少し感かん慨がいみたいなものはないの？

大竹：えと……敵が強くて楽しそう（笑）。

菊池：大竹さんのいないところでピアニィを敵にするのって、いじめみたいで気が引けるから、いっそプレイヤーで呼ぼうってことだったんだが……。

ＧＭ：本人が乗り気なのはありがたいですよ（笑）。

菊池：そこは否定しない。……一応想定の範囲内ではあるしな。

大竹：実際、客観的に見て、ピアニィってすごくうさんくさいと思うんですよ。あっという間に大陸を統一しちゃうし。武闘派の魔法使いだし。

菊池：箱入りのお姫様のはずなのに、殺意まんまんだしな。

大竹：きくたけさん。

菊池：なにかな？

大竹：最近は〝殺意萌もえ〟が流行はやっているらしいですよ？

菊池：言い訳になってないよっ！　っていうか、いったいどこの地方の流行りだよ!?




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それで、「どうして今日このメンバーで集まったのか？」という説明の途と中ちゆうで菊池さんがこの部屋に入ってきたわけなんですが……。

菊池：それは、ＧＭの藤井さんの他は、『サガ・Ｇ』のプレイヤーという……。

渋沢：じゃなくて、なぜリプレイの収録ではなく、わざわざプレイヤーを集めて打ち合わせをするのか、って話についてですよ。

ＧＭ：本当にすみません。わざわざ大阪から東京に来ていただいて。

渋沢：いえいえ、東京に来たのも、このタイミングで顔合わせができたのも楽しんでますから。お気になさらず。

菊池：渋沢さんだけじゃなく、みなさんに、今日わざわざ来ていただいたのは……他でもない。とある大人の事情があるんだよ。

渋沢：大人の事情？

菊池：えー、『サガ・Ｇ』の発売は（二〇一一年）八月予定でして。

渋沢：なるほど……それで？

菊池：けど、その間に『アリアンロッドＲＰＧ』の版はん上あげを挟はさむ！　なもんで、セカンドエディションのルールができあがるまでは、プレイしたくてもできないんだよ!!

一同：そんな事情が!!（笑）




『アリアンロッドＲＰＧ』セカンドエディション『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』ルールブックは、二〇一一年七月から、富ふ士じ見み書しよ房ぼうより発売中です。




渋沢：なるほど、一〇〇パーセント大人の事情だ！（笑）

ＧＭ：こんな状じよう況きようでも、三月発売の『無印』六巻で広告をうたなくちゃいけないそうで。

渋沢：それはなぜです？

菊池：さっき『無印』六巻でピアニィが大陸制せい覇はしちゃうって言ったじゃない？　そのまま終わると「完」という感じになっちゃうからね。それはまずかろう、と……。

渋沢：ああ！　ここにも大人の事情が（笑）。

ＧＭ：すみません。本当に。

緑谷：でも、セッションする前に広告を出したら、内ない容ようがズレちゃうんじゃ？

菊池：そこは、〝予告とは違う場合があります。ご了りよう承しようください〟ってやつだな（笑）。

緑谷：それにしたって、ある程度内容が決まってないと広告のうちようがないですよね？

菊池：それだよ！

緑谷：ひぃっ！　ごめんなさい!!

大竹：明澄ちゃん……そこ謝あやまるところじゃないから（笑）。

渋沢：「どれです!?」とかそういう反はん応のうするとこですよね（笑）。

緑谷：じゃあ……どれです？




　そんな取って付けたように言わなくても（笑）。




菊池：今日集まってもらったのはね。これからはじめる『サガ・Ｇ』をどんな展開にするか、それを話し合うためなんだ。

渋沢：え、そんなことしていいんですか？

菊池：というか、昔は実じつ際さいにプレイする前にみんなで集まってキャラメイクをしながら「どんなシナリオをやりたいか」お互たがいに勝手なことを言い合うのは普ふ通つうのことだったし。

緑谷：へー。そうだったんですか。

菊池：で、今回は収録までに時間が取れることもあって、みんなで打ち合わせてキャンペーンの内容を決めよう、ってことになった、と。

渋沢：なるほど……。とりあえず「なぜ集まったか」と、この打ち合わせで「何をすればいいか」は、おおむね理り解かいしました。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……ではみなさんに事情をご理解いただいたところで、〝打倒ピアニィ様会議〟をはじめます。

一同：わーっ!!（ぱちぱちと拍はく手しゆ）

ＧＭ：まずはこれまでのピアニィの歩みについて振り返ってみましょう。




■ピアニィとは何者か？

　戦乱の大陸と呼ばれるアルディオン大陸。その二大国の一方レイウォール王国の第二王女。それがピアニィ・ルティナベール・フェリタニアである。




菊池：最初は深窓のお姫様、という設定だったんだよなあ。

大竹：い、今でもそんなに変わりませんよ？

一同：えーっ！（笑）




■ピアニィの歩み（帝紀八一二年）

▼父王暗殺未み遂すい容よう疑ぎ

　この年の八月、ピアニィは父親であるレイウォール国王、オーギュストの暗殺を企くわだて失敗。これが後に起こる様々な事じ件けんの引き金となる。




大竹：えええ！　あたし暗殺なんてしてませんよ!?

菊池：この辺はヒューバードの陰謀と宣伝のせいで起こった誤解だな。




▼反はん乱らん

　同じく八月。父王暗殺に失敗すると逃とう亡ぼう。母親の故こ郷きよう旧きゆうアヴェルシアに到とう着ちやく。土着の勢力と結び反乱を起こす。結果として旧アヴェルシア南部を勢力下に収おさめる。このとき新国家としてフェリタニア王国を名乗った。

▼メルトランドの女王誘ゆう拐かい

　九月。当時グラスウェルズ王国に攻せめ込こまれていたメルトランド王国に乗のり込こみ、王都にいた女王スリスを誘拐。メルトランドをレイウォール王国に売って、旧アヴェルシア領りよう全土を手に入れた。




緑谷：これも「悪意に取れば」という話ですね。

菊池：でもナヴァールがメルトランド王国を「売った」と言われるのは自じ業ごう自じ得とくかな。




▼グラスウェルズ国王フィリップ暗殺未遂

　一〇月。グラスウェルズ王暗殺未遂事件が発生。犯はん人にんはピアニィに命令されたと証しよう言げん。




大竹：これは濡ぬれ衣ぎぬです！

菊池：そのとおりなんだけど……。

緑谷：真犯人がバルムンクだって言えないから、現在ウヤムヤになってるんですよね？




バルムンク

　アルディオン大陸で暗躍する、悪の秘密結社。ピアニィの敵。




ＧＭ：そうですね。実行犯は捕まってはいるのでピアニィの関与の有う無むが不明確、ってところでしょうね。




■ピアニィの歩み（帝紀八一三年）

▼グラスウェルズの属ぞつ国こく化か

　九月。グラスウェルズ王国の混こん乱らんに乗じて、王おう威いの竜りゆう輝き石せきを差し出させる。




渋沢：これ、きくたけさんのキャラ（アンソン）が言い出したのに……。

菊池：事実としてはそうなんだけどねえ。




アンソン・マンソン

『ブレイク』シリーズのＰＣでプレイヤーは菊池たけし。




▼故こ国こく攻撃

　一〇月。グラスウェルズの内ない乱らんにつけ込こみ、故国レイウォール攻撃。兄ヒューバードは出しゆつ奔ぽんし、ピアニィがレイウォール王国を手中に収おさめる。

▼兄との謀ぼう略りやく

　一一月。兄であるベルフトにより、フェリタニア国内の反はん抗こう勢力を粛しゆく清せい。

▼父王殺害疑ぎ惑わく

　一一月。タイミング良くオーギュストが死し亡ぼう。暗殺が疑うたがわれる。




渋沢：この辺になってくると、言い掛かりもいいところですよね。

菊池：ただ、『無印』五巻の収録のとき大竹さん……というかピアニィが気にしていたけど、故国を攻撃したことに反発しているレイウォール人はいるだろうねえ。




▼世界征せい服ふく

　他国を屈くつ服ぷくさせ事実上のアルディオン大陸の支配者に。この時期からフェリタニアは合がつ衆しゆう国こくを名乗る。




渋沢：結局得た成果が大きいからイヤでも叩たたかれる、ということになるんでしょうね。

菊池：だねえ。

大竹：……でも分かりましたよ、きくたけさん。

菊池：何が？

大竹：ピアニィ悪いですよ。

一同：おいーっ！（笑）




　大竹さんがそれを言いますか!?（笑）




大竹：違うんですよ。ピアニィが悪いことをしたという意味じゃなくて。

菊池：じゃあ、どんな意味だ？（笑）

大竹：さっきも言いましたけど、うさんくさいことをいっぱいやってるな、と思って。

渋沢：ま、まあそうですね。

緑谷：そこは否定できないっすね（笑）。

ＧＭ：一番辛つらいのがバルムンクについて公表できないところですよね。そのせいで非常にうさんくさいことになってますから。

大竹：だから……「悪いピアニィを倒せ」っていう人たちがいるのは正しいですよ！

渋沢：よーし、じゃあピアニィたちと一戦交えて倒しちゃおうか！

大竹：それ、いいですねえ。

緑谷：部長……。そんなに自分のＰＣと戦いたいんですか？

大竹：うん。だってそれならどっちの陣営が勝っても、絶対にあたしのキャラが生き残るかな～って（笑）。

一同：そんな打算が！（笑）




　その場合、必ず一方は負けるということでもありますが……。




菊池：ちなみに。バージョンアップ後のリプレイなんで、初心者の参考になるように１レベルからスタートして欲しいという仕様が……。

渋沢：ここにもまた、大人の事情がっ！（笑）

ＧＭ：すみません。なんかほんとすみません。

渋沢：いいえ。１レベルからキャラを育てるのは楽しいですから、問題ないですよ（笑）。

ＧＭ：その代わり、「経けい緯いさえ読者が納なつ得とくしえると判断したら、『無印』パーティーを倒して良い」、という言げん質ちはいただいています。

大竹：それは楽しみ♪

菊池：大竹さん、本当に楽しそうだねえ（笑）。

緑谷：そういうことなら……。最初はレベルアップのエピソードからはじめるといいかも？

ＧＭ：なるほど……（メモメモ）。

渋沢：あとは……ＰＣの設せつ定ていに凝こるとか？

大竹：設定？

渋沢：たとえばピアニィの双ふた子ごの姉し妹まいとか、アルの前のテオドールの弟で子しとか、メルトランドの聖せい樹じゆの生まれ変わりとか、古代フェリタニア帝国皇帝の生まれ代わりとか。そういう設定のキャラだとピアニィたちにも負けなさそうじゃないですか。
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緑谷：おお、なるほど。聖樹の生まれ変わりとか、ファンタジーっぽくていいっすね（笑）。

菊池：……それにしても、『サガ』に詳くわしいね渋沢さん。

渋沢：『アリアンロッド・サガ』は大ファンなんで（笑）。

菊池：そうなんだ。ありがたいなぁ。

渋沢：そりゃあもう、大竹さんの戦術や殺意の高さとか学ぶところが多く（笑）。

大竹：わ～、あたしお手本にされたよ！

菊池：お手本にすんなよそんなもん！（一同笑）

渋沢：だって、ピアニィを目指して成長点を稼ぎ、セッションをこなして来たんですよ？

大竹：うんうん、成長点は大事だよね！

渋沢：大事です！　ゲーマーの血と汗の結晶です！

菊池：修羅だ、ここにひとりの修羅がいる……（笑）。

渋沢：なので、ずうっとリプレイを読ませていただいてました。おかげで、アルディオン大陸の設定やＮＰＣについても、それなりに知っております（笑）。

ＧＭ：（メモを取りつつ）それもあって社長が推すい薦せんしてくださったんですよね。




　なお、社長とはＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の鈴吹太郎すずふき・たろうさんのこと。この会議があった時期は『ブレイク』四巻の執筆中でした。




渋沢：そういう設定と、打倒ピアニィのための大義名分が噛かみ合うと面おも白しろくなるかと。

ＧＭ：なるほど……（メモメモ）。




　……こんな感じで会話が弾み、打ち合わせは進みました。

　セカンドエディションになったらコンバートするという前提でＰＣを仮に組んだり、自分のＰＣをどんな風に演じたいかを話し合ったり、どんな敵を出したら面白くなるか意見を出し合ったり、様々なことを話し合うことができました。

　そして──。




緑谷：あとは、あれですね。劉りゆう備びみたいな感じにすればいいんじゃないすかね？

大竹：りゅうび？

菊池：『三さん国ごく志し』の登場人物の？

緑谷：劉備って、最初は弱小勢力なんですよ。そのことを理由に馬ば鹿かにされたりして。

大竹：へー。

菊池：なるほどね。安彦良和やすひこ・よしかずさんの『アリオン』を思い出すなあ。

一同：（声をそろえて）『アリオン』？

菊池：……うん。ごめん。ホントごめん。お願いだからスルーして？




　ちなみに『アリオン』というのは、『機動戦士ガンダム』のキャラクターデザインなどで著ちよ名めいな、安彦良和さんのマンガ。劇げき場じよう用ようアニメにもなったそうです。




菊池：しかし、我々は１レベルのＰＣだ。まともにピアニィを相手したら瞬殺されるぞ。

大竹：ピアニィひとりならば、みんなが５レベルくらいになれば何とか……。

渋沢：そうそう。アルたちがいなければ、それなりに隙すきがあるはず。




　みなさん、大竹さんに負けず劣らず殺やる気まんまんです（笑）。




緑谷：でも真面目な話、偉えらくなったピアニィを倒たおすとしたら、革かく命めいか暗殺しかないんじゃ？

大竹：（満面の笑えみで）革命っ!?　暗殺っ!?

ＧＭ：いや、そこでそんなに嬉うれしそうに笑わなくても（笑）。

渋沢：革命かあ、イマイチピンと来ないなあ。

緑谷：まあ、東洋でいう革命というのは王朝交代のことですから。私たちのＰＣが天下を取るというのは革命と呼んでいいはずです。殷いん周しゆう革命みたいに。

渋沢：なるほど。『封ほう神しん演えん義ぎ』の元ネタですね。

菊池：緑谷さん色々と詳しいなあ。

緑谷：学生の時分に、中国の古典をちょっと色々かじりまして。

渋沢：なるほど。それで『三国志』とか、さらっとネタが出てくるんですね。

菊池：つまり、この場合の革命とは、反ピアニィの勢力を糾きゆう合ごうして天下を取るってこと？

緑谷：そうですね。

大竹：いいですね、やりましょう。時代は革命です!!

渋沢：マジッすか!?（笑）




　本当に大竹さんノリノリです。




渋沢：ま、まあ、楽しそうだというのはそのとおりですね、ええ。

緑谷：といっても、低レベルのうちはあちこち逃にげ回まわって、そのうち実力をつけて戦いを挑いどむとかそういう展開でしょうか……。

菊池：それだよ！

緑谷：ひぃ！　ごめんなさい!!

大竹：明澄ちゃん……だから謝るところじゃないから（笑）。

渋沢：で、なにが「それだよ！」なんですか？

菊池：タイトルだよタイトル！

一同：タイトル？

ＧＭ：実は、まだ『サガ・Ｇ』シリーズはタイトルが決まっていないんです。

菊池：藤井さんと辞書をひきながら色々話したんだけど、なかなかいい案が出なくてね。

ＧＭ：この会議でリプレイの方ほう向こう性せいを決めて、それに合うタイトルを付けようと考えまして。

渋沢：それって、菊池さんが〝Ｇ〟で始まる単語を思いついたってことですよね？　今までの会話の中になんかそれらしい単語の話って出ましたっけ？

菊池：うん。緑谷さんのいう「逃げ回る」で思いついた。

大竹：逃げ回る？

渋沢：逃げるなら「ランナウェイ」じゃないんですか？

ＧＭ：それだと〝Ｒ〟ですね。

菊池：「ランナウェイ」と同じような意味で〝Ｇ〟で始まる英えい熟じゆく語ごがある！

ＧＭ：それは？

菊池：うん、事前に辞書を調べたときの英熟語が記き憶おくに残ってた。まったく、予習はちゃんとやっておくものだね（笑）。

大竹：英熟語ですか？

菊池：『デスマーチ』も熟語みたいなもんだし、一単語にこだわらなくてもいいかなって。

ＧＭ：それで、なんてタイトルにするんですか？

菊池：うん。逃げ回るという意味で……。




　ここで菊池さんは一拍ぱく間を置いて言いました。




「『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』！」




一同：『ゲッタウェイ』!!




　かくして──。

　この本のシリーズタイトルは、この瞬しゆん間かん決定したのでした。







◆Preplay 02◆ゲッタウェイ、開かい幕まく




『打倒ピアニィ様会議』から数ヶ月があっという間に経けい過かした二〇一一年の春。

　秋葉原にあるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に、再び五人の男女が集まっていました。

　テーブルの上には、『ＡＲ２Ｅ』の打ち出しの束。

　集まったプレイヤーたちは、一名を除のぞき、異い様ようなくらいにハイテンションでした……。




大竹：ああっ！　これが新しいバージョンのルールなんですね♪

緑谷：ああっ、部長がさっそくルールのチェックを始めた（笑）。

渋沢：私も私も！　どうなったか気になってたんです！（大竹さんに顔を寄よせる）

ＧＭ：みなさん、落ち着いてくださーい。慌あわてなくても、ルールは逃げません。

菊池：テンション高いね君たち（にこにこ）。

大竹：どうしたんですか？　きくたけさん。

菊池：企き画かく段階で安やす請うけ合あいしたものの、女性プレイヤーにひとりだけ混ざったら肩かた身みが狭せまいと思ったが……みんなそれ以前にゲーマーなんで、ちょっと安心した（笑）。

ＧＭ：それはよかったです。

緑谷：ん？　……企画って、プレイヤーが女性ばかりという件ですか？

ＧＭ：そうです。〝Ｇ〟シリーズなんでＰＣをＧｉｒｌで固めるという案が出まして……。

菊池：で、プレイヤーも女性で固めようと言うんで、「面白そうだからいいよ」ってＯＫだしたんだよね。

ＧＭ：でも……たしか言い出したのは、菊池さんだったはずでは？

菊池：そんな昔のことは忘れたなあ（笑）。

渋沢：ところで……『ゲッタウェイ』の予告マンガが早々に告知されたじゃないですか。

ＧＭ：はい、無事『無印』六巻に掲けい載さいさせていただきました。

大竹：いやー本当に面白そうでした。

緑谷：キャラクターがシルエットで描えがかれていたのが印象的でした。

菊池：ディテールを描くと、実際の収録と食い違うかもしれないからね（笑）。

渋沢：また大人の事情だ（笑）。

ＧＭ：それでも、シリーズ全体のイメージをうまく描いてくれていて、イラスト担当のヤトアキラさんにはとても感謝しています。

緑谷：内容も分かりやすくていいですよね～。

ＧＭ：はい。……それで、予告マンガになにか問題でもありましたか？　渋沢さん。

渋沢：まあ、大したことじゃないんですけど。

ＧＭ：はい。

渋沢：あの予告マンガを見たら、「どんなリプレイになるんだろう？」って思うじゃないですか。当然、私の友人たちも、そういう話を振ふってくるんですよ。

ＧＭ：ああ！　でも、プレイヤー名はまだ公開できないから……。

渋沢：はい。「実は私もそのリプレイに参加するんだ」って言えないから、話を誤ご魔ま化かすのに苦労しました！（一同笑）

大竹：そういう話ならあたしもあります！　読者さんから「『ゲッタウェイ』チームからは、我われ々われがお守りします！」って言われちゃったんですよ！（笑）

一同：あちゃー！（笑）

緑谷：ところがぎっちょん、『無印』シリーズで部長が演えんじているピアニィを狙ねらうのは、このシリーズの部長のキャラだっていう……。

大竹：ごめんね！　ピアニィを守るために送ってくださった読者投とう稿こうキャラとは、責せき任にん持って私がちゃんと戦いますからっ！




　今回予告さえ読み上げてない状況なのに、戦う気まんまんですね（笑）。




渋沢：大竹さんのＰＣであるピアニィを守るために送られたキャラでしょうから、大竹さんの手で殺されるなら、ある意味名めい誉よなことでしょう（笑）。

大竹：そう思ってもらえるといいなぁ♪

緑谷：いつの間にか殺す前ぜん提ていで話が進んでる（笑）。

ＧＭ：では、そろそろ今回予告の読み上げ、いきまーす。

一同：はーい！




今回予告

　プレイヤーにシナリオのイメージを伝えるための予告編。ＧＭがセッションを始める前に読み上げる。




●今回予告とハンドアウト

　帝てい紀き八一四年。

　アルディオン大陸は、フェリタニアの女王ピアニィのもと、統一目前となった。

　しかし、それは新たなる混乱の始まりでもあった。

　各地でそれぞれの王権によって虐しいたげられていた者たちが反乱を企てたのだ──。




菊池：うーむ……。わざと反ピアニィ視点で書いていると分かった上でなんだが。

ＧＭ：なにか問題でも？

菊池：いや逆だよ。まったく違い和わ感かんがない（笑）。

大竹：ホントだー（笑）。

渋沢：……そこは一いち応おう否定しておくところでは？（笑）

ＧＭ：予告を続けますよ？




　──レイウォールが、グラスウェルズが、メルトランドが。

　それぞれの国内で地ち域いき紛ふん争そうを繰くり広ひろげることとなった。

　そんないつ終わるともしれない混乱の中。

　大陸に平安を求めて立ち上がる少女たちの姿すがたがあった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第一話「革命★センチメンタル」




　すべては竜りゆうの石の導みちびきの下もとに───。




一同：おおー！

大竹：予告マンガどおりのタイトル（笑）。

菊池：企画を通すためにあらかじめタイトルを決めておかないといけなかったからなあ。

ＧＭ：がんばって収録前にタイトルを考えました！　……そして、シナリオをタイトルに合わせるのにまたまたがんばったという（笑）。

渋沢：これまた大人の事情ですね（笑）。

ＧＭ：……で、今さらではあるんですが、ここで改めてこの『ゲッタウェイ』シリーズのテーマを説明します。

緑谷：そうですね、お願いします。

ＧＭ：まず、これまでに説明したとおり、『無印』シリーズの六巻で、フェリタニアのピアニィ女王が、アルディオン大陸をほぼ制覇しました。

大竹：はい♪

ＧＭ：ただ、なに分急な統一でしたので、一部の人々から反感を受けることになりました。

菊池：ちなみに『デスマーチ』四巻はそういう敵対的な相手を味方につけていく話だった。

ＧＭ：そして、この『ゲッタウェイ』では、みなさんにピアニィの反対勢せい力りよく側がわになっていただきます！

大竹：いいですよね～！　打倒ピアニィ♪（にこにこ）

緑谷：ほんと嬉しそうですね、部長。

ＧＭ：では、ハンドアウトを配ります。今回は、前の打ち合わせの内容を反はん映えいして、プレイヤーに合わせたハンドアウトを作ってきました。




ハンドアウト

　ＧＭからプレイヤーに手渡しするゲームギミックをハンドアウトと呼びます。ここでいうハンドアウトとはシナリオハンドアウトと呼ばれるタイプのもの。

　ＧＭからＰＣを作成するさいに希望を成案したり、プレイヤーと合意した上でＰＣのシナリオ上での役割の説明を他のプレイヤーに伝えるといった機能を持つ。このギミックを使うことで、シナリオスタート時に異なる目的を持つＰＣ同士がスムーズに共同で行動ができるようになります。

『ＡＲ２Ｅ』では二〇一一年七月発売の、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　ルールブック②』から導入されています。




▼ＰＣ①用ハンドアウト（プレイヤー：渋沢佳奈）

コネクション：ＰＣ③　　　関係：目標

　キミはオスウィン・ゴーダ伯はくの養子である。

　義ぎ父ふのゴーダ伯は、殺害されてしまった。

　また、王おう威いの竜りゆう輝き石せきを巡めぐる戦いは一区切りついたものの、それでも大陸の戦乱はなくならず、罪つみなき人々が傷きずついている。

　どうすれば、義父の仇かたきを討うち、そして戦乱で傷つく人々を救うことができるのか。

　キミが悩なやんでいると、ひとりの女性神官が悩みを晴らしたいならＰＣ③に会えと告げた。

　キミはＰＣ③に会うため、旅立つことにした。




渋沢：やったー！　ゴーダ伯の養子だぁぁぁぁ！　ばんざーい！

ＧＭ：よ、喜んでもらえてなりよりです（笑）。

渋沢：こちらこそ！　女性神官に唆そそのかされて旅立ちます！（笑）

緑谷：すごい喜びようだ（笑）。

大竹：愛を感じるよね。

菊池：おいおい、唆されるとは穏やかじゃないな。

渋沢：だってあからさまに怪しいじゃないですか、その女性神官（笑）。

ＧＭ：渋沢さんの理解が早くて、ＧＭとしては大助かりです（笑）。

菊池：それにしても……ＧＭの藤井さんがゴーダ伯ファンだというのは知っていたが。渋沢さんまでそうだったとは。




ゴーダ伯

　主に『ブレイク』シリーズに登場したＮＰＣ。大国グラスウェルズの王国軍ぐん師しで、ＰＣたちに命令を下す役目だった。『ブレイク』三巻にて死亡。
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渋沢：ゴーダ伯は女性に人気あるから、不ふ思し議ぎには思いませんが。

菊池：えっ、そうなの？

ＧＭ：ああいうタイプが好きな女性は多いと思います（笑）。

菊池：へー。

渋沢：しかし、ゴーダ伯の養子かぁ……。テンション上がってきたぞー！（笑）

菊池：いやあ、テンションは最初から高かったと思うぞ（笑）。




▼ＰＣ②用ハンドアウト（プレイヤー：緑谷明澄）

コネクション：ＰＣ③　　　関係：目標

　キミはこれまで、アルディオン大陸で、ごく普通に生きてきた。

　そんなキミの夢ゆめにエリカと名乗る老人が現あらわれる。

　エリカはキミがメルトランドの聖せい樹じゆ〝偉い大だいなるヒース〟の芽であり、大地に根付かせるため、ＰＣ③に会えと告げた。

　夢から目覚めたキミは、さっそくＰＣ③のもとへ旅立つことにした。




緑谷：〝偉大なるヒース〟きたーっ!!（笑）




偉大なるヒース

　大陸中央部にあるメルトランド王国で信しん仰こうを集めた聖樹。名前をエリカ。

　この聖樹が枯かれたせいで、メルトランド王国は滅亡寸すん前ぜんとなりました。




ＧＭ：前回の打ち合わせのときに、緑谷さんが気に入っていたようだったので採さい用ようしました。

大竹：聖樹かー。なんか強そう（笑）。

菊池：これって『ブレイク』シリーズのナーシアが捜さがしている……。

ＧＭ：はい。その偉大なるヒースです。




ナーシア

『ブレイク』シリーズのＰＣ。聖樹の声を聴きくことができる王家の血を引く。両親死亡後ゴーダ伯に引き取られ養子となりました。
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緑谷：その芽を、私が託たくされてるんですよね？

ＧＭ：はい、どこかふさわしい場所に植えるまで、守ることになります。

菊池：でも、聖樹の芽なんて持ってると、狙ねらわれるよなぁ。

緑谷：……はっ！　もしかして私、〝偉大なるヒース〟の苗木を捜しているナーシアさんに狙われる？

菊池：それは恐ろしいな（笑）。

渋沢：……そういえばナーシアもゴーダ伯の養子だったっけ。

ＧＭ：シナリオ集の『ロスベルク島攻こう防ぼう記き』に出てきたＮＰＣの女の子も、ゴーダ伯が後ろ盾でしたし、そういう子こ供どもたちが大勢いるんでしょう。

渋沢：なるほど。

菊池：それにしても、聖樹の芽が現われたと分かったら、たぶんナーシアが狩かりに来るだろうな（笑）。

緑谷：か、狩りっすか？

菊池：刈かり取とりでもいいけど……。

緑谷：どっちもイヤっす！（笑）




▼ＰＣ③用ハンドアウト（プレイヤー：大竹みゆ）

コネクション：ピアニィ　　　関係：謎なぞ

　キミはレイウォールの世界平和研究所でずっと暮くらしていた。




一同：世界平和研究所!?

菊池：その施し設せつ、平和なんか絶ぜつ対たい研究してないだろ（笑）。

渋沢：うさんくさいですよね（笑）。




　キミは研究所の外のことなど何も知らずに生きていた。

　ところがある日ひとりの少女の肖しよう像ぞう画がをキミは見てしまう。

　彼かの女じよは、戦乱が続く外の世界を統一した偉大なる女王だという。

　しかし、そこに描かれた顔を見て、キミはひとつの謎に気づいてしまう。

　それはキミの容よう姿しと関係があった。

　その謎を巡る長い逃とう亡ぼう劇げきの始まりは、すぐそこに迫せまっていた。




大竹：もしかして、このキャラクターは実験体として扱われてきたという設定ですか？

ＧＭ：そうですね。研究所には同じような境きよう遇ぐうの子供がたくさんいまして、中にはぞんざいに扱う大人もいましたが、あなたを実の妹のようにかわいがってくれた青年もいました。

大竹：なるほど。仲間や、心のよりどころはあったんですね～。

緑谷：何か、重要ＮＰＣっぽいですね、その青年（笑）。

ＧＭ：詳しよう細さいはオープニングでお話しします（笑）。

大竹：それにしても……このハンドアウトに書いてある肖像画に、血まみれのピアニィとかが描かれてたらイヤだなぁ（一同笑）。




　確たしかにそれはイヤですね（笑）。




ＧＭ：それから、ＰＣ③の容姿というか外見についてですけど……。

大竹：あ、はい。「ピンクブロンドの髪かみで、青い瞳ひとみをした、外見年ねん齢れいが一八歳くらいの少女」です。この前の打ち合わせで決めたとおり（笑）。

ＧＭ：はい。それでよろしくお願いします。




▼ＰＣ④用ハンドアウト（プレイヤー：菊池たけし）

コネクション：ＰＣ③　　　関係：目標

　キミは、裏うら社会で生きている。

　金さえ積んでもらえば、汚きたないことだってやって来た。

　そんなキミに、いつものように依い頼らいが舞まい込む。

　なんでもＰＣ③という人物を、誘拐してきて欲しいとのこと。

　うさんくさい依頼だが、報ほう酬しゆうは悪くない。

　キミはその依頼を受けることにした。




大竹：みんなで、あたしのキャラにコネクション結んでくれるんですね♪

緑谷：部長のキャラ、モテモテ！

菊池：……誘拐ねえ（大竹さんを見つつ）。

ＧＭ：……なにか？

菊池：いや、誘拐しようとすると、そのまま返かえり討うちにあいそうだなあ、と。

大竹：えっ、やっていいんですか？




　そのとき「殺やっていいんですか？」という字じ面づらが浮うかんだのは、ＧＭだけじゃないと思います……たぶん。




●ＰＣの作成

　このあと、前のエディションで組んだキャラクターのイメージを元に『ＡＲ２Ｅ』のキャラクターを作っていく一同。

　……ややあって、『ゲッタウェイ』シリーズ用のＰＣが誕たん生じようしました。




▼ＰＣ①／渋沢佳奈の場合

───ヒルデガルド・ゴーダ

ＧＭ：では、まずはＰＣ①の渋沢さんから、キャラクターの紹介をお願いします。

渋沢（以下、ヒルダ）：名前はヒルデガルド・ゴーダ。ニックネームは「ヒルダ」です。

ＧＭ：ヒルダとお呼びすればいいですか？

ヒルダ：はい。年齢は二〇歳、身長はやや高め。種族はヒューリンで、クラスはウォーリア／プリーチャー。……プリーチャーとしての〝エランド〟、今決めた方がいいですか？




『ＡＲ２Ｅ』のＰＣデータはひとつの種族とふたつのキャラクタークラスの組み合わせで構こう成せいされます。

　ヒューリンは、『ＡＲ２Ｅ』における一いつ般ぱん的てきな人間の種族の呼び名。

　ウォーリアは『ＡＲ２Ｅ』における戦士を表すクラスです。

　プリーチャーは旧版の『アルディオン大陸ガイド』という本で追加されたクラス。アルディオン大陸で信仰される神に近しいドラゴン──神しん竜りゆう王おうセフィロス──から使命を受け、それを果たすために行動します。その使命のことをエランドと呼びます。

　なおＰＣの生い立ちなどを決めるライフパスについて、「アルディオン大陸ライフパス」の『ＡＲ２Ｅ』バージョンがインターネット上でサポートされます。詳しくは巻末の「『ＡＲ２Ｅ』のウェブでのサポートについて」をお読みください。
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菊池：エランドねえ……「仲間を作れ」とか？（笑）

ヒルダ：ええっ、そんな適てき当とうな！　神竜王は何を考えとるんやろうなぁ！（笑）

ＧＭ：お話を進めていく上で、「これが私の神しん託たくだ」と思えるものに巡めぐり会あえたところで、エランドを決定するということにしましょう。

ヒルダ：了解しました！

ＧＭ：生い立ちはどんな感じにしました？

ヒルダ：出自をロールしたら［神官］と出ましたので……実の親は不明で、小さいころはグラスウェルズのどこかの神しん殿でんで育てられていたという設定にしました。




　ここで「出自」と言っているのは、ライフパスで決定する項こう目もくのことです。

『ＡＲ２Ｅ』ではライフパス用の表を参照しながら、ダイスを振るか選択するか（ロール・オア・チョイス、ＲＯＣと略すこともあります）してＰＣの生い立ちを決めていくのです。




ＧＭ：なるほど、神殿育ちですか。

ヒルダ：そして、やがてゴーダ伯に養子として引き取られました。境遇はチョイスにして、［義ぎ理りの親］です。

ＧＭ：きっと、槍やりの腕うでを見み込こまれたんでしょう。

ヒルダ：はい。しかし、お義父とう様さまはグラスウェルズの内乱でお亡なくなりになってしまいました……プレイヤー共々大変ショックです（一同笑）。

ＧＭ：心中お察しいたします（笑）。

ヒルダ：そして、ハンドアウトによると、とてもうさんくさい女性神官に促うながされて旅に出るみたい。……お義父様、私を育て損そこないましたね（笑）。

一同：責任転てん嫁かだ！（笑）

ＧＭ：えーと……ヒルダは真まっ直すぐな子に育ったってことなんですよ。……きっと。

ヒルダ：そうですね！　目的は、これもロールした結果、［正せい義ぎ］となりました。

ＧＭ：ハンドアウトとぴったり合がつ致ちしてますね。

ヒルダ：はい（笑）。性せい格かくは真ま面じ目めで、面めん倒どう見みがいい子です。よろしくお願いします！
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▼ＰＣ②／緑谷明澄の場合

───チコ・Ｈ・ワトソニー

ＧＭ：では、緑谷さん、お願いします。

緑谷（以下、チコ）：オイラはチコ・Ｈ・ワトソニーっす！　一一歳の、フィルボルの女の子っす！

一同：オイラ！

菊池：また変な一いち人にん称しようキャラが（笑）。

チコ：いやあ、実はプレイヤーの口くち癖ぐせで自分のことを「オイラ」と言っちゃうことがあるんですよ。で、どうせならＰＣの一人称にしてしまえと。

ＧＭ：で語ご尾びは「～す」なんですね。

チコ：そっちもプレイヤーの口癖なんすよ。

大竹：確かに明澄ちゃんは早口になると「～です」の「で」がなくなるよね～。

菊池：なんだか、どこぞの三さん下したキャラと同じ種類の臭においがするなあ（笑）。

大竹：一人称がオイラの、ちっちゃい女の子！　かわいい♪

チコ：ありがとうっす！　クラスはメイジ／フォーキャスター。

菊池：それは賢かしこそうなキャラクターだ。




　メイジは『ＡＲ２Ｅ』における魔ま術じゆつ師し。

　フォーキャスターは旧版の『アルディオン大陸ガイド』で追加された軍師を表すキャラクタークラスです。




チコ：出自はダイスを振った結果、［犯はん罪ざい者しや］になったっす。

一同：意外にハードな人生だ！

チコ：実の親は処しよ刑けいされてしまったということでどうっすかね？

ＧＭ：分かりました。かわいらしさの裏に、戦乱の大陸らしい設定が隠されてますね。

ヒルダ：うーん。ハードだ……。

チコ：親が処刑されたあと、オイラはワトソニーという家に引き取られ、「新しい人生を送るのよ」と、チコという新しい名前をもらったっす。

ＧＭ：では、元の名前は別にあるんですか？

チコ：元はヘザーという名前だったっす。今はミドルネームとして残ってるっす！

ＧＭ：なるほど。チコ・ヘザー・ワトソニーがフルネームなんですね？

チコ：うん！　それから、ハンドアウトを見ていて思いついたっすが……。

ＧＭ：はい、なんでしょう？

チコ：オイラは〝偉大なるヒース〟の芽なんすよね？

ＧＭ：はい、そうです。

チコ：オイラの頭には、てっぺんからヒースの芽が生えているっす！（一同笑）
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ＧＭ：芽が生えている!?　お、面おも白しろいですが、周りにバレませんか？

チコ：ふふふ、魔ま法ほう使つかいっぽい帽ぼう子しを被かぶって隠かくしてるっす。頭部装そう備びとしてちゃんとハットを購こう入にゆう済ずみ！

ＧＭ：なるほど！　だから、メイジを選択したんですね（笑）。

チコ：うん。そして、寝ねても起きても帽子は脱がないっすよ！

ヒルダ：いや、それも不自然だから（笑）。

ＧＭ：境遇はどうなりました？

チコ：ダイスを振ってみたところ、［略りやく奪だつ］になったっす。芽が生えた瞬間の記き憶おくは、芽に奪われたっす（一同笑）。

菊池：……それは、養分として脳のうが吸すわれてるってこと？

一同：脳がっ!?（爆ばく笑しよう）

チコ：いや、記憶だけ！　記憶だけっすから!?

ヒルダ：一いつ瞬しゆん、こわい想そう像ぞうをしてしまった……。

ＧＭ：脳が吸われているかはともかく……頭の芽がいつ生えたのか、ちゃんとは分からないということですね。

チコ：それから、オイラは幼いから、人見知りをしやすいっす。ただ、一度懐なついたらベッタリっすけどね？

ヒルダ：か、かわいい……！　私、がんばって仲良くなろうっと♪

ＧＭ：でも、さりげない毒を持ったハードさが見え隠れするのが緑谷さんらしいです。

チコ：そ、そんなことはないっすよ？（笑）　……んで、目的は［真理］。きっと、この大陸に隠された何かに気づくんじゃないかなぁと思うっす（笑）。

ＧＭ：その辺はメイジらしくていい感じですね。
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▼ＰＣ③／大竹みゆの場合

───リージュ・フェア・リース

ＧＭ：では、大竹さん、お願いします。

大竹（以下、リージュ）：リージュ・フェア・リースです～。身長、体重、外見、すべてピアニィと同じです♪（一同笑）

菊池：斬ざん新しんな自じ己こ紹しよう介かいだ！（笑）

ヒルダ：（シートを覗のぞき込こんで）本当にそう書いてある！（笑）

リージュ：年齢は一八歳、ヒューリンの女の子です。世界平和研究所という場所で育ったということで、出自は［秘ひ密みつ結けつ社しや］をチョイスしました～。

ＧＭ：なるほど。

リージュ：それから……あたしをかわいがってくれたお兄さんがいるんですよね？

ＧＭ：はい。リージュとは一〇歳以上年の離はなれた男だん性せいです。

リージュ：あたしはその人のことを、強く慕したっているんですよ。

ＧＭ：なるほど。いい感じにセンチメンタルな雰囲気ですね。

チコ：シナリオタイトルに合わせてきたっすね（笑）。

リージュ：そして、ある日その人が「何かあった時、これがリージュの役に立つだろう」と言って、渡わたしてくれるんですよ。

ヒルダ：何を？

リージュ：魔導銃キヤリバーを！

一同：一気に殺さつ伐ばつとしたよ！（爆笑）

菊池：一八歳の少女に拳けん銃じゆうを渡すお兄さん……明らかにカタギじゃねえな（笑）。

リージュ：その結果、アコライト／ガンスリンガーになりました（笑）。

ヒルダ：お、おかしい……とっても素す敵てきなシチュエーションのはずなのに、根本的なところが間ま違ちがってる……気がする！（笑）




　アコライトは『ＡＲ２Ｅ』での僧そう侶りよクラス。回かい復ふくなどで活かつ躍やくするクラスです。

　ガンスリンガーはキャリバーという魔ま法ほうの銃じゆうを扱うクラスです。




リージュ：実は、リージュは戦せん闘とう訓練と称しようして、物心ついた時からずっと目め隠かくしをされていまして……。

ＧＭ：ど、どうしてそんな過か酷こくな訓練を？

リージュ：ダイスを振った結果、境遇が［紛ふん失しつ］と出たんですよ。なので、視し界かいを失っていたということにしようと思いまして。

菊池：なるほど……って、どんな教育してるんだよ〝世界平和研究所〟！（笑）

ＧＭ：その結果、感覚が研とぎ澄すまされたんですね。

チコ：特とく殊しゆ部隊の訓練みたいっす（笑）。

菊池：世界平和研究所……要注意だな（笑）。

リージュ：そんなことがあったせいで、世界のことをほとんど知らない状態からスタートします～！　おっとりとした純じゆん粋すいな子で、他人の言葉をすぐ信じ込む癖があります～。

菊池：（シートを覗のぞき込んで）シートの目的欄らんには［戦い好き］って書いてあるぞっ!?（笑）

リージュ：純粋だからこそ、真しん剣けん勝負が大好きなんですよ～♪

チコ：部長、論理が飛躍してるっす。

ヒルダ：……おかしい。何か間違ってる（笑）。

菊池：でも、大竹さんに期待された役やく割わりとしては正しい気がする（笑）。

リージュ：えっへん♪

ＧＭ：お、お手柔らかにお願いします。
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▼ＰＣ④／菊池たけしの場合

───ギデオン・ガバドン

ＧＭ：最後に、菊池さん、お願いします。

菊池（以下、ギデオン）：俺おれの名はギデオン。クラスはシーフ／シーフ。




　シーフは『ＡＲ２Ｅ』における盗とう賊ぞくのクラスです。




ギデオン：で、種族はドラゴネット。

一同：ドラゴネット!?




　ドラゴネットは旧版の『アルディオン大陸ガイド』で追加された種族です。

　文字どおり竜人ですが、外見は人間によく似にた〝アンスロック〟、身体からだの一部が竜だと分かる〝メディオン〟、直立したトカゲのような〝レパータル〟の三種類に分かれます。




ギデオン：アンスロックだから、俺の見た目はほぼヒューリンと変わらないが、体の一部に竜のシンボルが刻きざまれているぞ！

ヒルダ：ど、どこに？

ギデオン：……まだ秘ひ密みつ（笑）。

ＧＭ：思いつかなかったんですね。じゃあ、イラストの都合を考えて頭部に竜っぽい角があるってことでどうです？

ギデオン：じゃあ、そうしよう（あっさり）。

ＧＭ：即そつ決けつですか（笑）。

ギデオン：ヤトさんのセンスを信じるってことで。……あ、俺のフルネームはギデオン・ガバドンなんだが、ガバドンという苗みよう字じは大だい嫌きらいなので、ギデオンとしか名乗らない。

ＧＭ：それはまた、どうして？

ギデオン：出自で［研けん究きゆう者しや］が出たんだ。だから、ゴルフォードで有名な錬れん金きん術じゆつ師しのもとに生まれたことにした。王族から依頼を受けるような腕うで利ききの錬金術師な。

ＧＭ：立りつ派ぱな親おや御ごさんですね。

ギデオン：ところが、「私たちは特別だから、戦争なんて野や蛮ばんなものには参加しなくていい身分だ」という思想を持っていてな。剣で身を立てたいと思っていた俺は、親と折り合いが悪くなって家を飛び出したってわけだ。

ＧＭ：なるほど！　熱い志こころざしを持っていた、と。

ギデオン：それから二〇年……俺は、レベル１のまま、裏稼業でその日暮らしを続けているんだ！（一同笑）

ヒルダ：ダメ人間じゃないですか！（笑）

ギデオン：これは境遇の［放ほう浪ろう］の演出なんだよ！

リージュ：言いい訳わけは良くないですよ～。

ギデオン：キャラ立てと言って欲しい。今では「あ～、面めん倒どうくさい」が口癖になってしまった。そんな四〇歳くらいのオヤジ（笑）。

チコ：［放浪］っていうより、自じ堕だ落らくなんでは？（笑）

ギデオン：放浪なんだよ！　生き方を見失ってさ迷まよってるんだよ！




　そんなこと力説されても困ります。




リージュ：でも、四〇歳って（予告マンガを見直して）……ジジイじゃないんですか？

ギデオン：その辺も大人の都合があってさ。

ヒルダ：というと？

ギデオン：企画を立ち上げるときに「〝Ｇ〟シリーズなんで菊池さんもＧｉｒｌのキャラをやるのはどうですか？」って言われて、それは土ど下げ座ざして断ことわったんだよ。

ＧＭ：土下座ではないですよ。テーブルに額ひたいをこすりつけてはいましたけど（笑）。

チコ：女の子いやなんすか？

ギデオン：周りが全員女性だと……ちょっと。

リージュ：きくたけさんにもそんなピュアな心が残ってたんですね。

ギデオン：大竹さん、あとでゆっくり話をしよう（笑）。……それはともかく、「ここはジジイキャラの〝Ｇ〟ということでご勘かん弁べんを……ということで難なんを逃のがれたわけだ。

ヒルダ：ジジイは〝Ｇ〟じゃなくて〝Ｊ〟では？

ギデオン：細かいことは言いっこなし！（笑）でも、ヤトさんが描いた予告マンガを見て、このシルエットならジジイじゃなくてオッサンの方がいいんじゃないかと思って。

リージュ：なるほど。イラストに合わせたんですね。

チコ：大人の事情というよりは大人の対応っすね。

ギデオン：とまあ、そんな理由で年齢を四〇歳にした。目的は［奪だつ還かん］だ。

ＧＭ：なるほど。奪われたプライドを取とり戻もどすわけですね？

ギデオン：……う、うん。そのとおりだよ！

リージュ：もしかして、何を取り戻すつもりなのか、考えてなかった……？

ギデオン：そんなことないよ？（笑）

ヒルダ：プライド取り戻す気なさそう（笑）。
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＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それではキャラクターの紹介が終わったので、プリプレイを終しゆう了りようし、オープニングフェイズに移うつりたいと思います。

一同：はーい！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆義ぎ父ふ、死す




　グラスウェルズ王国王都ベルクシーレにある、神しん殿でんの霊れい安あん室しつ。

　ヒルデガルド・ゴーダは突つきつけられた現げん実じつに、愕がく然ぜんとしていた。

　彼かの女じよの目の前。棺ひつぎに納おさめられているのは、オスウィン・ゴーダの亡なき骸がら。

「お義父とう様さま、どうしてこんなことに……！」

　敬けい愛あいする義父の死に、ただ泣なき崩くずれることしかできなかった。




ＧＭ：では、シナリオを開始します。まずはオープニングフェイズからです。

一同：はい。




『ＡＲ２Ｅ』のシナリオはオープニングフェイズ、ミドルフェイズ、クライマックスフェイズ、エンディングフェイズの四段だん階かいで進行していきます。

　各フェイズはさらにシーンという単位で区切られます。

　シーンはボードゲームやカードゲームで言う手番のようなものだと理り解かいしてください。




ＧＭ：今回はＰＣごとにシーンがひとつずつ割わり振ふっていますので、他のＰＣのシーンには登場できないこととします。最初は、ヒルダのシーンです。

ヒルダ：はい！

ＧＭ：場所は大陸の東を占しめる大国グラスウェルズ王国の王都ベルクシーレ。時期は、帝てい紀き八一三年九月……グラスウェルズの内ない乱らんのころですね。ヒルダが義父である元王国軍ぐん師しゴーダ伯はく死し亡ぼうの知らせを受け取ったところからスタートです。
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ギデオン：他のシリーズだと『ブレイク』シリーズの三巻かん終しゆう了りよう後、四巻開始前。『無印』五巻の時期だね。

ヒルダ：なるほど……では私わたしは地方の鎮ちん圧あつに加か勢せいして不ふ在ざいだったことにします。訃ふ報ほうを受け取り、慌あわててベルクシーレに戻もどってきた……という感じでいいですか？

ＧＭ：はい。では、場所はベルクシーレ内の神殿にしましょう。ゴーダ伯の遺い体たいは棺に納められ、安置されています。

ヒルダ：遺体に縋すがり付ついて、「お義父様、どうしてこんなことに……！」と泣き崩れます。うぅ……プレイヤーにも精せい神しん的てきダメージが（一同笑）。

ＧＭ：『ブレイク』三巻の発売からは、ずいぶん時間がたっているんですけどね。

ヒルダ：改めてその死に接せつしたので、プレイヤーの心の傷きずがうずいたのです（笑）。それはともかく……「お義父様、肝かん心じんな時にお側そばにいられず、申もうし訳わけありません！」

ＧＭ：ヒルダの目の前のゴーダ伯の遺体。殺されたというのに、どこか満足げな死に顔をしています。

ヒルダ：うっ！　それはかえって胸むねが痛いたみますね。

ギデオン：その気持ちは分かるなあ。

ヒルダ：お義父様……。とても厳きびしい人だったけれど、時折見せる不器用な優やさしさが、とても好きでした。身み寄よりのない自分を引き取り、槍を扱あつかえるようになるまで育ててくれた。ようやく、少しずつ恩おん返がえしができる……そう思ったばかりだったというのに！

チコ：渋しぶ沢さわさん。本当にゴーダ伯が好きだったんすねぇ……。

ＧＭ：しかし、ヒルダがいくら語りかけても、ゴーダ伯が答えることはもうありません。

ヒルダ：……そういえば、私は、ゴーダ伯の死し因いんはどう教えられているんでしょう？

ＧＭ：ゴーダ伯の部下だったアンソン伯から「反はん乱らん軍ぐんの誰だれかに殺されたのではないか」と聞かされました。




アンソン伯

　フルネームはアンソン・マンソン。『ブレイク』シリーズのＰＣでプレイヤーは菊きく池ちたけし。グラスウェルズの騎き士しの家か系けいに生まれる。ゴーダ伯に認みとめられ、伯はく爵しやく身分へと出世を果たした。
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ギデオン：ゴーダ伯は本当はバルムンクに殺されたんだが……さすがにバルムンクを知らないヒルダ相手にアンソンが真実を語るとは思えないよなぁ。

ヒルダ：なるほど。「反乱軍許ゆるすまじ！　お義父様の仇かたきは、私が必ず取ります」と心に誓ちかって、遺体の安置された部屋を出ます。

ＧＭ：ヒルダが部屋を出て廊ろう下かを歩いていると、ひとりの女じよ性せい神官が声をかけてきます。

ヒルダ：おや？　どなただろう？

ＧＭ：琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをした女性神官でして、外見はこんな感じです（『ブレイク』四巻の[image: ]ページにあるイラストを見せる）。

ギデオン：アザゼルじゃねーかっ！（笑）




アザゼル

　報復者フラガラツハのふたつ名を持つ妖よう魔ま。秘ひ密みつ結社バルムンクの幹かん部ぶで〝始祖の四人Four Deadly Swords〟と呼よばれる強力な存そん在ざい。
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ヒルダ：どう考えても、この人怪しいよっ!?（笑）

ＧＭ：何をおっしゃるんですか、神殿育ちのヒルダさん。

ヒルダ：ほえ？

ＧＭ：この女性神官は昔からグラスウェルズにいますので、ヒルダは幼おさないころから何度もその姿すがたを見かけています。

一同：なんだってー！

ＧＭ：なお、「アザゼルはね、普ふ段だんから複ふく数すうの人間のふりをしているんだ。たとえそのうちのひとりが死んだとしても、すぐに別人として行動できるようにね」と鈴すず吹ふき社長が熱く語ってくれました（笑）。

一同：しゃちょーっ！（爆ばく笑しよう）

ギデオン：い、いかん。今のセリフが社長の声で再さい現げんされた（笑）。

リージュ：いかにも言いそうな感じですよね（笑）。

ヒルダ：……ヤバい。ヒルダの設せつ定てい的てきに、相手の神官を疑うたがう余よ地ちがない！（一同笑）

チコ：プレイヤーは知ってても、ＰＣは知らないというジレンマっす（笑）。

ＧＭ：女性神官は、「ヒルダさん、この度たびは本当にご愁しゆう傷しよう様さまでした。さぞやお辛つらいことと……」とヒルダを気き遣づかいます。

ヒルダ：「ありがとうございます。しかし、私がくよくよするのを、お義父様は望んでいらっしゃらないでしょう」と悲しげな笑えみを浮うかべながら言います。

ＧＭ：女性神官は「なるほど。……ところで少し、お時間をいただいてもよろしいかしら？」と声を潜ひそめます。

ヒルダ：今、ですか？

ＧＭ：「ええ、とても大切なお話がありますの。……できれば、人ひと気けのないところでお話ししたいのですが」

ヒルダ：「何でしょう？」とついていきます。……逃にげて！　私、超逃げて！（一同笑）

ＧＭ：では、人気のないところにきました。「落ち着いて聞いてくださいね？　ゴーダ伯の死因についてお話ししたいのです」

ヒルダ：死因？　内乱の最中、反乱軍によって討うたれたんですよね？

ＧＭ：「それは、犯はん人にんが事実を隠いん蔽ぺいするために捏ねつ造ぞうした嘘うそです」と彼女は首を横に振ふります。

ヒルダ：えっ!?　で、では、真しん犯はん人にんはいったい誰!?

ＧＭ：女性神官はヒルダに近づくと耳元でそっと囁ささやきます。




「ゴーダ伯を殺害したのは……アンソン・マンソンという人物です」




一同：何だって!?（爆笑）

ギデオン：待て、アンソンはそんなことしてない！（←アンソンのプレイヤー）

ＧＭ：事実はどうあれ、その女性神官はそう言うんですよ（笑）。

ヒルダ：ヒルダは「そ、そんな……お義父様の覚えも厚いという噂うわさのあの方が……？」と呆ぼう然ぜんとします（笑）。

ＧＭ：「考えてご覧らんなさい？　ゴーダ伯が亡なくなって、誰が一番得をしましたか？」

ヒルダ：そのセリフを聞くとヒルダは「はっ！」とします。そ、それは……。

ギデオン：ぎく!?（笑）

ヒルダ：それは……いきなり王国軍師に出世した、アンソン卿きようです（笑）。

ギデオン：言うと思ったよっ!!（爆笑）

リージュ：アンソン悪いやつだぁ!!

ギデオン：ぬ～れ～ぎ～ぬ～だーっ!!（笑）

ＧＭ：「あの方は、今はもうアンソン〝伯〟でしてよ？」（←笑いをこらえながら）

ヒルダ：はっ！　い、言われてみれば！（←わざとらしく）

ギデオン：「言われてみれば」じゃねーよ!!（笑）

ＧＭ：「いくらマンソン家が名家とはいえ、所しよ詮せんは騎き士しの身。それが、伯爵……しかも、王国軍師に成り上がるなど、通常起こりえることではありません」

ヒルダ：確たしかにそのとおりだ！（←すごくわざとらしく）

ギデオン：「確かに」じゃねえよっ！　……理屈は通っているけど（笑）。

ヒルダ：おのれ、アンソン！（←とてつもなくわざとらしく）

ギデオン：逃げて～！　僕ぼく、超逃げて～！（一同笑）

リージュ：きくたけさん。口調がアンソンになってます（笑）。

ヒルダ：おのれアンソン！　私し欲よくのために、お義父様の命を奪うばうなんて！　人ひと柄がらの良い、優やさしい方だと思っていたのに。

ＧＭ：「それは、他人を騙だますための手しゆ段だんなのですよ。おっとりと優しそうにしていれば、よもや野心を抱いだいているとは夢ゆめにも思わないでしょう？」

ギデオン：（アンソンになって）「ふはははは。ゴーダ伯、あなたはもう不要だ！」（一同爆笑）

ヒルダ：もう、悪役顔でそんなことを言っているアンソンしか思おもい浮うかばない！（笑）

ギデオン：（アンソンになって）「ふうはははは！　ゴーダ伯の息のかかった者はすべて捕とらえろ！　ひとりたりとも逃のがすな！」

チコ：菊池さんノリノリっす（笑）。

ギデオン：はっ！　つい調子にのって墓穴を掘った!!（笑）

ＧＭ：「……というように、アンソン伯は邪じや魔ま者ものを捕らえるための手回しをしているでしょうね」と女性神官は言います（笑）。

ヒルダ：このままベルクシーレにいたら、私の身も危あぶないっ!?（笑）

ＧＭ：「ええ。今、グラスウェルズにいるのはとても危き険けん。すぐにでもお逃げなさい」

ヒルダ：は、はいっ！

ＧＭ：「そしてもし、ゴーダ伯の仇を討ちたいと願うならば……」

ヒルダ：ならば？

ＧＭ：「レイウォールにある世界平和研究所という施設に行って、リージュという娘むすめと接せつ触しよくなさい」

ヒルダ：……リージュ？

ＧＭ：「きっと、彼女は世界を変えてくれるでしょう」

ヒルダ：分かりました。……お義父様を弔とむらえないのは残念ですが。

ＧＭ：「私たちが手て厚あつく弔います。あなたが今なすべきことは、ここから逃げること。ゴーダ伯も、あなたがアンソンの手にかかることは、望んでないでしょう」

ヒルダ：はい。それに、内乱のせいで多くの民たみが傷つき、失われてしまった。……それだけでも、この内乱を裏うらから操あやつったアンソンという男を許せない！

ギデオン：待て待て！　その神官でさえそこまで言ってな……。

ヒルダ：お義父様亡き今、私にはもう何も残されていない。今すぐここを発たつことにします。

ＧＭ：「分かりました。道中、くれぐれもお気をつけて」




　こうしてヒルダの胸に、義父の仇としてアンソン・マンソンの名が刻きざまれたのである。




ギデオン：変なナレーションを入れるなよっ！（笑）

ＧＭ：なに言ってるんですか。せっかく盛もり上あがっているのに！（笑）

ヒルダ：一生忘わすれないように、キャラクターシートに書いておこうっと♪（笑）

ギデオン：や～め～て～!!（一同笑）

ＧＭ：ではここでシーンを終了したいと思います。







◆Opening 02◆聖せい樹じゆの願い




　広い草原の中、チコはひとりで立っていた。

　どこまでも続く、果てのない緑の世界。

　これは夢かと首を傾かしげるチコの耳に、不思議な声が聞こえてきた……。




ＧＭ：次は、チコのシーンです。

チコ：はーい！

ＧＭ：チコは今、眠ねむっています。

チコ：ふむふむ。

ＧＭ：夢の中では草原が広がり、チコはそこにひとりで佇たたずんでいます。

チコ：首を傾げて「ここはどこっすかねぇ」と考えます。

ＧＭ：すると、風に乗って「チコ……」と、あなたの名を呼ぶ男性の声が聞こえてきます。

チコ：ほえ？　男性？

ＧＭ：はい。歳としをとった男性の声のようにチコは思います。

チコ：じゃあ、声のする方へと向かうっす！

ＧＭ：そうすると、大きなヒースの側そばに、ゆったりとした服をまとった大おお柄がらの老人が立っているのを見つけます。

チコ：ほえ～？　お爺じいちゃんは誰っすか？

ＧＭ：老人はチコに気づくと、「よく来てくれた、チコよ」と微笑ほほえみます。まったく見知らぬ相手なのに、チコはその老人に懐なつかしさを覚えます。

チコ：それで、お爺ちゃんは？

ＧＭ：「エリカじゃ。〝偉い大だいなるヒース〟とも呼ばれておる」

ギデオン：エリカか！『ブレイク』一巻以来だ。懐かしい。




偉大なるヒース

　アルディオン大陸の先住民族が信しん仰こうしていた神木。人間の信仰と引ひき替かえに守しゆ護ごを約束した。適てき性せいのある人間に神しん託たくを与あたえる。そのときはエリカと名乗る老人の姿をして現あらわれる。




チコ：〝偉大なるヒース〟の話は、チコは知っていてもいいですかね？

ＧＭ：そうですね……チコの出身地にもよるかとは思いますが。

チコ：じゃあ、メルトランド人だということでどうでしょう？

ＧＭ：それなら問題なく知っているということで。

チコ：よっしゃぁ！（笑）　では、話は聞いたことあるっす！　メルトランド王国の聖樹様っすよね？　と言います。

ＧＭ：「そのとおりじゃ」

チコ：でも、その聖樹様がオイラに何の用事っすか？」と答えます。

ＧＭ：「実は、おぬしに大事な話があるのじゃ」

チコ：……（しかめっ面つらをする）。

ＧＭ：「そのような顔をするでない」（一同笑）

チコ：お説教とか嫌いやっす～！　正せい座ざとかさせられて、足が痛くなるっす！

ＧＭ：「そういう話ではないのじゃ」

チコ：ほえ？　じゃあ、どんな話っすか？

ＧＭ：「わしの跡を継つぐ者……次世代の〝偉大なるヒース〟は、お前なのじゃ」

チコ：ハンドアウトどおりっすね（笑）。「お、オイラが〝偉大なるヒース〟に？　いったいどういうことっすか!?」と慌てるっす。

ＧＭ：「おぬしも知っておるだろうが、わしは既すでに枯かれ果はてておる」

チコ：ファントムレイダーズとかいう盗とう賊ぞくが枯らしたとか聞いてるっす。

ＧＭ：「だが、それで終わりではなかったのじゃ」

チコ：というと？

ＧＭ：「かつて人間と聖樹との間で交かわされた約束を果たすために、新たなる〝偉大なるヒース〟が、大地に根付かねばならんのじゃ」

チコ：ほえほえ、なるほどなるほど。……で、それで？

ＧＭ：「チコ、お前は〝偉大なるヒース〟の苗なえ床どこだったのじゃ」

チコ：えっ!?　オイラが、苗床!?

ギデオン：あれ？　芽じゃなかったの？

ＧＭ：「目覚めれば分かる。お前には、既に〝偉大なるヒース〟が根付いておる」

チコ：ななな、何ですと～!?　いつの間に種が埋うめ込まれたっすか!?（笑）

ＧＭ：「ふふふ、覚えておらんじゃろうな。何しろ、境きよう遇ぐうが［略りやく奪だつ］で、根付いた時の記き憶おくはないのじゃからな！」

一同：メタ発言!?（笑）

チコ：オイラの設定を拾ってくれたっすね。嬉うれしいような悲しいような複ふく雑ざつな気分っす！（笑）　……それでオイラは何をすればいいっすか？

ＧＭ：「まずは、レイウォール王国に行き……」

チコ：ぎくっ！

ＧＭ：「かの国にある〝世界平和研究所〟に赴おもむくのじゃ！」

一同：でたー！

ヒルダ：ここでも世界平和研究所が……。

ＧＭ：「そして、そこでリージュという娘と会うのじゃ！　きっと、協力してくれよう」と偉大なるヒースは言います。

チコ：リージュ？　どんな人っすか？

ＧＭ：「お前ならば、会えば分かる」

チコ：ですよねー。

リージュ：ん？　なにか含ふくむところがあります？（笑）

チコ：とんでもない！　滅めつ相そうもございませんっす！（笑）

ＧＭ：「彼女のオーラは、きっとお前を惹ひきつけるだろう」と偉大なるヒースが。

ヒルダ：なにかを取とり繕つくろうような言い回しだ（笑）。

チコ：「分かったっす！　会えば分かるっすね！」と拳こぶしを握にぎりしめて、目をキラキラさせます（笑）。

ＧＭ：エリカはチコの頭を撫なでてくれます。「チコは良い子じゃな。きっと、おぬしならわしの願いを果たしてくれると信じておる」

チコ：おじいちゃんにぎゅっと抱きつきます。「うん！　オイラがんばる！　〝偉大なるヒース〟がもう一度根付けるように、がんばる！」

ＧＭ：「頼たのんだぞ……」という偉大なるヒースの声とともに、チコは目が覚めます。

チコ：寝ねぼけ眼まなこで「不思議な夢だったっす」と呟つぶやきます。

ＧＭ：そこで、チコは頭に違い和わ感かんを覚えます。

チコ：ほえ？（頭を手で触さわる）

ＧＭ：頭から、エリカの芽がピョコンと生えているのです。

一同：こうつながるのか！（笑）

ＧＭ：緑りよく谷やさんの希望に添ってみました。

チコ：ほええええ～!?（笑）　鏡で頭を確かく認にんして、「本当に生えてるっす……」と呟つぶやきます。

リージュ：藤ふじ井いさんはプレイヤーの発言をよく拾いますよね。

ギデオン：ああ。だからうかつなことを言ったらいけない。あっという間に発言を利用して逆ぎやく襲しゆうされるからな。

ＧＭ：お褒ほめいただきまして、ありがとうございます（笑）。

チコ：とにかく、帽ぼう子しを被かぶります。「こ、こんなの、他人に見られたら大ごとになるっす！」

ヒルダ：というか、ワトソニーさん一家がビックリするんじゃない？

ギデオン：いきなり人間の頭から木の芽が生えたら、誰だれだって驚おどろくよなぁ（笑）。

チコ：夢でお爺ちゃんに頼まれたことだし、ここはそっとメルトランドから旅立つっす！

ＧＭ：では、チコは慌てて荷に造づくりをして……。

チコ：「オイラは旅に出ます。捜さがさないでください。今までありがとうっす」という書き置きを、よく読んでもらった絵本に挟はさんでおきます。

ＧＭ：分かりました。

ヒルダ：ちょっとしんみりする展開だなあ……。

チコ：「世界平和研究所……そこへ行けば、きっと運命が開けるっすよ、ね？」と呟いて、レイウォールに向かいます。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。

[image: ]







◆Opening 03◆金のためなら




　レイウォールのとある街の裏うら通どおり。

　昼間でも日が差し込まないような場所に、ギデオンはいた。

　かつての理想はどこへやら、今や金さえ積めばどんな依い頼らいもこなす、何でも屋となってしまっていたのだが……。




ＧＭ：次はギデオンのオープニング。場所はうらぶれた酒場を想定していたのですが……。

ギデオン：（ハンドアウトを読み直して）依い頼らい人にんがやってくるんだよな？

ＧＭ：はい。依頼人から依頼を受けるというシーンです。

ギデオン：ところで、俺おれは探たん偵てい事じ務む所しよを構えていることにしたいんだが、いいかな？




　なぜ探偵事務所？




ＧＭ：まあいいですよ。では、裏通りの寂さびれた場所に事務所があることにしましょうか？

ギデオン：ついでに、サマンサという名前の美人秘ひ書しよがいて欲しい！（笑）

ＧＭ：分かりました。依頼さえ受けてくだされば演えん出しゆつは自由にしてかまいません。

ギデオン：分かった。最終的には依頼を受ければいいんだな！　じゃあ、俺は事務所のデスクに脚あしを載のせて寝ねているぞ。

ＧＭ：では、サマンサが「依頼人がいらっしゃいました」と起こしに来ます。

ギデオン：「あぁ？　今何時？　俺は午後になるまで仕事はしないって決めてるんだよな」とかったるそうに言うぞ（一同笑）。

ＧＭ：「仕事をえり好みできる身分だと思っているんですか!?」

ギデオン：あ～……そうか、そういえば、ここの家や賃ちんを三ヶ月分滞たい納のうしてるんだっけ。

ＧＭ：「もう！　……今から依頼人をこの部屋にお通ししますから、すぐに身なりを整ととのえてくださいね！」と言ってサマンサは部屋を出て行きます。

ギデオン：「そろそろ稼かせがないとヤバいのは分かってるって」とぼやきながら机つくえから脚を下ろしてこう言う。「あー、面倒くさい」

チコ：超だらしないっす！（笑）

ヒルダ：初っぱなからダメ人間っぷりが炸さく裂れつしてる（笑）。

ギデオン：ダメ人間って言うな！（笑）　さて、どんな依頼人なんだ？

ＧＭ：恰かつ幅ぷくが良い、スキンヘッドの男だん性せいです。質しつの良い黒いスーツに身を包つつんでいますが、手には棘スパイクのついた手袋を嵌めていて、カタギでないことは分かります。

ギデオン：ちょっと待て！　なんでファンタジー世界でスーツ着てるんだよ！（笑）

ＧＭ：ＧＭの趣しゆ味みです（きっぱり）。

ギデオン：趣味か、趣味ならしかたないな。




　仕方ないんです（笑）。




ギデオン：それにしても……うさんくさいなあ。パス！（一同爆笑）

ＧＭ：サマンサの目が「これを断ことわったら、収しゆう入にゆうの当てがありませんよ」と物語っております。

ギデオン：（満面の笑みで）「さ、お話をおうかがいしましょうか」

ヒルダ：変わり身早っ！

ギデオン：まず、あなた様のお名前は？

ＧＭ：「テンタクルスだ───」

ギデオン：テンタクルスぅ？

チコ：触手って意味っすね。タコやイカのことを指したりもしますが。

ギデオン：まあ偽名だろうな。カタギじゃないんだから、その辺は突っ込まないでおこう。

ヒルダ：裏取らないんだ？

ギデオン：いちいち裏なんて取ってたら、仕事にありつけんからな。さっさと商談を進めてしまおう。「では、依頼内容を確認させていただきましょうか。テンタクルスさん」

ＧＭ：「簡かん単たんな仕事だ。レイウォールの世界平和研究所に行って……」

ギデオン：待て、何だそのうさんくさい名前の研究所は（笑）。

ＧＭ：「その研究所から、リージュという小こ娘むすめを、傷をつけずにさらってきて欲しい」と依頼人は言います。

ギデオン：しかし、世界平和研究所とやらは、レイウォール王国の施し設せつなんだろ？　娘ひとりとはいえ、さらってきたら、俺がお尋たずね者ものになっちまう。

ＧＭ：すると……。

ギデオン：（ＧＭの発言をさえぎって）ここで「ほう、臆おく病びよう風かぜに吹かれたのか？」とののしって欲しいなあ。

ＧＭ：え、そんなこと言っていいんですか？

ギデオン：もちろんだとも。

ＧＭ：えーと、「ほう、臆病風に吹かれたのか？」

ギデオン：ふん、俺を怒らせて依頼を受けさせるつもりだろうが、そうはいかん。




　さっき依頼は受けてくれるって言ったじゃないですか！（笑）




ギデオン：そして、俺のことを「そんなことだからその歳になってもこんな場末でくすぶっているんだ！」とののしって欲しい。

ＧＭ：（棒読みで）「そんなことだからその歳になってもこんな場末でくすぶっているんだ」

ギデオン：ありがとう（笑）。ではそう言われた俺は、「歳は関係ないだろう！　歳は!!」とブチ切れます!!

一同：えええっ！（爆笑）

ギデオン：で、こう言うんだ。「よかろう。そこまで挑発するならやむを得ない。この依頼受けてやる」と。

リージュ：なるほど～。ギデオンは歳のことを言われると我を忘れるんですね（笑）。

ギデオン：というか、この歳までうだつが上がらないことを指摘されるとキレる。

チコ：大人げないっす！（笑）

リージュ：あははははは！（笑）　ひ、ひどい、きくたけさん、ひどーい！（爆笑）

ギデオン：まあ、そういうキャラにしようと思うわけだ。




　……まあ、なんだかんだで依頼を受けてくださったから問題なしということで。




ＧＭ：「では、交こう渉しよう成立だな？　すぐにでも取りかかってくれ」

ギデオン：ここは「えっ、すぐにか？」と少し驚いてみせるか。

ＧＭ：「あそこまで威勢よく依頼を受けたくせに、もう怖じ気づいたのか？　やはり、歳を取ると臆病になるようだ」と、これ見よがしに肩をすくめます。

ギデオン：いいよーぅ！　今すぐにでも行ってやるよーぅ！（一同笑）

チコ：本当に大人げないっす（笑）。

ＧＭ：「それでこそだ。この仕事に、お前を選んだ甲斐があった」と、テンタクルスはニヤリと笑います。

ギデオン：……ひょっとして、俺ってこのおっさんにうまく乗せられてる？（笑）




　ＧＭが乗せたわけじゃないんですが……。




ヒルダ：気がつけば、うさんくさい相手からの依頼を速攻でこなすことになってますね。

チコ：しかも、情報は最低限だけっぽいっす。

ギデオン：うーむ。まあ、仕方ないな、成り行きだ（笑）。

ＧＭ：「仕事は急いでもらうぞ。現在のところ、世界平和研究所に残されている子こ供どもは、リージュ以外はろくに残っていないらしい。このうえリージュまで他のところに移うつされたら厄やつ介かいなんでね」と、テンタクルスは言います。

リージュ：がーん。そ、そんなことになっているなんて（笑）。

ＧＭ：依頼人は「それと、これを持っていってくれ」とギデオンにバッジを渡します。

ギデオン：バッジ？

ＧＭ：はい。黄おう金ごん色いろの柄つかに青い宝石が象ぞう眼がんされた幅広の剣をデザインしたバッジです。

ギデオン：……なんだこのバッジは？

ＧＭ：「お前が真面目に仕事をしているかが、離れていても分かるバッジだ」

ギデオン：……色々問とい詰つめたいところなんだが。

ＧＭ：「あんまり知りすぎると、海の底に永えい住じゆうすることになるかもしれないぞ？」

ギデオン：「おおぅ、怖こわい怖い。まぁ、金さえ払はらってくれればそれでいいさ」と肩かたをすくめよう。で、依頼人は前金として、家賃三ヶ月分とサマンサに滞納していた給料分くらいのお金を置いて、去っていって欲しい。

ＧＭ：分かりました。依頼人はお金を置いて去っていきます（笑）。

ギデオン：よし！　これで滞納していた家賃と給料は払えるぞ！（笑）

ＧＭ：サマンサが戻ってきます。「依頼はちゃんと引き受けてくれたんでしょうね？」

ギデオン：ああ、君の給料と滞納した家賃分はもらったよ。と、サマンサに前金を渡わたす。

ＧＭ：では、サマンサは「分かりました。しっかり仕事してきてくださいね」と大家のもとへ行ってしまいます。

ギデオン：へいへ～いっと。さて、じゃあ、リージュとかいう女を……。

ＧＭ：「傷をつけずにさらってきて欲しい」です。

ギデオン：……そうそう。傷をつけずにさらってこないとな！（爽さわやかな笑え顔がお）

リージュ：なんだか不安です～！（笑）

ギデオン：なあに、何も恐おそれることはないさ！　さぁ、さっさと依頼を果たしに行くかね。

ＧＭ：それではギデオンのシーンを終わります。







◆Opening 04◆世界を知らない少女




　その少女は、物心ついた時からその研究所にいた。

　親の顔も外の世界も知らず、ただ研究所内にいる大人たちの指し示じどおりに生きる日々。

　ずっと変わらないと思っていたリージュの日にち常じようの終わりは、すぐそこまで迫せまっていた。




ＧＭ：リージュのオープニングシーンになります。場所はレイウォールの……。

リージュ：世界平和研究所ですね♪（わくわく）

ＧＭ：はい、そのとおりです（笑）。

ヒルダ：何度聞いてもうさんくさい研究所……。

リージュ：そうですかぁ？　あたしは殺意研究所とかじゃなくて良かったと思ってますよ。




　……それは何を研究するのでしょう？




ＧＭ：話を進めますよ？　……リージュは、訓練のために目め隠かくしをされて育ったということになってましたよね？

リージュ：はい、今までほとんど外してもらえませんでした！　……という設定で（笑）。

ＧＭ：では、研究員が目隠しを外すところからシーンを開始しましょう。

リージュ：はい！

ＧＭ：研究員はリージュの目隠しを外しながら「もう目隠しはしなくていい」と言います。

リージュ：突とつ然ぜんのことに、ちょっと戸と惑まどいます。「え、えっと……あたしの大切なアレはどこでしょう～？」

一同：大切なアレ？

リージュ：（銃じゆうを構かまえる仕草をしながら）アレがないと落ち着かなくって～。

一同：銃かよ！（笑）

チコ：いわゆる〝ライナスの毛もう布ふ〟ってやつっすね。




　スヌーピーやチャーリー・ブラウンといったキャラクターで知られるコミック『ピーナッツ』。その登場人物のひとりライナス君が肌はだ身み離はなさず持っている毛布のように、それを持っていないと安心できない物品を〝ライナスの毛布〟と呼ぶのだそうです。




ＧＭ：「魔導銃キヤリバーか。ここにあるぞ」と手て渡わたしてくれます。

リージュ：受け取って、ぎゅっと抱だきしめます。「ありがとうございますぅ……これは、あたしのお守りみたいなものですから」

ＧＭ：「そ、そうか。大事にしているのならば、あの方も渡した甲か斐いがあったとお喜びになるだろう」

ヒルダ：あの方？

ＧＭ：プリプレイでちらりとお話ししましたが、この施設の支し援えん者しやです。

リージュ：あたしと一〇歳くらい年が離れた男性、ですよね～。

ＧＭ：はい。その人物はこの施設の子供たちにとても優しく接していて、よくプレゼントを持って来らい訪ほうしていました。

リージュ：あたしとも親交があったんですよね？

ＧＭ：はい。プレゼントをたくさんもらいましたし、よく遊んでくれました。他の子もかわいがっていましたが、リージュは格かく別べつ目をかけてもらっていました。

リージュ：優しくしてもらってたんだ……。じゃあ、親しみをこめて「お兄様」って呼んでいたことにします！

ＧＭ：分かりました（笑）。

リージュ：お兄様、ありがとうございます～……と心の中で思っておきます。「それはそれとして、なぜいきなり訓練をやめたのですか～？」

ＧＭ：「それは、おいおい説明をする。とりあえず、今日はおとなしく過すごしたまえ」と研究員は取り合ってくれません。

リージュ：えっ!?　せっかくですから、この魔導銃で実戦を……。

一同：早すぎるよっ！（笑）

ヒルダ：さすがに、オープニングシーンで戦せん闘とうはないと思う（笑）。

リージュ：て、訂てい正せい。「魔導銃で訓練をしたいのですが～……」

ギデオン：どんだけ戦いが好きなんだよ!?（笑）

リージュ：研究所っていうくらいなんですから、戦闘訓練の施設くらいあると思うんですよ！（力説）




　その研究所観はおかしいと思います。




ＧＭ：研究員は「この施設ももはや人はほとんどいない。空いている設せつ備びは自由に使いたまえ」と答えます。

リージュ：そうなんですか？

ギデオン：おい。いま研究員がさらっと不ふ穏おん当とうなことを言ったよね？

チコ：そもそも研究施設って、どのくらいの規き模ぼなんすかね？

ＧＭ：ちょっとした町くらいの規模があります。施設としては、実験施設、神殿、子供たちが生活する建物……。

リージュ：それから、射しや撃げき訓練場♪（笑）

ＧＭ：はい、射撃訓練場を備そなえております。そして、少なくとも、以前はリージュのような境遇の子供たちが大おお勢ぜい暮くらしていました。

リージュ：……以前、は？

チコ：最近はどうなんすか？

ＧＭ：施設を運うん営えいする大人たちとここで育てられた子供たち、共にどんどん人が減へっていっていまして……。

ギデオン：おいおいおい、これってなにかヤバいことが起きる前まえ振ふりなんじゃねぇか？

リージュ：じゃ、じゃあ、お友だちとお話ししようと思ってお庭に向かっても……。

ＧＭ：太陽の下、ただ花か壇だんの花がそよぐだけです。

ヒルダ：なんか……さびしいな、それは。

リージュ：「たしか、この辺でみんなとお話ししたはずなのに」と呟きながら、友だちの姿を求めてトコトコ歩き回ります。

ＧＭ：研究所にいた人たちが使っていた物はそのまま残っていますが、それを使っていた人たちの姿はありません。

チコ：……な、何だか怖いっすね。

ＧＭ：そして、リージュがウロウロしているのを見つけた警けい備び兵へいは「外に出るんじゃないぞ！」と怒ど鳴なりつけます。

リージュ：うっ。わ、分かりましたぁ。「しゅん」として室内に戻ります。

ヒルダ：何か……すさんでるなあ……。

リージュ：人はみなあのような怖こわい顔をしているものなのかしら？　と呟いたところで、ハッと気づきます。

一同：？

リージュ：そういえば、あたし、自分がどのような顔をしているのか、ちゃんと見たことがありません～！（一同笑）

ＧＭ：そこでリージュは壁かべに張はり出だされている一いち枚まいのポスターに気づきます。

リージュ：ポスター？

ＧＭ：宣せん伝でん用ようと思おぼしきポスターです。ピンクブロンドの髪かみに青い瞳をした少女が、豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとって描えがかれています。

リージュ：あら～？（笑）

ＧＭ：そして、ポスターには大きな文字で力強く「フェリタニア国王にして合がつ衆しゆう国こく大だい統とう領りようピアニィ様」と書かれております。

リージュ：まあ！　……なんて素敵な！（一同爆笑）

ギデオン：さらっと自分のキャラを持ち上げたっ！（笑）
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リージュ：そして、隣となりにある鏡を見た瞬しゆん間かん、同じ顔が映うつっていてビックリします！

一同：おー！

リージュ：このポスターに描かれているのは、あたし、なの？

チコ：なるほど。「フェリタニア国王」の意味が分からないってことっすね？（笑）

ＧＭ：リージュは不思議に思います。このような豪ごう華かな衣い装しようを身に纏い、神こう々ごうしい……。

ギデオン：神々しい？　禍まが々まがしいの間ま違ちがいじゃねぇのか？（笑）

リージュ：きくたけさん？　あとで話があります（笑）。

ＧＭ：自分がこんな威厳ある姿を取ったような記憶は、リージュにはありません。

リージュ：ポスターと鏡を何度も見直してから、髪かみも目も顔も、本当によく似にてますわね、と感心して呟きます。

ＧＭ：なるほど。

リージュ：そして、そのポスターを剥はがして研究所内を歩き回ります。「このポスターに描かれているのはどなたなのか、誰かに教えてもらいましょ～」って。

ＧＭ：了りよう解かいです。それではこのシーンはここで終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆侵しん入にゆう、世界平和研究所




　レイウォールにある、世界平和研究所。

　夜のとばりが降おりたその施し設せつへとヒルダは忍しのび込んだ。

　物もの陰かげから物陰へと素す早ばやく移うつりながら内部を観察していくうちに、その眉まゆはどんどんしかめられていく。

　何故なぜなら……。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。最初のシーンは、ヒルダ、チコ、ギデオンが、それぞれ世界平和研究所に乗り込んだところから始まります。

チコ：はいっす！

ギデオン：ＰＣ全員が「リージュに会いに行く」ための目的を持ってるからな。

ＧＭ：世界平和研究所はレイウォール王国中央部の山やま奥おくにありまして、周囲から完かん全ぜんに隔かく絶ぜつした施設です。

ギデオン：我われながらよくそんなところに乗り込めたな。

ＧＭ：みなさんは、苦労して情じよう報ほうを集めて、何とか研究所の場所をつきとめようとしていたのですが、なかなかそのシッポをつかむことはできませんでした。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：特にヒルダはグラスウェルズの王都ベルクシーレを出てから、半年ほどの間調査をしていたことになります。

ヒルダ：そ、そうだったんだ。

チコ：苦労がしのばれるっす。

ＧＭ：ところが、あるとき不ふ審しんな人間が山の方から降りてきた、という情報が伝わり、それに基もとづいて研究所の大まかな位置を特定できたのです。

ギデオン：なるほど。だから我われ々われ三人のＰＣがほぼ同時に発見したというわけだな。

チコ：うーん。冷静に考えてみれば出来過ぎっす。

ヒルダ：待って、それって本当に偶ぐう然ぜん？

ＧＭ：（ニッコリ笑って）そうかもしれません。そうじゃないかもしれません。

一同：…………。

ＧＭ：……と笑いながら言うと「プレイヤーはとっても喜んでくれるよ」と鈴すず吹ふき社長が言ってました（笑）。

一同：しゃちょおおおっ！（爆笑）

ギデオン：ぐぬぬぬ！　まあ、どうであれＰＣは知るよしもないことなんだけどな！（笑）

チコ：確たしかに有ゆう効こうなアドバイスっす！（笑）

ＧＭ：なお、時期は帝紀八一四年の五月下げ旬じゆんです。

ヒルダ：それにしても……なんかおかしい。レイウォールの公的な機関じゃないの？

ＧＭ：少なくとも、近場の村で世界平和研究所のことを尋たずねても、「それって何？」みたいな怪け訝げんな顔をされました。

ヒルダ：うさんくささが、さらに倍ばい増ぞうした！（笑）

チコ：秘ひ密みつの施設なんすかね？

ギデオン：まさかバ……のつく組そ織しき絡がらみじゃないだろうな？

ＧＭ：さてどうでしょう？（笑）ともあれ、研究所にたどり着いたみなさんは、この施設に侵入しなければならないのですが……。

ヒルダ：私わたしはアンソンに追われていると思い込んでいるから目立ちたくない。夜中にこっそり侵入する。

チコ：オイラは子こ供どもっすから、正面切って入ろうとしても、門もん前ぜん払ばらいっすよね？　オイラも夜に侵入するっす！

ギデオン：俺おれなんか、誘ゆう拐かい目的だぞ！　真っ昼間に正々堂々となんてありえない！（笑）

リージュ：三人とも、正々堂々と入れない理由があるんですね（笑）。

ＧＭ：では、みなさんは夜の世界平和研究所にそれぞれ別経路でこっそり侵入すると。

ヒルダ：研究所はどんな感じになってるのか？

ＧＭ：施設はとても大きいのですが、明かりがついている建物はほとんどありません。まるで引ひき払はらわれたあとのように見えます。

チコ：人目につかないように、こーっそり進むっす！

ＧＭ：侵入してみて分かるのですが、慎しん重ちようになるまでもなく、人の気配がありません。

一同：おや？

ヒルダ：おかしい……ここまで人がいないなんて不自然だ。

ＧＭ：さて、ここで【幸運】判はん定ていをしてください。この判定は三人の達たつ成せい値ちを比くらべる対決判定になります。




　判定とはキャラクターがした行こう為いが、成功か不成功かを決めるルールのこと。『ＡＲ２Ｅ』では、六面体ダイス（基き本ほんは二個こ）を使用する。ダイスの目に能のう力りよく値ちなどの修しゆう正せいを加え、ＧＭの要求する難なん易い度ど以上の値あたい（達成値）になればその判定は成功になります。

　対決判定はそれぞれのキャラクターの達成値を比較し合って成功不成功を決める。




ヒルダ：（ダイスを振ふる）おや、クリティカル！




　クリティカルとは判定時に振ったダイスの中に６の目がふたつ以上あること。難易度にかかわらず判定は自動的に成功となる。逆ぎやくにファンブルは判定時のダイス目が全部１という状じよう態たい。判定は自動的に失敗となります。




チコ：（ダイスを振る）オイラは12っす！

ギデオン：（ダイスを振る）11。

ＧＭ：達成値が一番低いのはギデオンですね？

ギデオン：うん。……こうなるだろうなぁとは、なんとなく思ってたよ（笑）。

ＧＭ：では、ギデオンは看かん板ばんに引っかかって、派は手でな音をたてながらコケます。

ギデオン：何だと!?（笑）

ＧＭ：そして、ギデオンがコケたのと同時に、ガラスが割われたような澄すんだ音が響ひびき渡わたり、辺りの空気が一変したかのような不思議な違和感が発生します。

ギデオン：あ、あれ？　俺、もしかして、何かヤバいことした……？（笑）

ヒルダ：では私は物音に気づいて、そっちに視し線せんを向けます！（笑）

チコ：あ、オイラも！

ヒルダ・ギデオン：……（無言で見つめ合う）。

チコ：え、えっと……（身長が低いので、交まじれずにいる模も様よう）。

ギデオン：任にん務む達成！　そこのポニーテールの女、俺と一いつ緒しよに来るんだ！（一同爆ばく笑しよう）

ヒルダ：え、な、何だ突とつ然ぜん!?

ギデオン：（ヒルダの口に人差し指を当てて）しーっ！　大きな声を出すな。研究所の人間にバレるだろう？

ヒルダ：（小声で）は？　あなたは研究所の人間ではないのか!?

ギデオン：（両りよう腕うでを広げて）ははは、俺はお前を救いにやってきた、いわばヒーローだ！

リージュ：ぜーったいウソだ（笑）。

チコ：会話に割り込むっす！　お姉ちゃんが、リージュさん？

ヒルダ：（首を横に振る）私はヒルデガルド。みんなからはヒルダと呼よばれている。

ギデオン：……リージュじゃ、ない？

ヒルダ：ええ。（念を押おすように）私はヒルダ。

ギデオン：リージュじゃないなら、どっかへ行け！　俺の仕事の邪じや魔まをするな！

ヒルダ：何だその態たい度どは！　あなたが勝手に勘かん違ちがいしたのに!?（笑）

チコ：ケンカになりそうなふたりをなだめるっす！　オイラもリージュって女の子を捜しに来たっす。きっと、みんな目的は一いつ緒しよっすよ！
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ヒルダ：えっ!?　あなたも？

ギデオン：おいおい、多重依い頼らいだったのかよ！　しかも、こんなガキにまで依頼するって、どういうこった!?

チコ：（ギデオンを見て）む、おっちゃんから見たら……！

ギデオン：お兄さん、だ（引ひき攣つった笑え顔がお）。

チコ：……コホン。お兄ちゃんから見たら子供かもしれないけど、オイラはもう一一歳っす！　もう大人っす!!

ギデオン：一一歳かよ。それで大人ぶるなど片かた腹はら痛いたい、と言いたいが……俺とレベルは同じだからなぁ（笑）。

チコ：ふふん♪（胸むねを張はる）

ギデオン：……大人なら、人と話をするときは、帽ぼう子しを取るのが礼れい儀ぎだろう？

チコ：ほえ～！　取っちゃダメっす～！（帽子を押おさえる）

ヒルダ：（声をひそめながら）静かに!!　あなたたちは侵入者としての自覚はないのか！

チコ・ギデオン：ごめんなさーい!!（笑）

ギデオン：（ちょっと考えて）……なぁ、物は相談なんだが。

ヒルダ：何？

ギデオン：ここは、一いつ旦たん手を組まないか？　目的が一緒ならば協力してもいいだろう？

チコ：うーん、なんだか広い施設っすからね。ひとりで捜すのは大変す。

ヒルダ：確かに……。三人で捜した方が、きっと効こう率りつがいいだろうな。

ギデオン：うむ。三人寄よれば文もん殊じゆの……じゃない、三人寄れば、アーケンラーヴの知ち恵え、と言うしな！




　言うんですか？

　ちなみにアーケンラーヴは、『ＡＲ２Ｅ』世界の神様の名前です。




ヒルダ：では、一時的に協力体たい勢せいを敷しこう。

チコ：もじもじしながら「よ、よろしくお願いするっす」と言うっす！

ヒルダ：かわいい！　抱だきしめたい！




　渋しぶ沢さわさん。プレイヤーの素すが出てます。




ヒルダ：大だい丈じよう夫ぶ。お姉さんに任まかせなさい！

チコ：ほええ～。　頼たより甲斐がいのあるお姉さんに会えて嬉うれしいっす。

ギデオン：俺も頼り甲斐あるぜ？

チコ：さっき看板に蹴けっつまずいていたのは……。

ギデオン：あれは、障しよう害がい物ぶつを排はい除じよしただけのことだっ!?（笑）

ヒルダ：はいはい、そういうことにしておこう。……では改めて名乗ろう。私はヒルダ。

ギデオン：ギデオンだ。……苗みよう字じは聞くな（一同笑）。

チコ：オイラはチコっす！　……と言ったあと、頼り甲斐のあるヒルダお姉ちゃんの服の裾すそをギュッと握にぎりしめます。

ヒルダ：うううっ、か、かわいい♪　チコを撫なでくり回します！

チコ：ほえぇ、くすぐったいですよ～！（照れ気味）

ギデオン：……何だ、この入り難い空間は（笑）。

ヒルダ：ああ、すまない（笑）。……さあ、リージュを捜しに行こうか。

ＧＭ：では、三人が研究施設の中にある明かりのついた建物にそっと忍しのび寄よった……というところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆運命の出会い




　夜になっても、リージュは仲間を捜すのをやめなかった。

　……みんなは、自分をからかって、隠かくれているのだ。だから、あたしが見つけるまで、出てきてくれないんだ。

　いつものように鬼おにごっこをしているだけなんだと思いたくて、懸けん命めいに捜し回まわっていた……。




ＧＭ：では、次のシーン。今度はリージュがシーンプレイヤーですが、全員登場になります。

ギデオン：了りよう解かい。ここで合流しろってことだな。

ＧＭ：ぶっちゃけてしまうと、そういうことです（笑）。

ヒルダ：了解（笑）。

リージュ：では、夜になっても、あたしはお友だちの姿すがたを捜して歩き回ってます。

ＧＭ：分かりました。……月明かりに照らし出された薄うす暗ぐらい廊ろう下かを、リージュはひとり寂さびしく歩き回っています。

リージュ：タケシちゃ～ん！　シノブちゃ～ん！　どこ行ったの～！

一同：おい！（爆笑）

ＧＭ・ギデオン：何でそんな名前っ!?

リージュ：さっきのシーンではがしたポスターをもう一回しげしげと見て、「この絵のこと聞こうと思ったのに」と呟つぶやきます。

ヒルダ：では、施設に人がいないので気を大きくした私たちは、わいのわいのと騒さわぎながらシーンに登場します（笑）。

ギデオン：この帽子、気になるなぁ？（ぐいぐいとチコの帽子をいじっている）

チコ：ほぇぇぇぇっ!?　や～めてくださ～いっす！（必死に押さえている）

ヒルダ：すっかり意気投合したな。あなたたち……（笑）。

ＧＭ：では、しょんぼりと歩いていたリージュは、向こう側から人の声が近づいてくるのを察知します。

リージュ：あ、人の声がしました。「誰だれかいるんですか？」と声をかけます。

チコ：オイラは驚おどろいて、ピュッとヒルダお姉ちゃんの背はい後ごに隠れるっす！

ヒルダ：チコをかばいながら、一歩前へ出ます。少女の声……「もしかして、リージュって子か？」とギデオンに話しかけます。

ギデオン：そうだな。俺が聞いた話だと、この研究所内にいる子供はひとりしかいないそうだからな。

リージュ：ゆっくりと声のした方に近づきます。「あなたたち、新しい研究員さん？　あたしはお友だちを捜しているんだけど、どこへ行ったか知りません？」

ギデオン：では愕がく然ぜんとしてうわずった声を出す。……お、おい。ヒルダ。

ヒルダ：何だ？

ギデオン：ぴ、ピアニィという女を知っているか？（少しずつ後あと退ずさる）

ヒルダ：え、ええ。フェリタニア合がつ衆しゆう国こくの大だい統とう領りようだろう？

ギデオン：ああ。彼かの女じよが通ったあとには、ぺんぺん草一本残らない、戦場を氷と血で染そめ上あげるという、恐おそろしき娘……。

リージュ：えええっ!?　な、何ですかその根も葉もない噂うわさっ!?（笑）

ギデオン：どこが噂だっ！　今までのピアニィを客観的に表ひよう現げんしただけだろっ!?（笑）

ＧＭ：大おお竹たけさん、今はピアニィでなく、リージュですから、戻もどって戻って！

リージュ：あ、そうでした！（笑）

ヒルダ：ここはリージュに先に名乗って欲ほしい。そうすると、私たちが反はん応のうしやすいから。

リージュ：分かりました！　じゃあ、みんなを新しく来た研究員と誤ご解かいして、名乗ることにします。「あたしはリージュ！　お友だちのタケシちゃんたちを知りませんか？」




　まだそのお友だちのネーミングを引ひっ張ぱりますか（笑）。




ヒルダ：……ギデオン。

ギデオン：あ、ああ。

ヒルダ：この子が、捜していたリージュみたいだな。

ギデオン：……そうみたいだな。

チコ：でも、ピアニィ大統領にそっくりっすよ？

ヒルダ：ん、チコも知っているのか？

チコ：メルトランド人なら知っていてもおかしくはないかなと。一時的とはいえ自分の国の女王になった人ですし。

ギデオン：ピアニィはもともとレイウォールのお姫ひめ様さまだから、俺も知っているわけだ。

ヒルダ：なるほど。

ＧＭ：ではチコとギデオンはピアニィの顔を知っていて、ヒルダは知らない、ということで。

リージュ：（ニコニコ笑いながら）ぴあにぃ？　何ですか、それは。お花の名前ですかぁ？

ヒルダ：それは……。

ＧＭ：では、ヒルダが説明をしようとしたところで、建物の外で声があがります。

一同：えっ!?

ＧＭ：続いて、研究所に激はげしい爆ばく発はつ音おんと激げき震しんが走ります。

一同：えええっ！

ＧＭ：……というところでこのシーンを終了します。







◆Middle 03◆王国軍ぐん師しの影かげ




ＧＭ：ここで、ちょっとマスターシーンを挿そう入にゆうします。




　マスターシーンはＰＣの登場しない、ＧＭが演えん出しゆつするシーン。ＰＣが知らないところで起きた出来事を、プレイヤーに知らせるために利用する。




ＧＭ：場所は研究所近くの崖がけの上。ナヴァールが研究所を見下ろしています。

一同：ナヴァール！




ナヴァール

　フェリタニアの軍師。種族はギデオンと同じドラゴネット。『無印』シリーズのＰＣでプレイヤーは鈴吹太た郎ろう。
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ギデオン：……へ？　ナヴァールが？

ヒルダ：フェリタニア合衆国の軍師が出てきた!?




　高い崖がけの上から、ナヴァールは世界平和研究所を見下ろしていた。

　背後では、武ぶ装そうしたフェリタニア合衆国軍の兵士たちが、彼かれの指し示じを待っている。

「……行け」

　ナヴァールは静かに号令をかける。

　おお！　と声を上げ、フェリタニア合衆国軍は崖を滑すべり降おり、研究所へとなだれ込んでいった。

　次々とおこる剣けん戟げきの響ひびき。

　建物からは火の手があがり、兵士たちの戦う様を恐ろしく照らしあげていく。




リージュ：そ、そんな……！

ギデオン：おい、ナヴァール！　何やってるんだよ！

ＧＭ：マスターシーンはこれくらいにして、みなさんへシーンをお返ししましょう。







◆Middle 04◆研究所からの脱だつ出しゆつ




　鳴なり響ひびく剣戟、ひっきりなしに聞こえてくる怒ど声せいと悲鳴。そして、炎ほのおのはぜる音。

　辺あたりを見回せば、煙けむりがたちこめ始め、ちらちらと火の手も見えている。

　何が起きたのかは分からない。

　ただ、ヒルダたちは、自分たちが窮きゆう地ちに立たされたことだけは理り解かいした。




ＧＭ：さて、先ほどのシーンの直後になります。

リージュ：研究所の一部が爆ばく破はされたんですよね？

ギデオン：マスターシーンによれば火までかけられたみたいだぜ。

チコ：しかも、兵士たちまでなだれ込んできたっす！

ヒルダ：戦せん闘とうも起こってる。剣戟の音などは、さすがに聞こえていていいと思うけど？

ＧＭ：はい。あちこちで剣戟や悲鳴、火のはぜる音が上がっており、みなさんの耳にも届とどいています。

ギデオン：まるで地じ獄ごく絵え図ずだな……。

リージュ：え？　え？　な、何が起こっているの～？

チコ：ヒルダお姉ちゃん、このままじゃ、オイラたちも火にまかれるっす！

ヒルダ：そうだな……とりあえず、建物から出た方がいいだろう。

ギデオン：おう。危き険けんがないか見ながら俺が先せん導どうするから、ヒルダはリージュを引っ張って来い！　チコ、しんがりを任せるぞ！

チコ：ＯＫっす！

ヒルダ：了りよう解かい！　リージュの手を掴つかみます。「細かいことはあと！　外に出るぞ！」

リージュ：は、はい～っ！

ギデオン：ＧＭ、俺は《ファインドトラップ》を持ってるから、それで火の手の回りそうなところとかは避さけられたという演出にしてもいい？（笑）

ＧＭ：一いち応おう【感知】で判定してください。難易度は８。

ギデオン：ファンブルさえ出なければ……。（ダイスを振る）成功。

ＧＭ：では、みなさんはギデオンの誘ゆう導どうにしたがい、建物から出ることに成功しました。

チコ：やったっす！　さすがギデオンのおっちゃん！

ギデオン：だから、お兄さんだっつーの！

ＧＭ：さて、外に出たみなさんは、崖の上にいるナヴァールに気づきます。

一同：おおっ！

ＧＭ：ナヴァールは言います。「よいか、抵てい抗こうする者がいたならば、必ず討うち取とれ。ひとり残らず、だ」と。炎に照らし出されたその横顔は、ヒルダたちの目に、何よりも恐ろしく冷れい酷こくに映うつります。

ヒルダ：私たちはナヴァールの顔を知っているの？

ＧＭ：顔は知りませんが、兵士たちがつけている紋もん章しようがフェリタニアのものだということは分かります。

ギデオン：あれはフェリタニアの紋章！　……じゃあ高いところで白びやく羽う扇せんを持ってポーズをつけてるあいつが……フェリタニアの鳳ほう雛すうと言われる男、軍師ナヴァール！

一同：ナヴァールが変へん態たいみたいだ！（笑）

ヒルダ：では、ギデオンのセリフを聞いて驚きよう愕がくします。なんだと！　フェリタニア合衆国の王国軍師!?　ということは、あのアンソンとは……。

チコ：グラスウェルズとフェリタニアが友好関係を結んでいるってことは、それぞれの王国軍師であるアンソンとナヴァールの仲も良好だと思うっす。

ギデオン：さすがフォーキャスター。子供だが物知りだな（笑）。

チコ：えっへん！（胸を張る）

ヒルダ：つまり、あそこにいる男は、あのアンソンの仲間！　許ゆるせない！

ギデオン：（何やら感心した表情で）……なるほどなあ。

ＧＭ：なにか？

ギデオン：ほら、社長が「渋沢さんはＰＣ①力があるから、ぜひ『ゲッタウェイ』のプレイヤーに」って強く推薦したじゃない？

ヒルダ：へー。そんなことがあったんですか。

ＧＭ：はい。ありました。……それがなにか？

ギデオン：確かにＰＣ①力があるなあと、しみじみ思って。

ヒルダ：ＰＣ①力の有う無むって、今どういうところで判断したんですか？

ギデオン：躊ちゆう躇ちよなく自分のＰＣを追い込んで、話を盛り上げるところ。

一同：なるほど（笑）。

ヒルダ：え？　私自分を追い込んでました？




　渋沢さん、素でＰＣ①力を持っているご様子。




チコ：細かい話はあとっすよ！　ナヴァールのおっちゃんはひとり残らず討ち取れって言ってたから……オイラたちの身も危あぶないっす！

ヒルダ：そ、そうね。一いつ刻こくも早く逃にげないといけない。

リージュ：えっ……この研究所から出る、の？　お外に勝手に出て大丈夫かしら……。

ＧＭ：リージュがそう呟いた瞬しゆん間かん、頭上から火の粉を振りまきながら燃もえた木の柱が倒たおれてきます。

ヒルダ：では「危ない！」と叫さけんでとっさにリージュを抱だき寄よせる。

ＧＭ：リージュの後うしろ髪がみすれすれのところを通り、柱は地面に倒れました。

ヒルダ：リージュに声をかけよう。怪け我が、してない？

リージュ：は、はい。ありがとうございます。

ヒルダ：ねぇ、リージュ。私たちと一緒に来て。このままじゃ、あなたも殺されてしまう。

リージュ：で、でも……！　物心ついた時から、「外に出てはいけない」と言われてきたんです。きっと怒おこられる……。

ヒルダ：大だい丈じよう夫ぶ、と言いながらリージュの手を取って、微笑ほほえみかけます。あなたのこと、絶ぜつ対たい守ってみせるから、ね？

一同：ひゅ～♪（笑）

リージュ：は……はいっ！　もう、顔真っ赤にして照れちゃいますよ（笑）。

ギデオン：……ヒルダ漢おとこ前まえだなあ。本当に渋沢さんはＰＣ①力が高い（笑）。

ＧＭ：確かに。

ヒルダ：いやあ、狙ってやってるわけじゃないんですけどね（笑）。

チコ：そういうメタな会話はともかく、敵に見つかる前に何とか脱出するっす！

ギデオン：それもそうだ！

リージュ：わ、分かりました～！

ヒルダ：見つかると何をされるか分からないから、人のいない方向へ逃げるぞ。

ＧＭ：では、みなさんが人ひと気けのなさそうな方向を選んで逃げていくと、木が生おい茂しげった裏うら庭にわにたどり着きます。ちょっと進むと切り立った崖が立ちはだかっていて、到とう底てい登れるようには見えません。

チコ：ほえええ!?　に、逃にげ場ばなしっ!?

ギデオン：こりゃ参ったな……。

ＧＭ：ここで、リージュはひとつ思い出したことがあります。

リージュ：何でしょう？

ＧＭ：リージュがもっと小さい子供のころから、「裏庭にある洞どう窟くつには近ちか寄よってはいけない」と言われて育ってきたことを。

リージュ：じゃあ、そのことをみなさんに話します。この裏庭に洞窟の入り口があるはずですよ！

ギデオン：目を皿のようにして探すぞっ！　茂みもかき分けろ！

チコ：どこっすか～！　がさごそ（ギデオンの手伝いをしている模様）。

ＧＭ：では、難易度８で【感知】の判定を。誰かひとりでも成功すれば見つかります。

一同：（プレイヤー全員で）成功！

ＧＭ：すると茂みの奥に、リージュの言った洞窟の入り口があることが分かります。

リージュ：入り口をペタペタと触さわって「そう、これですわ～！」と感かん触しよくを確かめます（笑）。

ヒルダ：あなた、変わった確かく認にんの仕方をするのだな（笑）。

ギデオン：それで、この洞窟はどこに続いてるんだ？

リージュ：あれ？　そういえば、なぜあたしは「洞窟に近づいちゃダメ」って言われてたんでしょう？

ＧＭ：「この洞窟は外に通じているから入っちゃダメ」と。

リージュ：だそうです（笑）。

ヒルダ：よし、中に入ろう！（笑）

ＧＭ：では、みなさんが洞窟に入るところでシーンを終了しましょう。







◆Middle 05◆退ひくも危き険けん、進むも危険




　ごつごつとした岩が転がっていて歩き辛いのは、入り口だけだった。

　ヒルダたちが少し進むと、それなりに整せい備びされた通路になっていた。

　そして、通路の先で、ひとつの石せき碑ひがヒルダたちを待ち受けていた。




ＧＭ：みなさんが洞どう窟くつに入ると、通路は意外にも整備されています。まぁ、整備といっても、歩きやすく地ならしされている程てい度どですが。

リージュ：誰だれかが手を加えたってことですね。

ヒルダ：脱だつ出しゆつ用ようの経けい路ろだったのかな？

ＧＭ：さて、少し進むと、石碑がひとつ立っております。

チコ：石碑っすか？

ギデオン：何でそんなモンがあるんだ？　近ちか寄よって調べてみるか？

ＧＭ：近づくまでもありません。簡かん素そな警けい告こく文ぶんが刻きざまれているだけです。

一同：警告文？




「これより先、覚かく悟ごなしに入ってはならない。この道を行く者は、一いつ切さいの希望を捨すてよ。

　───ティナ・ルティナベール・レイウォール」




一同：ティナだって！




ティナ・ルティナベール・レイウォール

　ピアニィの母。アヴェルシア王国の王女でレイウォール王オーギュストと婚こん姻いん。

　ピアニィに生き残るためのサバイバル技ぎ術じゆつや戦せん術じゆつを叩たたき込んだ人。

　また生前各地に自作のダンジョンを遺のこしています。
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ギデオン：後こう退たいするのも、前進するのも、危き険けん度どは変わらないようだ（笑）。

リージュ：何て書いてあるのですか？　とあたしは無む邪じや気きに聞きますよ（笑）。

ギデオン：（真しん剣けんな顔で）「こっから一歩でも先に進めば死ぬ」って書いてある。

ヒルダ：こら。無意味に怖こわがらせるんじゃない。

チコ：進むも地じ獄ごく、戻もどるも地獄っす～！（笑）

ヒルダ：でも、戻れば間ま違ちがいなく討うち取とられるだろうな？

リージュ：そうでした……すごい数の兵士さんがいましたね。

ヒルダ：そっちに比くらべたら、まだダンジョンを進んだ方が生き残れる可か能のう性せいは高い……はず。

ギデオン：ま、まぁな？

ヒルダ：シーフのギデオンがいるんだから、きっと何とかなるだろう。……いや、プレイヤーは戦せん々せん恐きよう々きようとしてるけどね（笑）。

チコ：そうっすね……。

ヒルダ：「頼たよりにしてるぞ？」と私わたしはギデオンの肩かたを叩たたく。

ギデオン：「ははは、俺おれは生きつ粋すいのシーフだからな！　任まかせておきたまえ！」と胸むねを反らす！　俺はおだてに弱いんだ（笑）。

リージュ：あたしは「ここから先は、危険なんですね？」と確かく認にんします～。

ヒルダ：ええ。でも、いざとなったら、リージュは私が守る。安心しなさい。

リージュ：ありがとうございます！　えっと……。

ヒルダ：ヒルデガルド。ヒルダって呼よんで。

リージュ：ありがとうございます、ヒルダお姉様！　でも……。

一同：でも？

リージュ：キラキラした目で「あたし、何だかワクワクしてます！」と魔導銃キヤリバーを構かまえます。

一同：せっかくの雰ふん囲い気きがダイナシだよ！（爆ばく笑しよう）

ギデオン：大竹さんは完全にダイナシ芸をものにしたな（笑）。

リージュ：ありがとうございます♪

チコ：ん？　今の喜んでいいところ……？

リージュ：でも、トラップ「は」面めん倒どうですよね。

ヒルダ：トラップ「は」って……戦せん闘とうは怖こわくないのか!?（笑）

リージュ：戦闘訓練はつねづねやっていましたので～♪

チコ：いったいどんな研究をやっていたっすかね？　世界平和研究所。

ギデオン：「何を言ってんだ。研究所からの脱だつ出しゆつ路ろなんだろ？　危険なんてあるわけないだろ？」と声を震わせながら言う俺。

ヒルダ：石碑を指して読み上げます。ティナ・ルティナベール・レイウォール。

ギデオン：……（無言で目を背そむけた）。

ヒルダ：現げん実じつを見ろ！　ぐいっ！（ギデオンの顔を石碑に向けた）

ギデオン：ええい！　俺に現実を見せるな！

ヒルダ：なんだその、あんぽんたんなセリフは！（爆笑）

ギデオン：大人にはあんぽんたんなことを言いたくなるときもあるんだよ！

ヒルダ：そういう態たい度どは大人げないというんだ！

ギデオン：分かったよ……見るよ現実を。……あーイヤだなあ現実。

ヒルダ：ほんとに……この男は……。

リージュ：みなさん、どうしたんですか？　早く行きましょうよ～♪

チコ：そうっす！　途と中ちゆうがどうであれ、外に出てしまえばこっちの勝ちっす♪

ヒルダ：油断しちゃダメだ。リージュ、チコ！　ギデオン……このおじさんより前に出てはいけない！（笑）

リージュ・チコ：は～い！（笑）

ＧＭ：では、ギデオンを先頭にしてみなさんが洞窟の奥へと進み出した、ということでいいですか？

ヒルダ・チコ・リージュ：いいでーす♪

ギデオン：とほほ……。

ＧＭ：ではここでシーンを切ります。







◆Middle 06◆迫せまり来る追っ手




ＧＭ：ここで短いマスターシーンが入ります。

一同：おや？




　研究所から洞窟へと繋つながっている洞ほら穴あな。

　たくさんの人ひと影かげが、中を覗のぞき込み、様子を窺うかがっている。

「ボス、どうやら奴やつら、ここに逃にげ込んだようですぜ！」

「よし……追うぞ！」

　ひときわ体たい格かくがよい影かげの言葉に、周りの者たちは頷うなずいた。




ＧＭ：……という感じです。

チコ：うわ、追っ手が来たっす～！

リージュ：いや～ん！　怖いです！（ちゃきっと銃を構える動作をしながら）

ギデオン：……お前顔が笑ってないか？（笑）

ＧＭ：マスターシーンなので、プレイヤーは分かっても、ＰＣたちは知る由よしがありませんが。

ギデオン：まぁ、地道に先に進もう。追いつかれる前に出てしまえばいいだけのことだ。







◆Middle 07◆第一の関門




　ダンジョンへと踏ふみ入ったヒルダたちを待ち受けていたのは……。




ＧＭ：みなさんが洞窟を進んでいくと、部屋状の広い空間にたどり着きます。奥の方に、ぽつんと扉とびらがあります。

リージュ：第一の部屋ってところですかね～？

チコ：よ～し、じゃあさっそく……！（入ろうとする）

ヒルダ：待った！　まずは、シーフのギデオンに調べてもらわないと！

チコ：そ、そうっすね！（汗あせ）

ギデオン：どんな危険があるか分からないからな。……ＧＭ、罠わなを調べたいんだけど。

ＧＭ：では、部屋の入り口に対して［トラップ探知］をお願いします。




トラップ探知

　トラップとは『ＡＲ２Ｅ』における罠のこと。その中でも［探知型］と呼ばれる「ＰＣが何かすると発動する」タイプのトラップを見つける行為をトラップ探知と呼びます。




ギデオン：《ファインドトラップ》を持ってるから、判はん定ていで振ふれるダイスが増ふえるぞ。（ダイスを振る）達成値は17だ。

ＧＭ：（にっこり笑って）ギデオンには、罠はないように思えます。

一同：怖い～！（笑）

ヒルダ：ほ、本当に罠はないんでしょうねっ!?

ギデオン：メタ発言になるが、達成値17ってのはけっこういい値あたいだ。俺を信じろ！（笑）

チコ：じゃあ、今度こそ部屋の中に入るっす！

ＧＭ：では、みなさんが部屋に入ったところで、みなさんの背はい後ごで隔かく壁へきが落ちます。

一同：ひええええっ!?

ギデオン：み、みんな落ち着け！　こ、これは、後続を断たってくれたんだ！

チコ：（縮ちぢこまりながら）そ、そうっすね……！　そうっすよね？

ヒルダ：じゃあ、改めて、奥にある扉をチェックしましょ。

ＧＭ：扉には、文字が刻まれています。

リージュ：文字？

ＧＭ：文字を読むとこう書いてあります……。




「最初に狙ねらうべきは何者か？」




一同：…………は？

ヒルダ：これって……。

ギデオン：あれ……のことか？

リージュ：あたし、知ってます！　「神官から倒たおせ！」っていうやつですね♪

ＧＭ：ピンポ～ンという音と共に、引き戸になっているドアが自動的に横にスライドして開きます。

ヒルダ：リージュ……あなた、神官アコライトなのに……。

リージュ：わ～い、やった♪（←聞いちゃいない）

チコ：リージュお姉ちゃんすごいっす！

リージュ：訓練の時、いっつもあたしが一番に狙ねらわれてたんで、そうじゃないかなって思ったんです～♪

一同：ホントにどんな施し設せつだ！　世界平和研究所！（笑）

ギデオン：この施設を建てたやつの顔が見たい！

ヒルダ：ま、まぁ、扉は開いたんだから、さっさと先に進みましょう。私たちが逃にげ出だしたのはバレてるだろうから、急ぐに越こしたことはない。

ギデオン：それもそうだ。よし、先を急ぐぞ！

ＧＭ：ではここでシーンを終しゆう了りようです。







◆Middle 08◆迫り来る追っ手──再ふたたび




ＧＭ：……で、ここで再びマスターシーンを入れます。

一同：おや？

ヒルダ：マスターシーン？　なんだろう。

ＧＭ：そのシーンはみなさんがとおりすぎた部屋で起こります。




　体格の良い、スキンヘッドの男が、部下たちを引き連れて通路を進んでいた。

　ややあって、ヒルダたちが通とおり過すぎた部屋へとたどり着く。

「ボス、扉とびらに何か書いてありますぜ！」

　部下の言葉に、ボスと呼ばれたスキンヘッドの男が扉を眺ながめる。

「最初に狙うべきは何者か、か」

　男は顎あごをひと撫なでしながら一いつ瞬しゆん思し案あんする。

　やがて、おもむろに答えを口にした。

「攻こう撃げき力りよくの高い剣けん士しだろう？」

　しばらく間が空いたあと、扉が開かれる。

　部下たちが先へと進もうとした瞬しゆん間かん！

　扉の奥から巨大なパンチグローブの形状をしたものが飛び出してきて、剣を持った部下だけを正せい確かくに殴なぐりつける。

「あああああ～っ!?」

　悲鳴を響ひびかせ、部下たちは洞窟の外へと吹ふき飛とばされていく。
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　沈ちん黙もくした男たちをよそに、グローブは奥へと引き込み、扉は再び閉とじられたのであった。




一同：トラップあったのか！（笑）

リージュ：回答が不正解だとああなっていたんですね（笑）。

ヒルダ：……この先に進むのが怖くなってきた（笑）。







◆Middle 09◆第二の関門




　リージュとチコは手を繋つなぎ、スキップを踏ふみながら洞窟を進んでいく。

　緊きん張ちよう感かんに溢あふれるヒルダとギデオン。

　その一方でリージュとチコは屈くつ託たくなく会話を楽しんでいた。




ＧＭ：第一の関門を突とつ破ぱしたみなさんは、先へと進むことになります。

リージュ：次はどんなトラップなんでしょうね～？（わくわく）

チコ：楽しみっすね～♪

リージュ：「はい～」と答えて、チコちゃんと手を繋いでスキップしながら洞窟を進んでますよ～♪

ギデオン：お前たち……元気でいいな（笑）。

リージュ：元気ですよ～。……えっと（チコの方を見る）。

チコ：名前っすか？　チコって言うっす！

リージュ：チコちゃんね！　ねぇねぇ、チコちゃん、これは何かしら？

チコ：リージュお姉ちゃん、それは石ころって言うっすよ。

リージュ：まぁ、これが石というものなのね！




　究極の箱はこ入いり娘むすめ、リージュ。




ギデオン：静かにせんかっ！　……まったく、幼よう稚ち園えんの遠足じゃないんだから（笑）。

リージュ：あ、ごめんなさい！　静かに、ですね？　え～と……お兄様！

ギデオン：うむ！　それでいい。

チコ：違ちがいますよ、リージュお姉ちゃん。あれは「おっちゃん」って言うっす。

ギデオン：よし、そこの小娘、帽ぼう子しを脱ぬごうか？（笑）

チコ：いや～っす！　や～め～て～っす！

ヒルダ：ギデオン、あなたまで一いつ緒しよになって騒さわがないで！

チコ：ヒルダお姉ちゃんは、まるでお母さんみたいっすね（笑）。

ヒルダ：……なんとなくショックだ（笑）。

ＧＭ：話を進めますよ？　みなさんが洞窟の先へと進むと、今度は谷に行き当たります。

ギデオン：谷？　どんな？

ＧＭ：橋がかかっていない深い谷で、到とう底てい飛とび越こせるような幅はばではありません。向こう側には、通路が続いているようですが……。

ヒルダ：渡わたらないといけないわけか。うーん、ロープで下りて渡ればいいのかな？

ギデオン：簡単に深さでも測はかってみるか。谷へと石ころを投げ入れてみるぞ。

ＧＭ：すると、壁へき面めんで何度か投げ入れた石が跳はねる音が響きましたが、底に着いた音は聞こえず、やがて「しん」と静まり返ります。

一同：…………。

ギデオン：これは相当深いな。落ちたらヤバそうだ。

ヒルダ：誰か《フライト》を持ってない？

チコ：（シートを確認して）誰も持ってないみたいっす！（笑）

ギデオン：さっきの出来事からして、ここにもクイズがあるんじゃないのか？

リージュ：周りを探さがしてみましょ～！

ＧＭ：するとリージュは石碑を発見します。

リージュ：今度は何て書いてありますか？




「敵てきを攻こう撃げきする時はまずどこを狙うべきか？」




リージュ：は～い♪　「腹はらから狙え」ですよね！

ＧＭ：「ピンポンピンポーン！」とチャイムが鳴なり響ひびき、ギギギィと音を立てて、目の前に吊つり橋ばしが架かけられます。

ヒルダ：これって……。

チコ：プレイヤーとしては思うところが色々あるけど（笑）。チコとしては素す直なおに感心するっす！　リージュお姉ちゃんすごーい！

ヒルダ：同じくプレイヤーとしては思うところは色々あるけれど。ヒルダとしては「なぜリージュはこともなげに解かい答とうできるのだ？」と驚愕します（笑）。

ギデオン：よし、吊り橋に罠がないか調べておこう。途中で落っこちたら洒落しやれにならん。

チコ：た、たしかにっ！

ＧＭ：では、ギデオンは［トラップ探知］をしてください。

ギデオン：（ダイスを振る）今度は15だ。

ＧＭ：…………。

ギデオン：……？

ＧＭ：特に罠はなさそうに思えます（笑え顔がお）。

ギデオン：何だよ、今の間はっ！（笑）　いいよ、俺が最初に渡って様子をみてやる！

ＧＭ：では……。

リージュ：大丈夫かな？　ドキドキ♪

ＧＭ：…………。

ギデオン：…………。

ＧＭ：……特に何ごともなく、ギデオンは橋を渡り終えます。

ギデオン：トラップなしかよ！　脅おどかしやがって！（笑）

チコ：じゃ、オイラたちも行くっす～♪

ＧＭ：はい。チコたちも問題なく向こう側へと渡り終えることができます。

リージュ：よかったぁ♪

ギデオン：ところで、ふと気がついたんだが……。

ヒルダ：何？

ギデオン：このダンジョンのトラップ……外からの侵しん入にゆう者しやを防ふせぐためじゃなくて、中からの脱だつ出しゆつ者しやを防ぐために作られてないか？

ヒルダ：うん、私もそう思う。

リージュ：「外へ出ちゃダメ」って言われていたのは、こういう罠に気をつけろということだったのかしら？

ギデオン：逆ぎやくだ！（笑）この洞窟の罠は、どう見ても中の人間を外に出さないように仕し掛かけてあるだろ。

ＧＭ：まあ、今のところ本当の目的はみなさんには分かりませんけどね。……さて、みなさんは先へと進むわけですが……。

チコ：あ、また演えん出しゆつが入るっすね？（わくわく）

ＧＭ：そのとおりです（笑）。ここでシーンを切ってマスターシーンを挟はさみます。







◆Middle 10◆迫せまり来る追っ手──三たび




ＧＭ：というわけで、今度のマスターシーンです。

ヒルダ：今回はなにが起きるんだろう？

チコ：ドキドキするっす（笑）。




　人数の減へった一いち団だんが谷へとさしかかる。

　石せき碑ひに刻きざまれた文字を眺ながめ、男たちは首を傾かしげる。

「敵てきを攻こう撃げきする時はまずどこを狙ねらうべきか、だぁ？」




リージュ：人数が減っちゃってる！（笑）

ヒルダ：まぁ、派手に吹ふっ飛とばされたからなあ（笑）。

チコ：なんだか追っ手が不憫に思えてきたっす（笑）。

ギデオン：今度は何て答えるんだ？




　ボスと呼よばれている体たい格かくの良い男は答える。

「んなもん、頭からに決まってるだろ！」

　言葉に反はん応のうして、すっと吊つり橋ばしが出しゆつ現げんした。

「よし、お前ら行け！」




リージュ：あれ？　あたしたちの時は、軋きしむような音がしましたよね？

ヒルダ：う、うん。

チコ：うぅ……な、何か怖こわい……怖いよぅ！（笑）




　部下たちが次々と吊り橋に足を踏ふみ入いれる。

「何だ、楽勝じゃねぇか！」

　誰だれかが叫さけんだ瞬しゆん間かん、先頭を走っていた者の姿すがたがフッとかき消えた。

「え？」

　足を止め、部下たちは少し考えたあと……前方へと小石を投げつけてみた。

　確たしかに橋は見えている。だが、石はそこをすり抜ぬけて、深い谷へと落下していく。




一同：幻げん影えいだ～!?（笑）




「ど、どういうことだ!?」

「引き返……」

　最さい後こう尾びを歩いていた者が来た道を戻もどろうとした瞬間、足あし下もとが幻まぼろしに変わり、谷へと落下していった。

「え、え、え!?」

　中央に取り残され、戸と惑まどいの声を上げていた残りの者たちの足下も幻に変わる。

「あああああ～っ！」

　すさまじい絶ぜつ叫きようは、谷へと吸すい込まれていったのであった。




リージュ：さ、さようなら～（笑）。

チコ：殺意高すぎっす！
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◆Middle 11◆第三の関門




　洞どう窟くつを奥へ奥へと進んでいく。

　やがて絶ぜつ壁ぺきが行く手を阻はばんだが、ギデオンが動じることはもはやなかった。




ＧＭ：みなさんが更さらに奥へと進むと、今度は頂ちよう上じようが見えない絶壁が行く手を塞ふさいでいます。

ギデオン：（腕うでをまくる）さぁて、石せき碑ひはどこかな？（一同笑）

ヒルダ：すっかりこの洞窟に馴な染じんじゃったわ（笑）。

チコ：今度はどんな質問っすかね～？

ＧＭ：では、みなさんが見上げている壁へき面めんに、大きく文字が刻まれているのに気づきます。




「チャンスの時には？」




リージュ：全力で！（即そく答とう）

一同：早っ!?

リージュ：なぜか分からないけど、あたし、答えが分かっちゃうの！（笑）

ギデオン：心の底から勝手に言葉が浮うかんでくるんだな？（笑）

リージュ：はい！　まるで魂たましいに刻まれてるみたいに！（笑）

ヒルダ：困こまった魂だ（笑）。

ＧＭ：では、三たび「ピンポーン！」という音が鳴なり響ひびいたと思うと、縄なわばしごが上からパタンパタンと落ちてきます。

ヒルダ：ギデオン、またチェックをお願い。

チコ：頼たよりにしてるっす！

ギデオン：ふふ、任まかせておきたまえ！　ＧＭ、ぐいぐいっと縄ばしごを引ひっ張ぱって、感かん触しよくを確かく認にんするぞ。

ＧＭ：頑がん丈じように出来ていて、昇のぼっても問題なさそうに思えます。

ギデオン：今までの流れからすると、罠わなは発動しないはず。［トラップ探知］してないけど、昇ってしまえ！（笑）

ＧＭ：では、ギデオンは難なんなく昇れてしまいます。高く思えていた崖がけは魔ま法ほうで歪ゆがめて映うつし出だされていただけで、実じつ際さいは大した高さではなかったことが分かります。

ギデオン：つまり、途と中ちゆうで俺おれの胴どう体たいがニョーンと長く伸のびて見えるってことか（一同笑）。

ヒルダ：あれは魔法だったのか。

チコ：ギデオンのおっちゃんがなぜか胴どう長ながになってるっす。

リージュ：面おも白しろいですわね～。

ギデオン：おい、何をジロジロ見てるんだ？　早く昇って来い。

ヒルダ：はいはい。……チコ、リージュ、ひとりで昇れる？

チコ：大だい丈じよう夫ぶっす！

リージュ：大丈夫ですわ、お姉様！

ヒルダ：じゃあ、私わたしたちも縄ばしごを昇ります。

ＧＭ：みなさん、特に問題もなく昇り切ってしまいます。

ギデオン：やれやれ。

リージュ：楽勝でしたね～♪

ギデオン：ところで、俺、思うんだが……この研究所で研究していたのって、絶ぜつ対たい平和じゃねぇよな？（一同笑）

ヒルダ：同感。

チコ：オイラもそう思うっす……。

リージュ：この洞窟、楽しいですわね～♪（うきうき）

チコ・ギデオン：…………。

ヒルダ：（チコとギデオンの肩かたを叩たたき）怖がられるよりはマシだ。さぁ、先に進もう？

チコ：マスターシーンのお時間っすね！（笑）

ＧＭ：はい（笑）。







◆Middle 12◆迫り来る追っ手──四度目




　満まん身しん創そう痍いの男たちが、ぐったりとした様子で絶壁へとたどり着く。

「ボス！　もう嫌いやですよ、この洞窟！」

　部下のひとりが悲鳴を上げると、ボスと呼ばれた男はスパイクグローブを嵌はめた手で、部下の頭をかち割わった。

「俺たちバルムンク・ノヴァに、撤てつ退たいと敗北の二文字は必要ねぇ！　いいな？」

「……は、はい！」

　震ふるえ上あがる部下たちを尻しり目めに、ボスは壁面に刻まれた文字を読み上げる。

「チャンスの時には？　慎しん重ちように行くに決まってるだろうが」




ギデオン：また答えを間ま違ちがえやがった！（笑）

チコ：こ、今度はどうなるっすか？




　音もなく縄ばしごが降おろされる。

「行け」

　ボスの言葉に逆さからうこともできず、部下たちは嫌々ながら縄ばしごを昇りはじめる。

　すると、先頭を昇っていた者の姿がフッとかき消えた。

「……」

　部下たちは凍こおり付つき、しばらくの間、仲間が消えた地点を見つめたあと。

「も、もう嫌だ～！」

「お母ちゃ～ん！」

　縄ばしごから飛とび降おりて、転げるようにして逃にげ出だす。

　ボスの制せい止しの言葉よりも早くその場から逃げ出す、が……ややあって、崖の上から逃げ出したはずの部下たちが転げ落ちてきた。

　進しん退たい窮きわまり、ボスはポツリと呟つぶやく。

「な、何て殺意の高さだ……」




ヒルダ：も、もう殺意が高いどころの話じゃないっ！（笑）

チコ：描びよう写しやがホラーじみてて怖くてしょうがないっす～！（泣き笑い）







◆Middle 13◆幻影が守しゆ護ごするもの




　数々の関門を突とつ破ぱし、ヒルダたちは広場のように開けた場所へとやってきた。

　中央には、洞どう窟くつには不ふ似に合あいな、立りつ派ぱな台だい座ざ。

　そして、その台座には……。




ＧＭ：数々の難なん関かんをくぐり抜けたみなさんは、巨きよ大だいなホールのような場所に到とう着ちやくします。

ギデオン：ホール？

リージュ：まだ外じゃないんですね～？

ＧＭ：はい、まだ洞窟内です。ここはかなり整せい備びされていて、足下も壁面もなめらかです。そして、中央には立派な台座があり、そこにはレイウォールの紋もん章しようが刻きざまれております。

チコ：フォーキャスターらしく、ここは「これはレイウォールの紋章っす！　しかし、なぜこんなところに？」と言うっす。

リージュ：「レイウォールの紋章？」と近づこうとしますけど……。

ギデオン：待て待て、うかつに近づくな。罠わながないか調べてからにしろ。

ヒルダ：そうだな。また何かあるといけないから……ギデオン、お願い。

ギデオン：任まかせろ。ＧＭ、台座を調べるぞ。

ＧＭ：では、［トラップ探知］をどうぞ。

ギデオン：（ダイスを振ふる）15だ。

ＧＭ：特に罠はなさそうです。

ギデオン：ＯＫ、みんな近づいていいぞ！

リージュ：じゃあ、みんなで台座に近ちか寄よりましょ～♪

ＧＭ：すると、突とつ然ぜん台座から光が放たれ、女じよ性せいの幻げん影えいが浮うかび上あがります。

一同：ひいーっ！

ギデオン：うわっ、何だ何だ!?

ＧＭ：その女性はピンクブロンドのロングヘアで、帽ぼう子しを被かぶっていて……。

チコ：声は井上喜久子いのうえ・きくこさんっすね（笑）。




『アリアンロッド・サガ　ファンブック　竜りゆう輝き石せきの仲間たち』付ふ属ぞくのＣＤに収しゆう録ろくされたボイスドラマでは声せい優ゆうの井上喜久子さんがティナの声を当てているのです。




ヒルダ：その女性はどことなく、リージュに似にた面おも影かげをしているとか？（笑）

リージュ：じゃ、じゃあ……もしかして、私のお母様？

チコ：ど、どうなんっすかね？

ＧＭ：さて、どうでしょうね？　……幻影の女性は、ゆっくりと口を開きます。「台座に石が嵌はまっております。それを外し、持ってお行きなさい」

リージュ：石？

ＧＭ：よくよく見ると、台座の中央部に、立派な宝ほう石せきが嵌まっています。

リージュ：じゃあ、それを手に取ってみます。

ＧＭ：リージュが石を取ると、手の中に収おさまった瞬しゆん間かんに目ま映ばゆい光を放つのですが、輝かがやきはすぐに失われます。

リージュ：これはいったい何なんですか？　と首を傾かしげますよ。

ＧＭ：すると幻影の女性はふわりと微笑ほほえんで言います。「それは、竜輝石と呼ばれる、とてもとても大切なものです」

一同：竜輝石っ!?




竜輝石

　神の力を宿す、神具と呼ばれるアイテムの一種。中にはそれを持つことで王おう権けんを主しゆ張ちようできる王おう威いの竜輝石などもあり、その所有を巡めぐって戦争になることすらあります。




ギデオン：いきなりここで出てくるか！

ヒルダ：りゅ、りゅ、竜輝石!?　そんな大変な物が何でここに!?

チコ：ほえ～！　と目を丸くします。

リージュ：世間知らずなあたしは、「竜輝石って何ですか～？」と首を傾げます（笑）。

ギデオン：じゃあ、俺が簡かん単たんに説明してやろう。神様がアルディオン大陸にばらまいた、神秘の力の欠片かけらとでも思えばいい。

ヒルダ：すごい力を秘ひめた石なんだ。魔ま力りよくが籠こもっているとでも言えば伝わるのかな？

リージュ：えっと……とりあえず、大切な物だということは理り解かいしました。と、答えてギュッと竜輝石を抱だきしめます。

ギデオン：しかし、竜輝石にも種類がある。ＧＭ、これはいったいどの石なんだ？

ＧＭ：それは、今この場では言えません。

ギデオン：何で？

ＧＭ：それはですね……。

ギデオン：ふむ。

ＧＭ：このあと『サガ』シリーズがどう展てん開かいするかが不明だからです。

一同：そんな理由か！

ＧＭ：（二〇一一年）九月発売の『無印』七巻かんでは、世界が大きく動いたり、王威の竜輝石が取り扱われる予定だと聞いています。

ギデオン：ああ、『サガ・Ｇ』の依頼をするときに言ったね、そんなこと（笑）。

ＧＭ：その結果次し第だいで、その後の展開がどうなるかが変化しますので、どんな竜輝石なのかは今後のお楽しみ、ということで。

ヒルダ：また出た大人の事情！（笑）

ＧＭ：それから、ピアニィの正体も明らかになると思うので、リージュに秘められた謎の答も決められるようになります。

一同：ぶっちゃけた！（笑）

ギデオン：うーん。『無印』の方のハードルを上げられてしまった（笑）。

リージュ：『無印』の方の展開も楽しみです（笑）。

ＧＭ：ともあれ、現時点では正体不明ということで。

ギデオン：分かった。い、いいかリージュ、その石は大切に保ほ管かんしろよ！　無くすんじゃないぞ？　ましてや誰かにあげたりしたらいかんぞ!?（一同笑）




『無印』シリーズでは、それと知らずにピアニィが竜輝石を他人にあげようとしたことがあるのです。




リージュ：はい、分かりました～♪

ギデオン：しかし……この石、売ったら家や賃ちん何ヶ月分くらいになるんだろうな？

ヒルダ：あなたはたった今「大切に保管しろ」って言ったばかりだろ！（笑）

ギデオン：あれはプレイヤー発言、これはＰＣ発言（笑）。

ＧＭ：幻影の女性は言います。「この石はとても大切なものです。家賃の支し払はらいに使ったりしてはいけませんよ」と。

ギデオン：なんでそんなに警告がピンポイントなんだよ！（笑）

ＧＭ：「とにかく大事にしてください。そうでないと……」

ギデオン：まずい！　その先を言わせちゃいかん!!（笑）

チコ：《フロストプリズム》を撃うたれちゃうっす！（笑）

リージュ：う、売りませんよ～！（笑）この石は大事にしますから、安心してください！

ＧＭ：すると幻影の女性は穏おだやかな眼まな差ざしをリージュに向けます。「あなたを信じて託たくします。……くれぐれも、大事にしてくださいね」と言うと、幻の手がふわりとリージュの頭を愛いとおしそうに撫なでます。

リージュ：……！

ＧＭ：その後、リージュの目の前で、幻影の女性は光の粒りゆう子しとなり、消え去ってしまいます。

リージュ：この人は……いったい……。

ＧＭ：というところで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 14◆しつこい追っ手




　女性の幻影が消え、竜輝石が手元に残った。

　呆ぼう然ぜんとしている一行。

　だが事じ態たいは既に次の段だん階かいへと進もうとしていた。




ＧＭ：さて。幻影の女性が消え去った直後のシーン。みなさんの背はい後ごから複ふく数すうの足音が近づいてきました。

チコ：追っ手が追いついて来たっすね！

リージュ：追っ手……悪い人たちですか～？

ヒルダ：少なくとも、あなたがいた研究所を燃もやし、人殺しも辞さない人たちみたいだ。

リージュ：まぁ、なんて酷ひどい！

ＧＭ：みなさんがそんな会話をしているところに、追っ手がなだれ込こんできます。先ほどまでマスターシーンで何度も登場していた人たちで、みんな満まん身しん創そう痍いになってます（一同笑）。

ヒルダ：だ、だいじょうぶ、か？（笑）

ＧＭ：追っ手たちは「そ、そんな哀あわれみの眼差しを向けるなっ!?」「あ、あの恐きよう怖ふを思い出させるんじゃねぇっ！」とわめきます（笑）。

チコ：ヒルダお姉ちゃん、触ふれないでおいてあげようっす（笑）。

ヒルダ：そ、そうだな。（表ひよう情じようを改めて）……研究所に火をかけたのはあなたたちだな？

ＧＭ：「ああ、そうだ。あの研究所はもう用よう済ずみだからな！」

リージュ：ど、どうして!?

ＧＭ：ここで、リーダー格かくと思おぼしき体格の良い男だん性せいが、一歩前へ出ながらリージュに答えます。「お前さえ手に入ればいいからに決まっているだろう？」

ヒルダ：じゃあ、私も、リージュをかばうように、一歩前へ出る。

リージュ：ヒルダお姉様……！

ギデオン：よっ！　ヒルダっ！　おとこまえっ!!（笑）

チコ：ひゅ～ひゅ～っす！（笑）

ヒルダ：茶化してる場合か！（笑）

ＧＭ：リーダーの男は、ギデオンに向かって「よくやってくれた。さぁ、その女を渡わたすんだ」と声をかけます。

ギデオン：……なんだと？

ＧＭ：ちゃんと見れば分かりますが、その男はギデオンに依い頼らいを持ってきた人物ですね。

ギデオン：な、なんだとぅ!?

ヒルダ：ギデオン、あなた、あの男と知り合いなのか？

ギデオン：（肩をすくめる）困ったことに、今回の依頼主でね……。

チコ：衝撃の事実っす！

リージュ：じゃあ、あの罠に掛かって酷い目にあっていたのは、その依頼主さんのお仲間だったんですね!?（大爆笑）




　……まあ、そのとおりなんですけどね。




ＧＭ：「お前に渡したバッジから出ている信号を追って来たのだが……酷い目にあった」と依頼人がいいます。

ギデオン：……なあ、わざわざ追ってくるくらいなら何で俺に依頼したんだ？

ＧＭ：「この施設はずいぶん前から捜していたんだが……。我が組織の者には認識できない結界が張ってあってな」

ギデオン：なんだと！　そんな結界が可能なのか？

ＧＭ：「ファンタジーだからな」

ギデオン：ファンタジーなめんな！（笑）

ＧＭ：まじめに回答すると、特定の存在に対して秘匿する結界って感じですね。

ギデオン：そ、そうか。そう言われると納得してしまいそうだ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、研究所に入るときに感じた違和感は、結界にバッジが触れて、信号を出したことによります。

ヒルダ：で、そのまま追ってきて、罠に掛かりまくった、と（笑）。

ギデオン：いい気味だ。俺をバカにしたバチが当たったんだ（笑）。

ＧＭ：依頼人は言います。「とにかくその女を渡せ。金はいくらでも出だそう」

ギデオン：いや、金が先だね。

ＧＭ：…………。

ギデオン：…………（ニヤリと笑う）。

ＧＭ：男は「まぁいい。もう、お前も用済みだ」と言いつつ、スパイクグローブを嵌めます。

ギデオン：おやおや、交こう渉しよう決けつ裂れつってやつか。しかたねぇなぁ。

ヒルダ：リージュ、ひとつ確認したいのだけれど、あの男のもとへ行きたいか？

リージュ：嫌です……あちらへは行ってはいけない気がします。

ヒルダ：分かった。ならば全力であなたを守る、と言って槍やりを構かまえます。

チコ：ヒルダ姉ちゃんホント漢前っす！

ＧＭ：「そうかい。じゃあ、力に訴うつたえるしかねぇなぁ」と……。

リージュ：戦せん闘とうですねっ！（キラキラと目を輝かせる）

一同：嬉うれしそうに言うな！（爆ばく笑しよう）

チコ：ここまでの流れがダイナシっす！（笑）

ギデオン：ほんと、大竹さんはダイナシ芸を会え得とくしたよな（笑）。

ヒルダ：あ、あはははは……。

リージュ：ごめんなさい。ようやくコレ（魔導銃）が使えると思うと、我慢できなくて。




　守られるべき対象が、一番やる気まんまんな不思議。




ヒルダ：……気を取り直して（笑）。チコはこの中で一番幼おさないから、声をかけておきます。「あなたも大丈夫か？　怖かったら下がっていていいんだぞ？」

チコ：オイラ、これでも軍ぐん師しの端はしくれっす！　ちゃんと戦えるっすよ！

ヒルダ：ギデオンの方を向いて「あなたは？」と聞きます。

ギデオン：（肩をすくめる）交渉が決裂したんだ。あっちを全力でボコるに決まってる。

ヒルダ：私たちを助けても、お金の当てはないぞ。

ギデオン：お前らから金をむしり取るほど落ちぶれてないね。……ま、命さえ助かれば、あとは何とかなるだろ。

ヒルダ：ふふっ、実は案外お人ひと好よしなんだな、ギデオン。頼りにしてるぞ？

ギデオン：ああ、存ぞん分ぶんに頼りにしてくれたまえ。

リージュ：早く戦いましょう！　前に出たくて仕方ないです！（わくわく）

ギデオン：……リージュ。お前、クラス何だったっけ？

リージュ：アコライト／ガンスリンガーです♪

一同：前に出るなっ！　頼たのむから!!（笑）

リージュ：……あれ？

ＧＭ：では、クライマックスに移うつりますが、みなさんが一いつ致ち団だん結けつして戦うことになりましたので、その前にギルドの結成をしてしまいましょう。
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●ギルドの結成

　ギルドとはＰＣたちが結成するチームです。ギルドを結成することで、［ギルドサポート］という能のう力りよくを使えるようになる。




ＧＭ：それではギルドの結成をどうぞ。

リージュ：良かった～！　ギルドサポートが使えなかったら悲しいと思ってました～♪

ＧＭ：まずはギルド名を考えてください。

ヒルダ：他の『サガ』シリーズのギルド名、どうなってましたっけ？

ＧＭ：順番に確認していきましょうか。まず、『無印』シリーズが……。

リージュ：アブソリュート。

ＧＭ：『アクロス』シリーズが……。

ギデオン：黄金の狼おおかみ。

ＧＭ：『ブレイク』シリーズが……。

ギデオン：ファントムレイダーズ。

ＧＭ：『デスマーチ』シリーズが……。

ギデオン：エンジェルファイヤー。

ＧＭ：『エチュード』シリーズが……。

チコ：「～してあげてもよくってよ」っす。

ヒルダ：知ってはいるけど、やっぱりそのギルド名はおかしい!?（笑）




　その後、様々なギルド名があげられるも決定打を欠き……。




ヒルダ：……じゃあ、いっそギルド名はゲッタウェイってことで！

ギデオン：直球だな、おい（笑）。

チコ：初っぱなっから逃とう亡ぼうしてるっすから、ストーリーに沿そってるっす！

リージュ：うん、分かりやすくていいかも（笑）。

ＧＭ：そ、それでいいんですか？

ギデオン：いいんじゃない？　みんなが「いい」って言ってるんだから（笑）。

ＧＭ：では、ギルド名は「ゲッタウェイ」ということで。ギルドマスターはどうしますか？




　この瞬間、渋沢さん以外の全員が、渋沢さんへと視し線せんを向けた。




ヒルダ：……ええっ!?　わ、私!?

チコ：一番頼りになるっすから！

ギデオン：ＰＣ①だし。漢前だし（笑）。

リージュ：嫌いやでなければお願いしたいです♪

ヒルダ：わ、分かりました……っ！　がんばります！

ＧＭ：最後に、ギルドサポートの選定をお願いします。

ヒルダ：やっぱり、定番の《蘇そ生せい》か《祝福》かな？




　ギルドサポートはギルドを結成すると使えるようになる能力。

《蘇生》は任にん意いのタイミングでギルドメンバーの【ＨＰ】を全ぜん快かいにする。

《祝福》は任意のタイミングでギルドメンバーの【ＭＰ】を全快にする。







ＧＭ：ＰＣのＣＬが１なので、今回使えるギルドサポートはひとつだけです。

ギデオン：このメンバーだと、《蘇生》の方が安心かな。

リージュ：《蘇生》がいいと思います～。

ＧＭ：持っていくギルドサポートは《蘇生》ですね？　では、クライマックスに移ります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆バルムンク・ノヴァとの戦い




　リージュをかばうようにして前に出たヒルダ。

　リーダー格かくの男は面おも白しろそうに見つめると、スパイクグローブを手に嵌はめた。

「俺おれはバルムンク・ノヴァの一員、〝スパイクグローブ〟のテンタクルス。

　お前みたいな小こ娘むすめが勝てる相手ではないぞ？」




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに移うつります。場所は前のシーンと同じく、洞どう窟くつ内ないの広場。全員登場になります。

一同：はい。

ＧＭ：ギデオンに依い頼らいを持ってきた恰かつ幅ぷくの良い男が、「手間がかかるが、まぁいい。生きてさえいれば、多少怪け我がを負っていても文もん句くは言われまい。他の奴やつらは皆みな殺ごろしだ」と言いながら、鋭い棘とげのついた籠こ手て──スパイクグローブを手に嵌めます。

ギデオン：そう簡かん単たんに倒たおせると思うなよ？　ええと……。

ＧＭ：「バルムンク・ノヴァの一員、〝スパイクグローブ〟のテンタクルスだ！」

ギデオン：あ、そうか。さっきスルーしたけどこいつらがバルムンク・ノヴァだってことは、結界ではじいたという「特定の存在」って……。

ＧＭ：はい。妖魔的な存在から守るための結界です。




妖魔

『ＡＲ２Ｅ』における神と敵対する存在。それが妖魔です。アルディオン大陸には妖魔がいないことになっていたのですが、人知れず侵入し、悪事を働いている者たちがいます。その組織こそがバルムンクなのです。




ギデオン：……ってことは。……なるほど疑ぎ問もんが解とけた。

ＧＭ：何の話ですか？

ギデオン：さっきマスターシーンで、ナヴァールがフェリタニア合がつ衆しゆう国こく軍ぐんをけしかける演えん出しゆつが入っただろ？

リージュ：ああ、ありましたねえ。

チコ：ナヴァールが高いところに立ってたっすね。

ギデオン：なぜナヴァールがあんなことをしてたのか疑問だったんだが……目標は俺たちじゃなく、このバルムンク・ノヴァの連中を討とう伐ばつしようとしてたんじゃない？

ＧＭ：はい、実はそのとおりです。

リージュ：でも、あたしたちはこの状じよう況きようだと、「フェリタニア合衆国とバルムンク・ノヴァという組そ織しきは裏うらで繋つながっているらしい」って思っちゃうんじゃないですか～？

チコ：そのふたつが敵てき対たいしている場面をオイラたちは見てないっすからね。

ヒルダ：フェリタニア合衆国軍が研究所になだれ込こんできて、這ほう々ほうの体ていで逃にげたら、バルムンク・ノヴァが追ってきたわけだから……。

ギデオン：……そうか！　プレイヤーには分かっても、ＰＣには真相が分からないようになってるのか！

ＧＭ：それに、みなさんがバルムンク・ノヴァという組織について知る機会があったとは思えません。他のサガシリーズの方ほう針しんはおおむね「バルムンクについては情じよう報ほうを隠いん蔽ぺいする」方向で動いていますから。

ギデオン：そうだった！　俺たちにとっては「バルムンク・ノヴァって何？」ってところから始まるのか！　面白い！（笑）

ヒルダ：ここで敵対したから、「バルムンク・ノヴァは我われ々われにとって悪い組織」だってことだけが分かるのか……。

ＧＭ：「ふん。お前らはここでくたばる運命。それ以上知る必要もないさ」

チコ：そ、そんなことないっす！　オイラたちは、やればできる子たちっす！（笑）

ヒルダ：リージュは私わたしたちと一いつ緒しよに外に出るの。誰だれにも止めさせない！

リージュ：ヒルダお姉様……！（感動）

ヒルダ：一緒に戦ってくれるな、リージュ？

リージュ：はい、もちろんです！

ギデオン：おーい、誰かひとり、忘わすれてないか？（笑）

ヒルダ：ごめんごめん。ギデオンも頼たよりにしてるぞ（笑）。

ギデオン：おう、任まかせておけ！

ＧＭ：では、戦せん闘とうに移ります！




　戦闘とは『ＡＲ２Ｅ』でキャラクター同士の戦いを処しよ理りするルールのこと。

　戦闘はラウンドという単位で区切られ、そのラウンド内がさらにプロセスという処理順に区切られます。

　キャラクターは基き本ほん的てきに行動値順にスキルを使用するなどの行動をすることができる。

　なお、バルムンク・ノヴァ魔法兵士とバルムンク・ノヴァ斧兵士は〝モブ〟といって、数人で１固まりの敵として扱います。
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●第一ラウンド

行こう動どう値ち

ギデオン　　　　　　　　　　　　　　10

チコ　　　　　　　　　　　　　　　　10

〝スパイクグローブ〟のテンタクルス　８

バルムンク・ノヴァ魔ま法ほう兵士ＡＢ　　　８

リージュ　　　　　　　　　　　　　　７

バルムンク・ノヴァ斧兵士ＡＢ　　　　６

ヒルダ　　　　　　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：配置は、ＰＣ全員で１エンゲージ。そこから５メートル離はなれた位置に、バルムンク・ノヴァ斧兵士が２体で１エンゲージ。さらに５メートル離れた位置に、〝スパイクグローブ〟のテンタクルスとバルムンク・ノヴァ魔法兵士２体が１エンゲージで待ち構えています。




　エンゲージとは戦闘で使用する戦闘を区切る単位。ざっくりいうと、同じエンゲージにいる相手に対しては白兵攻こう撃げきが届とどきます。




ＧＭ：なお、バルムンク・ノヴァ斧兵士の横をすり抜ぬけて、〝スパイクグローブ〟のテンタクルスのもとまで行くことはできません。

ヒルダ：了りよう解かい。

ＧＭ：まずはセットアッププロセス。スキルを使う人はいますか？

ヒルダ：いません。

ＧＭ：こちらもありませんので、イニシアチブプロセスに移ります。行動値10のギデオンとチコから行動できます。ＰＣの行動値が同じなら順番はプレイヤーの任意なので、話し合って決めてください。

ギデオン：どっちから行く？

チコ：範はん囲い攻撃できるんで、オイラから動くっす。もしオイラがバルムンク・ノヴァ斧兵士を一いつ掃そうできれば、ギデオンのおっちゃんが一気にテンタクルスにエンゲージできるっすから。

ギデオン：分かった。じゃあ、チコ、頼たのむ。

チコ：ムーブアクションはしないっす。マイナーアクションは《マジックブラスト》、メジャーアクション《ウォータースピア》。バルムンク・ノヴァ斧兵士を魔法攻撃するっす！（ダイスを振ふる）命中は16っす。

ＧＭ：こちらの回かい避ひは２Ｄ＋５。出目が11以上でないと避よけられません。

チコ：何だ！　それなら楽勝で命中……。

ＧＭ：（ダイスを振る）……11。バルムンク・ノヴァ斧兵士Ａ、回避成功（一同笑）。

チコ：いきなり避けられた!?（笑）

ヒルダ：そしてＧＭの出目が炸さく裂れつしてるっ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）バルムンク・ノヴァ斧兵士Ｂは出目が３でしたので、回避失敗です。

チコ：当たったのは一体だけっすか。（ダイスを振る）16点の〈水〉属ぞく性せいダメージ。１点でもダメージが通ったら、バッドステータスの［放心］が入るっす！




　バッドステータスとは戦闘時に受けるペナルティーの一種。［放心］は衝しよう撃げきを相手に与あたえるなどして意い識しきが朦もう朧ろうとなったような状じよう態たいを表します。




ＧＭ：分かりました。チコの放った水の魔法槍は、バルムンク・ノヴァ斧兵士たちの肩かたを貫つらぬきますが、半数はさっと回避しました。

チコ：む、むむぅ！（悔くやしそう）

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ斧兵士Ａは「ふふ、あの罠わなを越こえてきた俺らを甘あまく見ない方が良い！」と余よ裕ゆう顔がおです。

ヒルダ：「あのクイズって、不正解だと罠が発動するの？」って聞きたい（笑）。

ＧＭ：斧兵士Ａは言います。「……あの恐きよう怖ふを思い出させるなっ！」（一同笑）

ヒルダ：リージュが正解してくれなかったら、私たちはどうなっていたやら（笑）。

ＧＭ：「くっ、あれは何が正解だったんだ？　チャンスの時はどうすれば良かったのだ!?」

リージュ：ふふ、正解は実戦で教えてあげますよ♪




　もはや、どっちが襲おそっている側か分かりません。




ＧＭ：次はギデオン。

チコ：ギデオンのおっちゃんがんばって～！

ギデオン：おっちゃんじゃない、お兄さんだ！（笑）　「前金もらっておいてなんだが、ま、命には代えられないよ、なっ！」と言って、一気に間合いをつめて、敵の背はい後ごを取る。

チコ：おおっ？　かっこいいっす！

ＧＭ：「後ろを取っただと!?」

ギデオン：ムーブアクションでバルムンク・ノヴァ斧兵士がいるエンゲージに突入。マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《ワイドアタック》。ダガーで範囲攻撃するぞ。

ヒルダ：ＧＭの出目が良さそうだから、フェイトを使っておけば？

ギデオン：ようし１点使おう。クリティカルすればおいしいから！　（ダイスを振る）出目が、１、１、１……６！（一同笑）

チコ：４Ｄで出目が９って……（笑）。

ギデオン：フェイトを１点使って振り直し！　ほら、この辺でフェイトの使い方を例れい示じしておいた方がいいからね？（一同笑）




　フェイトとはＰＣが使える神からの恩おん恵けいのようなもの。判はん定てい時じに振るダイスの数を増ふやしたり、判定を振り直したりできます。




ヒルダ：リプレイの段だん取どりを考えての出目なんだ、すごいなー！（棒ぼう読よみ）

ギデオン：ちくしょう！　（ダイスを振る）今度は出目が13。命中は17だ。

ＧＭ：こちらはクリティカル以外は回避できません。（ダイスを振る）ダイス目は６と５。うう～ん、２体とも回避失敗です。

ヒルダ：でも、普ふ通つうに出目が11とか出てるし！　このＧＭ、怖こわい！（笑）

チコ：攻撃が当たったなら、《チェックメイト》乗せるっす！

ギデオン：よし、頼む。

チコ：《チェックメイト》！　フェイトを１点使用。（ダイスを振る）ダメージを12点上乗せ！　おっちゃん、兵士たちの弱点はソコっす！

ギデオン：《ピアシングストライク》を使用。両手のダガーで斬り付ける！（ダイスを振る）合計で31点の物理ダメージ。

ＧＭ：チコの攻撃が当たっていたバルムンク・ノヴァ斧兵士Ｂが戦せん闘とう不ふ能のうになりました。




　ダガーを構えたギデオンは、バルムンク・ノヴァ斧兵士たちの急所を的てき確かくに斬きりつける。

　チコの魔法攻撃を受けていたバルムンク・ノヴァ斧兵士たちのおよそ半数は、ギデオンの攻撃により地に倒たおれ伏ふした。




リージュ：わぁ、おじにい様すごーい！（一同笑）

ギデオン：何だその九〇年代のラノベっぽい中ちゆう途と半はん端ぱな呼こ称しようはっ！（笑）

ＧＭ：では、テンタクルスの番。ムーブアクションでギデオンのいるエンゲージへ突入。「俺を敵に回したんだから、お前はもうレイウォールの裏社会では生きていけないぜ？」

ギデオン：さて、どうかな？　やってみなきゃ、分からないだろ？

ＧＭ：「ふん、減へらず口ぐちを！　お前はもう用よう済ずみだ。おとなしく死ね！」

ギデオン：残念ながら、いくら金を積まれてもそれだけはご免めんだ（肩をすくめる）。

ＧＭ：マイナーアクションで《バイタルフォース》、メジャーアクションで《連続攻撃》。軟体動物の触手を思わせる鞭のように腕をしならせたスパイクグローブによる打だ撃げきが二回、ヒュンヒュンとギデオンを襲おそいます。

ギデオン：ふん、簡単に当てられると思うなよ？

ＧＭ：（ダイスを振る）一発目の命中は、19です。

ギデオン：藤井さん出目良いなぁ。しかし、こっちは《バタフライダンス》で回避判定のダイスが１個こ増えている！　フェイトを１点使って……（ダイスを振る）18だと!?

ＧＭ：攻撃が当たりましたね。（ダイスを振る）31点の物理ダメージです。

リージュ：《プロテクション》！　フェイトを１点使用。（ダイスを振る）11点軽けい減げん！

ギデオン：こっちの【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】は６点。14点ダメージを受けて、残りＨＰが20点になった。「くっ、最近ロクに飯を食えてないせいで……！」（一同笑）

ＧＭ：では、二発目。（ダイスを振る）出目が１ばかり!?　命中は12です。

ギデオン：普通に避けるか。（ダイスを振る）14で回避成功。

ＧＭ：残念……。次はバルムンク・ノヴァ魔法兵士ＡとＢ。ギデオンに攻撃を集中します。

ギデオン：ちっ、しつこい奴らだ！

ＧＭ：まず、バルムンク・ノヴァ魔法兵士Ａ。マイナーアクションはなし。メジャーアクションで《魔術攻撃：風》。風の刃やいばがギデオンに斬きりつけます。（ダイスを振る）命中は17。

ギデオン：高っ！　フェイトを１点使う。（ダイスを振る）17でぴったり回避成功だ！

リージュ：本当にギリギリでしたね～！　ドキドキしました～！

ＧＭ：続いてバルムンク・ノヴァ魔法兵士Ｂ。スキルの組み合わせはＡと同じ！　（ダイスを振る）命中は22！　「どうだ、避けられまい！」

ギデオン：そこまで高いなら、フェイトを使っても仕方ないな。普ふ通つうに避ける。（ダイスを振る）ファンブル!?（一同笑）

ＧＭ：「無様だな、ギデオン！」　ダメージは３Ｄ＋10点ですから、大したことはないですよ。（ダイスを振る）えーと……26点の魔法ダメージ？（笑）

ギデオン：俺の【魔法防御力】は３点……《プロテクション》をくれっ！（笑）

リージュ：《プロテクション》！　おじにい様が死んじゃったら困こまるから、フェイトを１点使います。（ダイスを振る）10点軽減。

ギデオン：残りＨＰが７点で、ギリギリ生きてる！　でもその呼び方はやめて！（笑）

ＧＭ：では、ギデオンの身体からだは無数の風の刃によって切きり裂さかれますが、リージュの放った光の盾たてにより威い力りよくが抑おさえられて、辛かろうじて助かりました。

ギデオン：俺、もうボロボロだよ（笑）。

ヒルダ：よ、良かったぁ！　耐たえてくれた！

ＧＭ：次はリージュの番です。

ギデオン：俺のことは放ほうっておけ！　バルムンク・ノヴァ斧兵士を倒せ！

リージュ：分かりました♪　魔導銃でバルムンク・ノヴァ斧兵士を撃うちます。（ダイスを振る）出目が悪いから、フェイトを１点使って振り直し。（ダイスを振る）出目が振るわないなあ。命中は14です。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が３。こちらは８で回避失敗です。

リージュ：あら、当たりました～！　（ダイスを振る）14点の物理ダメージです♪

ＧＭ：「アコライトが銃をぶっぱなすだと!?」と驚きよう愕がくの声をあげて、バルムンク・ノヴァ斧兵士は戦闘不能になりました。
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リージュ：じゃあ、あたしは震ふるえる声で呟きます。「……これが、実戦なのですね」

ギデオン：声が震えてるのって、恐怖じゃなくて歓かん喜きのせいだろ（笑）。

リージュ：そんなことないですよ～！（笑）

チコ：「リージュお姉ちゃんの銃捌さばき、すごいっす！」とキラキラした眼まな差ざしで見るっす！

リージュ：ありがとう～。実戦、すごく楽しいです♪

ギデオン：ほらな（笑）。

ＧＭ：テンタクルスは「馬ば鹿かな！　この局面ならば、アコライトは《ヒール》でギデオンを癒いやすはず……！」と呻うめきます。

リージュ：……あ（笑）。




《ヒール》の存そん在ざいを素すで忘れるアコライト、リージュ。




ギデオン：ま、まぁ、「倒せ」って言った俺にも責せき任にんはある（笑）。

ヒルダ：次は私の番。ムーブアクションでテンタクルスにエンゲージ。マイナーアクションは《コネクトフォース》、メジャーアクションは《バッシュ》で、テンタクルスにロングスピアで攻撃。（ダイスを振る）命中は20。

ＧＭ：（ダイスを振る）12で回避失敗です。ヒルダの槍の切っ先は、テンタクルスを的確に捉とらえました。

チコ：さっきから、ＧＭのダイス目、必ず１個は６が出てる気がする……（笑）。

ＧＭ：そんなことないですよ？（笑）

ヒルダ：（ダイスを振る）18点の物理ダメージです。

チコ：「さすが、ヒルダお姉ちゃん！　槍を振るう姿すがた、かっこいいっす！」とキラキラした眼差しで見つめるっす。

ギデオン：おいおい、チコが解かい説せつ役やくになってるぞ（笑）。

チコ：オイラこれでもフォーキャスターっすからー！（笑）

ＧＭ：では、これで第一ラウンド終しゆう了りようです。




●第二ラウンド

行こう動どう値ち

ギデオン　　　　　　　　　　　　　　10

チコ　　　　　　　　　　　　　　　　10

〝スパイクグローブ〟のテンタクルス　８

バルムンク・ノヴァ魔法兵士ＡＢ　　　８

リージュ　　　　　　　　　　　　　　７

ヒルダ　　　　　　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：では、第二ラウンド開始です。セットアッププロセスに特に宣せん言げんがなければ、チコとギデオンのメインプロセスになります。

チコ：了解。では、またオイラから動くっす！　マイナーアクションは《マジックブラスト》、メジャーアクション《ウォータースピア》。バルムンク・ノヴァ魔法兵士のエンゲージに魔法攻撃！　さらにフェイトを１点使用（ダイスを振る）命中は、クリティカルっす！

ＧＭ：（ダイスを振る）う～ん、出目が振るわず。全員回避失敗です。

チコ：バルムンク・ノヴァ魔法兵士を一掃してしまいたいっすから、フェイトを１点つぎ込んで……（ダイスを振る）35点、〈水〉属性の魔法ダメージっす！　これでどうっすか!?

ＧＭ：チコの言こと霊だまに応こたえるようにして、バルムンク・ノヴァ魔法兵士たちの頭上に水の塊かたまりが出しゆつ現げんします。バルムンク・ノヴァ魔法兵士ＡＢは戦闘不能になりました。

一同：やった～！（拍はく手しゆ喝かつ采さい）

チコ：ぴょんぴょん跳はねて喜ぶっす♪

ギデオン：そして、帽ぼう子しが落ちる、と（笑）。

チコ：オイラの喜びに連動して、頭の上でエリカが花はなを咲さかせてるっす（一同笑）。

リージュ：……えーと、チコちゃん？（チコの頭を凝ぎよう視し）

チコ：「あっ！」（慌あわてて帽子を被かぶる仕草）

リージュ：い、今のは～？

チコ：な、何のことっすか～？（目を逸そらした）

ＧＭ：では、ギデオンの番です。

ギデオン：マイナーアクションはなし、メジャーアクションで白兵攻撃。（ダイスを振る）命中は17。

ＧＭ：クリティカルのみ回避成功。（ダイスを振る）出目が８なので、回避失敗です。

チコ：攻撃が当たったなら、《チェックメイト》を乗せるっす！

ギデオン：了解。《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）あ、出目が悪い。

チコ：「やれやれ。ギデオンのおっちゃん、頼りにならないっす」フェイトを１点使用。（ダイスを振る）ダメージに11点上乗せっす。

ギデオン：じゃあ、合計で29点ダメージだ。

ＧＭ：これで、ＨＰの三分の一くらいが削けずれました。さて、今度はテンタクルスの番です。

ギデオン：お、おう……そうだな（後あと退ずさる）。

ＧＭ：「俺も似にたようなことができるんだぜ？」マイナーアクションは《ヴァイタルフォース》、メジャーアクションは《ワイドアタック》。範囲攻撃ですので、対象はヒルダとギデオン。命中判定は３Ｄ＋８……（ダイスを振る）おお、５ゾロ（一同笑）。

ギデオン：23か……。（ダイスを振る）19。ちっ、届かなかったか。

ヒルダ：私は回避は苦手だから、全然無理。（ダイスを振る）うん、やっぱり回避失敗。

ＧＭ：《カバーリング》はどうしますか？

ヒルダ：ギデオンを《カバーリング》でカバーする。

ギデオン：うむ、ありがとう。お前はいい戦士になれる！（一同笑）

ヒルダ：あなたどこまで現げん金きんなんだ!?（笑）

ＧＭ：ダメージは、６Ｄ＋17点。スパイクグローブを着けた拳を次々と繰り出し、ふたりを殴りつけます。（ダイスを振る）まぁまぁの出目かな？　41点の物理ダメージです。

リージュ：《プロテクション》。フェイトを１点使用して……（ダイスを振る）８点軽減。

ヒルダ：23点ダメージが通るから、《カバーリング》分を合わせると46点。私は今までダメージを受けてなくて、ＨＰは37点まるまる残っていたけど、ここで戦せん闘とう不ふ能のう……。




戦闘不能

【ＨＰ】が０になったキャラクターは［戦闘不能］状態になります。一切のアクションができない上に、この状態でとどめの一撃を加えられると死亡します。要するに大ピンチ！




ギデオン：何!?　ＰＣ①が一話目にして戦闘不能に陥おちいるだと!?

チコ：ヒルダお姉ちゃん!?

ＧＭ：この状態だと、《蘇そ生せい》を使っても、ヒルダが戦闘不能になるのは避けられません。

リージュ：えっ!?　……あ、そうか、元のＨＰ以上のダメージが来たから!?

ＧＭ：はい。「《プロテクション》を張はる時に、どの程てい度どダメージを軽減すれば生き残れるか、相談をすれば、あるいは戦闘不能を回避できたかもしれん。まだまだ、戦いに慣なれていない証しよう拠こだ」とテンタクルスは言います。

リージュ：実戦というものは、ただ攻撃だけを考えていてはいけないんですね～……。

ギデオン：そうだ。リージュ、これからは仲間を癒いやすことも覚えるんだ。

リージュ：は、はいっ！　おじにい様！

ギデオン：その呼び方はやめて欲ほしいが、返事は素す直なおでよろしい。そして、現げん状じよう、まだリカバリーは効きく。さぁ、ヒルダを戦闘不能から回かい復ふくさせてやれ！

リージュ：はいっ！　私の番ですので、ムーブアクションでヒルダお姉様のエンゲージに突入。メジャーアクションで、ヒルダお姉様に《ファーストエイド》！　（ダイスを振る）ぴったり10で発動成功！

ヒルダ：では、リージュの応急手当てを受け、ＨＰが１点の状態で、戦闘不能から回復します。身体を起こして、「ありがとう、リージュ」とお礼を言います。

リージュ：そんな！　こちらこそ、気が回らなくてごめんなさい～！

ヒルダ：気にするな。さぁ、テンタクルスを倒すぞ！

リージュ：はいっ！

ＧＭ：では、ヒルダは行動済ずみの状態で復ふつ活かつしたので、このラウンドはここで終了です。




●第三ラウンド

行こう動どう値ち

ギデオン　　　　　　　　　　　　　　10

チコ　　　　　　　　　　　　　　　　10

〝スパイクグローブ〟のテンタクルス　８

リージュ　　　　　　　　　　　　　　７

ヒルダ　　　　　　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：さぁ、第三ラウンドになります。特に何もなければ、再ふたたびチコとギデオンから。

ギデオン：今度は俺が先に動く。メジャーアクションは白兵攻撃。テンタクルスに攻撃。（ダイスを振る）命中は16だ。

ＧＭ：「お前は何も見なかったことにして、小娘たちを見み捨すてて逃げればよかった。それだけのことじゃあないか」（ダイスを振る）くっ、13で回避失敗です。

ギデオン：はん！　そこまで腐くさった根こん性じようしてねぇよ（ちらりとチコを見る）。

チコ：やれやれ、しょうがないっすね～。《チェックメイト》を乗せてあげるっすよ～（笑）。

ギデオン：うわ、何だか生意気になってきたな！（笑）

チコ：それだけギデオンのおっちゃんに懐なついてきたってことっす♪

ギデオン：何か腑ふに落ちない。《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）19点。

チコ：フェイト、最後の１点を使って……（ダイスを振る）うわ、出目が悪い!?　６点上乗せっす。

ギデオン：合計で25点ダメージだ。

ＧＭ：（計算して）おお、かなりＨＰが削れてきた……。「ちっ、案外やるじゃねぇか」

チコ：オイラの番。《ウォータースピア》でテンタクルスさんを攻撃！（ダイスを振る）で、出目が悪い！　命中は13っす。

ＧＭ：おや？　これは避けられそうな予感。（ダイスを振る）うん、15で回避成功。チコの放った魔法は、軽くステップを踏ふんで回避しました（笑）。

ギデオン：しまった！　［放心］が与えられなかったから、向こうは万ばん全ぜんの状態で範囲攻撃をしてくるぞ!?

リージュ：しかも、今度はあたしも同一エンゲージにいます。

ヒルダ：一話目にして、シリーズ最大のピンチ到とう来らい、かも？（汗あせ）

チコ：ほええええ！　ご、ご、ごめんなさいっす～！　オイラの攻撃が当たらなかったばかりに！　頭の芽もしおれるっす……。

リージュ：いいえ、これは誰かひとりが悪いってわけじゃないですよ。

ヒルダ：テンタクルスは範囲攻撃をしてくるだろうから、ギデオンに犠ぎ牲せいになってもらって、私とリージュは耐たえしのぐぞ。

ギデオン：おい、ずいぶんと冷静に戦せん術じゆつを組んでいるな（笑）。

チコ：あとはＧＭの出目が悪いことを祈いのるしかないっす……。

ＧＭ：いきますよ？　マイナーアクションは《ヴァイタルフォース》、メジャーアクションは《ワイドアタック》。ヒルダたち三人に範囲攻撃。（ダイスを振る）命中はぴったり20です。

ギデオン：その値あたいだと、《ドラゴニックシンボル》をヒルダやリージュに使ったところで、ほとんど意味はない、か。

ヒルダ：うん。ここで回避判定のダイスを増やしてもさほどの効こう果かはない。

ギデオン：普通に判定して、そのあと対たい処しよを考えるか。（ダイスを振る）13で回避失敗。

リージュ：（ダイスを振る）回避失敗です～。

ヒルダ：（ダイスを振る）私も回避失敗。さっきはＧＭの出目が走っただけ。今回は私、《カバーリング》をしなければ、《蘇生》を使うことで耐えしのげるはず！

ギデオン：そうだな。

ＧＭ：じゃあ、振りますよ？（ダイスを振る）

ヒルダ：（のぞき込んで）ちょっとＧＭ、何このすごい出目!?

チコ：さっきから、ＧＭの出目が期き待たい値ちを遥はるかに上回ってる気がするっす！（笑）

ＧＭ：そうですか？　（計算して）ダメージは43点です♪（一同笑）




　テンタクルスの殺人パンチが目にもとまらぬ速さで繰り出され、ヒルダ、リージュ、ギデオンの三人は次々と痛打を食らってしまいます。




ギデオン：《蘇生》だ、《蘇生》を使えっ！（笑）

ヒルダ：もちろん！　ギルドサポートの《蘇生》を使います。

ＧＭ：了解しました。では、ダメージを何点受けるか、算出してください。




《蘇生》は前述のように一度ＰＣの【ＨＰ】を全快にする効果を持つ。ただし、この場合一度全快した後にダメージ分【ＨＰ】を減らすので……。




ギデオン：俺は《蘇生》を使っても戦闘不能になるのであった。ガクリ（一同笑）。

チコ：ギデオンのおっちゃんが倒れたっす～!?

リージュ：《プロテクション》をギデオンに……。

ギデオン：このラウンド、俺は行動が終わってる。《プロテクション》は未行動状態のリージュ自身に張れ！　いい子だから、俺のことは気にするなっ！

リージュ：は、はいっ！　自分へ《プロテクション》！　（ダイスを振る）10点軽減。残りＨＰ５点で耐えました！

ヒルダ：私は《蘇生》のお陰かげで、何とか耐えしのげました！




　こうして第２ラウンドのヒルダに続き、ギデオンが戦闘不能になりました。




リージュ：次はあたしの番。ヒルダお姉様に《ヒール》を……。

ヒルダ：リージュ、待って！　私のことはいいから！

リージュ：でも、このままじゃお姉様が、また倒れちゃいますよ～っ!?

ヒルダ：テンタクルスのメインプロセスが発生する前に倒さないと、たぶん私たちが負けてしまう！

ギデオン：次のラウンド、行動値が高い俺は、戦闘不能。

ヒルダ：つまり、次のラウンドはチコの行動の直後に、テンタクルスの攻撃がくる。

チコ：次に攻撃が当たると、最低でも誰かもうひとり、戦闘不能に追い込まれるっす！

ヒルダ：たぶん私が落とされる。ウォーリアとシーフが落とされたら、かなり敗色濃のう厚こう！




　訪おとずれた大ピンチに目の色を変えて作戦を練るプレイヤーのみなさん。

　このプレイヤーが本気になる瞬間こそ、ＧＭの醍醐味だと常々思うのです。




ギデオン：と、とにかく！　……相手のメインプロセスまで、こっちが動けるのは三回。そのうち、一回を回復に割さくよりは、攻撃に回して少しでもダメージを与えた方が良い！

リージュ：……分かりましたっ！　テンタクルスに攻撃します！　フェイトはダメージ用に取っておいて、（ダイスを振る）命中は16です～！

ＧＭ：（ダイスを振る）う、出目が悪い。回避失敗です。

リージュ：フェイト、最後の１点を使用。（ダイスを振る）21点ダメージ！

ＧＭ：「くっ、どこまでも攻こう撃げき的てきだな！」かなりこたえてきた……。

リージュ：攻撃は最大の防ぼう御ぎよなのです～！（きりっとした表ひよう情じよう）

ヒルダ：何としても落としてみせる！　マイナーアクションで《コネクトフォース》、メジャーアクションで《バッシュ》。

ギデオン：すまん。戦闘不能だから、《ドラゴニックシンボル》で応おう援えんできなくて（笑）。

ヒルダ：気持ちだけ受け取っておく（笑）。フェイトを２点つぎ込んで、クリティカルを狙う！　（ダイスを振る）よし、クリティカル！　フェイトを使った甲か斐いあった！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：（ダイスを振る）うう～ん、惜おしい。片かた方ほうしか６が出なかったので、クリティカルせず。回避失敗です。

ヒルダ：（ダイスを振る）43点ダメージ！　「これ以上、リージュたちを傷きずつけさせたりはしない！」と言いつつ、テンタクルスを槍で突きます！

ＧＭ：ぐっ、それは耐えられません！　ヒルダの渾こん身しんの一いち撃げきにより、とうとうテンタクルスは倒れました。

一同：やったあああああっ!!

リージュ：さすがです！　お姉様！

ヒルダ：ああ、よかった～。

チコ：ぜ、全ぜん滅めつするんじゃないかって、ヒヤヒヤしたっす！（笑）

ギデオン：うむ。だが、ある意味いいバランスだったぞ（笑）。

ヒルダ：本当にね。最後にクリティカル出せてよかった～！

ＧＭ：では、戦闘が終わりましたので……。

ギデオン：ドロップ品！　ドロップ品！（一同笑）

ＧＭ：では、ドロップ品を振りましょう。




『ＡＲ２Ｅ』では倒した敵から戦利品のようなものを得る。これをドロップ品と呼よぶ。ドロップ品にはチャートが用意してあり、判定で高い値あたいを出すと、より高こう価かなものが手に入る。

　ＰＣたちは手分けしてドロップ品を振った結果、この戦闘による収しゆう入にゆうは、ＨＰポーション１本と金色のガウン（２００Ｇ相当）だけだった。




ギデオン：サークレットすら買えないのか！（笑）

チコ：みんなして出目が悪かったっす……（がっくり）。

ヒルダ：ま、まぁ、最初の戦闘なんてこんなものさ。……たぶん（笑）。

ＧＭ：では、クライマックスフェイズを終了いたします。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆逃とう亡ぼうの旅へ




　ついに出口にたどり着いた一行。

　そして、そこは未来への決けつ断だんを迫せまられる場所でもあった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズ。シーンは先ほどの直後です。広場の奥に、外へ通じるドアがあります。調べてみるとこのドアは一方通行になっていて、一度出てしまうと引き返すことはできないタイプのようです。

ギデオン：今回は収入が少ないから、引き返して金目のものをあさりたい気分。

ヒルダ：戻もどったら、研究所を焼やき討うちにした軍ぐん勢ぜいと鉢はち合あわせに決まってるだろう！

チコ：うん。命の危き険けんがあると思うっす。

リージュ：途と中ちゆうの谷で、また吊つり橋ばしが現あらわれてくれるかも不明ですね～。

ギデオン：そうだな……さすがに諦あきらめるか。

ヒルダ：それが賢けん明めいだな。

リージュ：……もう、研究所には戻れないんですね～。

ヒルダ：ちょっと考えてから、「ここから先へ進めば、外へ行ける」とリージュに説明します。

リージュ：はい。そのようですね。

ヒルダ：ねぇリージュ。私たちと……。

リージュ：（言葉を遮さえぎって）あ、あのっ！　あたし、外の世界はどうなってるんだろうって、ずっと思ってたんです。だから……。

ギデオン：外の世界は、たぶん、お前が想そう像ぞうしているのより、辛つらくて苦しいぞ？

チコ：でも、いいこともいっぱいあるっす！

リージュ：ここでちらりとヒルダお姉様を見ます。

ヒルダ：じゃあ、私は苦く笑しようしながら、どっちが言ってることも正しい。辛いこともたくさんあるし、嬉うれしいことだって、たくさんある。

リージュ：そうですか……。




　少しの間悩なやんだあと、リージュはヒルダを見上げた。




リージュ：あたしひとりでは辛いかもしれないですけど、みなさんと一いつ緒しよならきっと平気です。そんな予感がします。

一同：…………。

リージュ：ですから～……みなさん、あたしと一緒にいてくれませんか？

チコ：もちろん、オッケーっすよ！

ギデオン：（肩をすくめながら）やれやれ。これで、フェリタニア合衆国からのお尋たずね者ものになっちまうってことか。

ヒルダ：いいじゃないか。箔はくが付いて。

ギデオン：……ま、そういうことにしておいてやるよ（笑）。

リージュ：それで……その、ヒルダお姉様は……？

ヒルダ：私？

リージュ：はい……。

ヒルダ：あなたのこと、絶ぜつ対たい守ってみせるって約束しただろう？　当然一緒に行くさ。フェリタニア軍には指一本触ふれさせないから、安心していい。

リージュ：……はい！

ギデオン：ここで、みんなの脳のう裏りに、悪役顔したピアニィの姿が浮うかび上あがる、と（笑）。

一同：いい雰ふん囲い気きがぶち壊こわしになった！（笑）

ヒルダ：私はリージュには優やさしい笑え顔がおを見せてますが、心の中では「お義父とう様さま、必ず仇かたきは取ります」と思っています。

ＧＭ：では、ピアニィの隣となりには、きっと悪役顔のアンソンの姿が。

ヒルダ：「あのマブダチ連中、マジ許ゆるさない」と心の中で誓ちかう（笑）。

リージュ：ポスターを見つめて、あたしは「同じ顔をした敵……」と呟つぶやきます。

チコ：ピアニィたちは悪くないと分かっていても、ＰＣは気づけないジレンマっす（笑）。

リージュ：この展てん開かいじゃ、しょうがないですね～。

チコ：なんだか楽しそうっすね。

ギデオン：「敵に不足なし」みたいな顔してるぞ、おい（笑）。

チコ：さて。とりあえず、洞どう窟くつから出た方がいいっす。さらに追っ手が来ないとも限らないっすよ？

ヒルダ：そうだな。早く出よう。

ＧＭ：では、ヒルダたち四人が外に出てしばらく歩いたあと、背後から大きな地じ響ひびきが聞こえてきます。

ヒルダ：えっ、何!?

ＧＭ：洞窟が落らく盤ばんを起こしたようで、土つち煙けむりがあがっています。

リージュ：ああ……！

ギデオン：何をどうしても、もう絶対に戻れないってことか。

ＧＭ：はい。

チコ：オイラたち、これからフェリタニアに追われる逃亡生活が始まるっすね……。

リージュ：ここであのマンガのセリフを言わないといけませんね。

ＧＭ：あのセリフ？

リージュ：革かく命めいです！（笑）

チコ：まじっすか!?（笑）

ヒルダ：ああ……大人の事情が消化されていく（笑）。

ギデオン：まあ、確たしかにフェリタニアをひっくり返せば追われることはなくなるが……。

ヒルダ：それは、果てしない旅になりそうだ……。




　グラスウェルズを追われたヒルダ。メルトランドを飛び出したチコ。レイウォールに居い辛づらくなったギデオン……そして、フェリタニアに狙われているリージュ。

　奇き妙みような縁えんによって巡めぐり会った四人の逃亡劇げきは、こうして始まったのであった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第一話「革命★センチメンタル」

─ＦＩＮ─
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆やっぱり元気なメンバーたち




　前回の収しゆう録ろくから数日後。『ゲッタウェイ』第二話の収録日がやって来ました。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にて、収録のための準じゆん備びを始めたのですが……。




ＧＭ：収録開始前に、マイクのテストをします。私わたしは音声入力の確かく認にんをしてますんで、みなさんは適てき当とうに話をしていてください（笑）。

菊きく池ち：了りよう解かい。さて、何を話そうか？

緑りよく谷や：マイクで思い出したんですが。私学生のころニックネームが「マイク」だったんです。

菊池：マイク？　緑谷さんは女じよ性せいなのに、ニックネームは男名前なの？

緑谷：英語の授じゆ業ぎようで先生が「マイクのセリフを緑谷が読んで」って言おうとして、「次、マイク読んで」って言い間ま違ちがえまして……。

一同：あちゃー……。

緑谷：それからしばらくの間、マイクって呼よばれてました（一同笑）。

渋沢：そういうことってありますよね！　私もニックネームは「ボブ」でした。

大おお竹たけ：渋沢佳奈しぶさわ・かなって名前なのに、何でボブ？

渋沢：最初は「シブゴン」だったんです。

菊池：それならまぁ分かる。渋沢をもじったんだな。

渋沢：はい。それが「シブボン」に変化して、最終的に真ん中二文字だけ残って「ボブ」になりました（一同笑）。

菊池：じゃあ、今日はふたりのことを「マイク」と「ボブ」と呼ぼうか（笑）。

渋沢：（偽にせ外国人風に）ねぇ、マイク！　今日はいったい何をするのかしら？

緑谷：（偽外国人風に）やぁ、ボブ！　今日は『ゲッタウェイ』第二話の収録だよ！

大竹：だんだん、深夜の通つう販はん番組じみてきましたね♪　何だか楽しいです！（笑）

ＧＭ：はい、機材の調整ＯＫです。ところで……。

一同：はい？

ＧＭ：今の部分も収録してましたから、リプレイに載のっちゃいますよ？（笑）

渋沢・緑谷：し、しまった～っ!?（一同笑）

ＧＭ：では、そろそろ今回予告を読み上げます♪




●今回予告とハンドアウト

　世界平和研究所を脱だつ出しゆつし、ティナのダンジョンをくぐり抜ぬけて、どうにか逃にげ延のびたゲッタウェイのメンバーたち。

　フェリタニア合がつ衆しゆう国こく軍ぐんに追われる身となった今、この大陸に安息の地はない。

　この大陸で生きていくためには、革かく命めいを起こし、ピアニィを倒たおす以外の道はない。




　しかし、そのためには、強力な協力者が必要だ。

　キミたちの目標である、打倒ピアニィに与する充分な力を持つ人物はいるのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第二話「潜入★リリシズム」




　──すべては竜りゆうの石の導みちびきの下もとに。




菊池：相変わらずぶっ飛んだタイトルだ（笑）。

ＧＭ：インパクトを心がけております（笑）。

大竹：強力な協力者……ヒュー兄様だったら嬉うれしいな♪（一同笑）

菊池：案外、アンリが協力を申し出てくるのかもしれないぞ（笑）。

渋沢：ないでしょ、どっちも（笑）。




　ヒュー兄様とはピアニィの兄でレイウォールの王子だったヒューバードのこと。現げん在ざいピアニィたちに追われ逃とう亡ぼう中。

　アンリはグラスウェルズの公こう爵しやくで王位継けい承しよう権けん第一位だった王族。国王に反はん乱らんして敗死したことになっていますが、生せい存ぞん説せつも根強い。

　この場合どっちも「ないわ！」というネタです。
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緑谷：アンリは『デスマーチ』に偽にせ者ものが出てきましたからねぇ。

菊池：『ブレイク』でファントムレイダーズが倒したけど、死し亡ぼうの描びよう写しやはないからなぁ。生存の可か能のう性せいもある。

渋沢：お義父とう様さま（ゴーダ伯はく）が生きていらっしゃれば、最強の協力者だったのに。

大竹：本当にお好きなんですね、ゴーダ伯。

渋沢：たったひとりのお義父様ですから。

ＧＭ：では、ハンドアウトを配はい付ふします。今回は、ギルドでひとつのハンドアウトです。




▼ギルド〝ゲッタウェイ〟用ハンドアウト

コネクション：安全　　　関係：目標

　どうにかバルムンク・ノヴァの追つい撃げきを逃のがれたキミたち。

　しかし、バルムンク・ノヴァとフェリタニア合衆国が裏うらで繋つながっているらしい状じよう況きようでは、行く当てなどあるはずもない。

　だがキミたちには成し遂とげたい、成し遂げなければならない目的がある。

　この大陸で生きるためには、革命を起こし、己の手で安息の地を作り上げるしかない。

　誰だれか、この状況下で頼たよれる人物はいないだろうか？




一同：安全にコネクションを結ぶの!?

菊池：何なにを隠かくそう『ＡＲ２Ｅ』になって、人物ではない場所や組そ織しきなどをコネクションの対象にできるようになりました。正式に。

大竹：きくたけさんは以前から「アルディオン大陸」とかおかしなコネクションを使ってましたもんね（笑）。

緑谷：ああ、『無印』四巻かんで「コネクション：アルディオン大陸　関係：世界がキミを必要としている。」とかやってましたね（笑）。

ＧＭ：『ＡＲ２Ｅ』で合法化したので安心して使えます。

菊池：「安全」は場所でも組織でもないけどね。まあいいけどさ（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ここで前回のおさらいを。ストーリーと設定をちゃんと憶おぼえてますか？

渋沢：お義父様がアンソンという男に殺されました……。

菊池：（悪いアンソンになり）ふうははは！　政せい治じの世界では敗者こそ悪なのだよ！（笑）

渋沢：くっ、幻まぼろしのアンソンが酷ひどいことを言う！（笑）

緑谷：オイラの頭から聖樹の芽が生えました（笑）。

渋沢：かわいい（笑）。

菊池：くすぶっていた俺に人生の転機が！（笑）

緑谷：それぞれ境きよう遇ぐうは違ちがえど、世界平和研究所でみんなと巡めぐり会あいました！

大竹：リージュだけ研究所育ちです（笑）。

渋沢：怖こわいトラップ満まん載さいのティナの洞どう窟くつをくぐり抜ぬけて。

大竹：竜りゆう輝き石せきをもらって、みんなと一いつ緒しよに逃とう亡ぼうの旅に出ました。

ＧＭ：はい、憶えていてくださって嬉しいです。それでは、それぞれのＰＣがどのように成長したかを教えてください。




●ＰＣの成長




▼ヒルデガルド・ゴーダ（レベル２）の場合

ＧＭ：では次に、各ＰＣの成長報ほう告こくをお願いします。

渋沢（以下、ヒルダ）：レベルアップしました！　【ＨＰ】が45点、【ＭＰ】が34点になり、フェイトは５点のまま。

ＧＭ：スキルはどうしました？

ヒルダ：《バッシュ》と《コネクトフォース》を１レベルずつ上昇させて、《アイアンクラッド》を新しん規き取得しました。

ＧＭ：武ぶ器き攻こう撃げきのダメージと【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】が上がって、物理ダメージ軽けい減げんのスキルを取得したんですね？

ヒルダ：はい。地味にですが、攻こう防ぼう共に上がりました！

ＧＭ：ヒルダはもっと攻撃特化にしてもいいんじゃないですか？

ヒルダ：何言ってるんですか！　前回、藤ふじ井いさんの出目が恐おそろしく高かったから、対たい策さくに走ったんですよ！（笑）

ＧＭ：さすがに今回までダイス運が良いとは思えませんが……まぁ、分かりました（笑）。

ヒルダ：それから、頭部防ぼう具ぐとしてハットを購こう入にゆうしました！




▼チコ・Ｈ・ワトソニー（レベル２）の場合

ＧＭ：では、チコ、お願いします。

緑谷（以下、チコ）：チコっす！　同じくレベルが２になったっす。【ＨＰ】は30点、【ＭＰ】は46点、フェイトは５点のままっす！

ＧＭ：分かりました。スキルの成長報告をどうぞ。

チコ：《マジシャンズマイト》と《チェックメイト》を１レベルずつ上げて、新規に《コンセントレイション》を取得したっす。

ＧＭ：魔ま術じゆつ判はん定ていの命めい中ちゆう値ちと、魔ま法ほう攻撃のダメージが上じよう昇しよう。それから、他人のダメージを上昇させる時に振ふるダイスの数が増ふえましたね。

チコ：そうっす。

ＧＭ：装そう備びに変へん更こうはありますか？

チコ：特にないっす！　ギルドのメンバーには馴な染じんだっすけど、まだ頭に生えてる芽のことは隠かくしておくっす！（笑）

大竹：そろそろポロっと見せてもいいんじゃない？（笑）

チコ：う……か、考えておくっす！（笑）




▼リージュ・フェア・リース（レベル２）の場合

ＧＭ：次は、リージュ、どうぞ。

大竹（以下、リージュ）：リージュで～す。同じくレベルが２になりました。【ＨＰ】は37点、【ＭＰ】は39点。フェイトは５点のまま。【感知】が１点上がりました。

ＧＭ：スキルの成長報告をお願いします。

リージュ：《プロテクション》のレベルを上げて、《アームズマスタリー：魔導銃》と《アフェクション》を新規取得しました！

菊池：《アフェクション》は、受けるダメージを０にするスキルだな。

ＧＭ：そうですね。ダメージの減げん少しよう度どが上がって、魔導銃の命中精せい度どが上がりましたね。

リージュ：はい。攻撃をもっと強化したい気持ちもありますが、前回ので仲間を助けるスキルの大事さも学んだ……という感じです～♪

ＧＭ：なるほど。実戦で学んだので、今回へと生かすということですね？

リージュ：はい（笑）。装そう備び品ひんに変更はありません。以上です～。




▼ギデオン・ガバドン（レベル２）の場合

ＧＭ：最後にギデオン、お願いします。

菊池（以下、ギデオン）：ほ～い。俺おれもレベル２になったぞ。【ＨＰ】は40点、【ＭＰ】は37点。フェイトは同じく６点。【器用】が１点上がった。

ＧＭ：スキルの成長報告をお願いします。

ギデオン：とうとう《インタラプト》を取得し……。

一同：やった～！（拍はく手しゆ）

ギデオン：……そんなに嬉しいか？（笑）

チコ：そりゃあもう！　スキルの効こう果かを打ち消しできるのは、便利っすから！（笑）

ギデオン：そ、そうか（笑）。それから、《スペシャライズ：短たん剣けん》も新規取得。《ピアシングストライク》のレベルを１上げたぞ。

ＧＭ：装備に変更はありますか？

ギデオン：右手の武器を、ダガーからカタールに買かい換かえたぞ。

ＧＭ：装備変更があったのは、ヒルダとギデオンだけですか。

リージュ：前回、あんまり収しゆう入にゆうがなかったですからね～。

チコ：こればかりは、しかたないっす。




　なお、今回持っていくギルドサポートは《蘇そ生せい》と《祝福》となった。




ＧＭ：では、プリプレイを終しゆう了りようし、オープニングフェイズに入りましょう！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆これからどうしよう？




　世界平和研究所から命からがら脱だつ出しゆつしたヒルダたち。

　闇やみ雲くもに動き回っても、資し金きんと体力が尽つきるだけ。

　相談して今後の方ほう針しんを決めねばならないのだが……。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。まずは全員登場です。

一同：はい。

ＧＭ：第一話のエンディングのあと、みなさんは逃亡の旅を始めることになったわけです。

ヒルダ：私たち、フェリタニア合衆国軍に追われている……と思い込んでるからね（笑）。

ＧＭ：はい。行く当てもなく山を歩き回って疲ひ労ろうが蓄ちく積せきするのを避さけるため、山小屋で休きゆう憩けいを取ることにしました。

チコ：了解っす～。

ギデオン：それなら、俺は山小屋で休憩していたときに偶然居合わせた（笑）旅の行商人からカタールを買ったことにする。




　これは、ＰＣを成長させたときに購入した装備を、「こんな過程で手に入れました、という演出です。もちろん、お金を消費すれば演出なしでも装備を手に入れますが、演出をいれることで旅をしている雰囲気を表現できるわけです。




ヒルダ：ならば、私はハットを買ったことにしよう。

ＧＭ：「まいどありっ！」行商人たちは商売を済すますと、さっさと山小屋から旅立っていきました。そして、夜になり、うかつに歩き回れない時じ刻こくになります。

リージュ：あたしたちは行く当てもないので、とりあえずひと晩ばんここで明かす……って感じですね。

ギデオン：うんうん。野生動物と遭そう遇ぐうすると厄やつ介かいだしな。

ＧＭ：そして今夜、この山小屋にはみなさんしかいません。

チコ：季節はいつくらいっすか？

ＧＭ：五月下げ旬じゆんだと思ってください。山の中ですのでこの時期でもそれなりに寒いです。

チコ：なるほど、たしかにそれは冷えるっすね！

ギデオン：暖だん炉ろに火をくべて暖を取るか。俺は新品のカタールで薪まきを割るぞ！（笑）

ヒルダ：刃はこぼれしないように気をつけてね（笑）。

リージュ：うう、なんだか心細いです。

チコ：今までずうっと研究所で暮くらしていたから、こんな少人数で山小屋にいるのは不安っすよねえ。

リージュ：……みなさん、どこにも行きませんよね？

ヒルダ：（リージュの手を取って）大だい丈じよう夫ぶ、一いつ緒しよにいるから。安心して。

リージュ：は、はい！　ありがとうございます～。

ヒルダ：どういたしまして。……さて、ようやくひと息つけたな。

チコ：そうっすね～。

ヒルダ：ねぇ、リージュ。ずっと気になっていたんだけど、世界平和研究所って、いったいどんな施し設せつだったの？

ギデオン：うん、それは俺も知りたい。

リージュ：どんな、と言われましても。訓練したり遊んだりするお友だちがいっぱいいて、面めん倒どうを見てくれる大人もいっぱいいるだけの、普通の施設でしたよ？　……って感じでいいですか。ＧＭ？

ＧＭ：はい。リージュにとってこれまでの生活は世界平和研究所がすべてでしたから、良い答えだと思います。

ギデオン：まぁ、そんな感じだよな。

ヒルダ：う、う～ん。そう言われると、神しん殿でんで育てられるのと大差ない気がしてきた（笑）。……やっぱり、ちゃんと調ちよう査さしないと詳くわしいことは分からない、か。

リージュ：そろそろ、リージュとしてはピアニィについて、ちゃんと説明をしてもらいたいところなんですが、いいですか～？

チコ：いいと思うっすよ。

リージュ：じゃあ、ここで、一話目から持ち続けてきたポスターをみなさんの前に差し出します。この絵の方について、何かご存ぞんじありませんか～？　まさか、あたしが描かかれているわけじゃないですよね？

ヒルダ：そういえば、その説明をしてなかったな……とポスターを見つめます。

ギデオン：リージュと、ポスターに描かれているピアニィを見み比くらべながら、しかし、リージュはピアニィ女王にそっくりだなぁ、と言おう。

リージュ：ぴあ、にぃ～？（首を傾かしげる）

チコ：オイラ、よく「日が暮くれる前に帰ってこないと、ピアニィにさらわれるぞ！」って脅おどされたもんっす！（笑）

ギデオン：地方によっては、「包丁を振りかざして襲おそってくる」と言われているらしい。

チコ：そっちも怖こわい話っすね～！

ギデオン：そう、生きとし生けるものすべてが恐れおののくという……（一同笑）。

リージュ：（ブルブルと震ふるえながら）そ、そんな恐ろしい人と、あたしの外見はそっくりなのですか～!?




　みなさんノリノリで、ピアニィを恐ろしげに語ります。
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ヒルダ：そんな噂うわさ話ばなしはどうでもいいの！（笑）　ピアニィってのは、この大陸にある国々をまとめあげて、大きなひとつの国を作り上げた女王様だよ。

リージュ：なるほど。偉えらい人なんですね？

ヒルダ：うんうん。

リージュ：でも、あたしはピアニィさんじゃありません。世界平和研究所から外へ、一歩も出たことがありませんよ。

ヒルダ：それは、そうみたいだけど……。

ギデオン：なぁ、リージュ。世界平和研究所を包囲していた軍がいただろう？

リージュ：はい（コクリと頷うなずく）。

ギデオン：あれはフェリタニア合衆国軍といってな、ピアニィが抱かかえている軍隊だ。

ヒルダ：そして、指し揮きを執とっていたのは、ピアニィのお抱え軍ぐん師しのナヴァール。

チコ：正確に言うとフェリタニア正規軍を見て、軍師っぽい人がナヴァールだと推定したんすけどね。

リージュ：なるほど。つまり、闇やみ討うちして研究所を崩ほう壊かいさせてしまうような悪い人たちが、この大陸を治めているってことですね？

ギデオン：（肩かたをすくめて）悪いかどうかは、後世の人々が勝手に決めるもんさ。

ヒルダ：ギデオン。ずいぶんと大人な発言……。

チコ：いつもは大人げないのに。

ギデオン：やかましい！（笑）　そういうセリフは帽子を取って言え！（笑）

チコ：ほええぇ！　やっぱりおっちゃんは大人げないっす！（笑）

リージュ：う～ん。お姉様はピアニィという人について、どう思われてるんですか？

ヒルダ：私？　私から見たら、お義父とう様さまの仇かたきであるアンソンと親しく見えるわけだから……。

ギデオン：いや、アンソンはいいヤツだよ？（一同笑）

ヒルダ：私はグラスウェルズ出身だから何とも言い難がたいけど、個こ人じん的てきには、ピアニィはあんまり……。と言葉を濁にごしておこう。

ギデオン：個人的にはいい人物かもしれないが、最近の急きゆう激げきな大陸統とう一いつについては、少々やりすぎだろう。あんなに急激に併へい合ごうしては、故こ郷きようを穢けがされた気持ちになるやつが出て当然だ。

ＧＭ：実じつ際さい、ピアニィの急激な統一については、各地で火種がくすぶっていますね。

チコ：『デスマーチ』四巻などで、その一いつ端たんが取とり扱あつかわれているそうっす。

リージュ：民たみの気持ちを分かってあげられないなんて、なんて酷い女王でしょう！




　……改めて書いておきますが、大おお竹たけさんはピアニィのプレイヤーです。




ヒルダ：かえすがえすもお義父様が生きていらっしゃればなぁ。

ギデオン：ふん。一度上に立ってしまうと、案外、細かいところには目が届とどかなくなるもんさ。特にいきなり王国軍師とかになっちゃうとね。

ヒルダ：菊池さん、それはアンソンのことですね？（笑）

リージュ：難むずかしいことはよく分かりませんが、ピアニィという人が、大陸をほぼ支し配はいするフェリタニア合衆国というところの大だい統とう領りようだということは分かりました～！

ヒルダ：うん。そして、私たちはフェリタニア合衆国に追われている。

リージュ：「は、はい……」と、生まれたての子羊のような目でお姉様を見ます（一同笑）。

ヒルダ：私、母はは鳥どりのように見られてるっ!?

リージュ：生まれた雛ひなが、最初に見たものを親と思うのと一緒です～♪（一同笑）




　リージュからヒルダへの思いは、インプリンティングでしたか。




ギデオン：しかし、ここまでそっくりってことは、リージュはピアニィの関係者なんじゃねぇのか？（笑）

チコ：血けつ縁えんの可能性はあるっすよね。

リージュ：そういえば、あたしをかわいがってくれていた男だん性せいがいたのですが、「リージュにとって、お姉さんのような存そん在ざいがいるんだよ」と言っていました～！

ＧＭ：えっ……!?




注：ＧＭは一話目でそんなこと言ってません。




ＧＭ：（でも、その方が面おも白しろそうだから様子をみよう……）

リージュ：最初はヒルダお姉様のことが「お姉さんのような存在」だと思っていたんですが、もしかしたら、それはこのピアニィという人なのかもしれませんね～。

ギデオン：族の関係者かも知れない、か。ふぅむ、これは金のにおいがする！（ニヤリ）

チコ：えええ～っ!?　ここで金の話っすか!?　大人って汚きたないっす～！（笑）

ギデオン：やかましい、そんなことより帽ぼう子しの下を見せろ！

チコ：ほええぇ～っ!?　いやっす～！（笑）




　なんだかんだで、チコとギデオンは仲良くなった模も様よう。




ヒルダ：（咳せき払ばらいをして）他人のそら似にの可能性もあるけど、そのうち確たしかめないとな。

リージュ：そうですね～。

ＧＭ：じゃあ、ピアニィに直ちよく接せつ会いに行きます？

リージュ：えええっ!?（びくぅっ）

ギデオン：何でピアニィのプレイヤーが、一番ピアニィを畏おそれてるんだよ!?（笑）

リージュ：い、今はリージュのプレイヤーだから、いいのっ！（笑）

ヒルダ：もし、リージュがレイウォール王家に連なる王族なら、レイウォールに連れん絡らくを取って照会した方がいいのかもしれない……。

リージュ：……でも。

ヒルダ：どうしたの？　リージュ。

リージュ：今のところ、あたしのお姉様はヒルダお姉様ただひとり、ですけど……。

ヒルダ：はううううっ！

ＧＭ：どうしました渋沢さん？

ヒルダ：（素に戻って）ううっ！　リージュがかわいい！（笑）

ギデオン：渋沢さんが悶もだえてる（笑）。

チコ：いやー、みていて楽しいっす（笑）。

ヒルダ：ちょっと照れながら「で、でも、私はリージュが思うほど、立りつ派ぱな人間じゃないよ？」とそっぽを向きます。

ギデオン：うんうん、ヒルダは口が悪いからなぁ。

ヒルダ：うるさい！（笑）　「それに、私には私の目的があるし……」

ギデオン：目的？　リージュを連れ出すことが目的じゃなかったのか？

ヒルダ：どうせ一いち蓮れん托たく生しようだから、話してしまった方がいいよね？

チコ：はい、聞いておきたいっす、といって正せい座ざします。

ヒルダ：じゃあ、話すけど……私の義父は、グラスウェルズの前王国軍師ゴーダ伯。そして義父は、今グラスウェルズを牛ぎゆう耳じっているアンソン・マンソン……に殺されたの。

ギデオン：いや、アンソンはそんなことをする人物じゃないぞ！　実際してないし！（笑）

ヒルダ：何でギデオンは毎度毎度アンソンをかばってるの!?　はっ！　もしやギデオンは裏でアンソンとつながってるんじゃ!?（笑）

一同：あはははははは！（爆ばく笑しよう）

ギデオン：（おどおどした目つきで）つ、つながってなんていませんよ？　ええ、つながってませんとも！

一同：なんたる挙きよ動どう不ふ審しん！

リージュ：きくたけさん、なんでそんなに怪あやしそうなロールプレイを！

ギデオン：誤ご解かいだ！　陰いん謀ぼうだ！　俺はルパンじゃなーい!!（笑）




　もう何が何やら（笑）。




ＧＭ：はいはい、グダグダなメタ会話は横に置いといて（笑）。

ヒルダ：はい（笑）。……そんなわけで、どうしても敵かたき討うちがしたくて、グラスウェルズを飛び出してきたんだ。

リージュ：なるほど～。アンソンさんという人が悪い、という話ですね～！

ヒルダ：おおむねそんな感じ。でも、リージュみたいに困こまっている人を放ほうっておくのは、私の主しゆ義ぎに反するからそんなことはしない。連れ出した責せき任にんもあるし……それに。

リージュ：それに？

ヒルダ：姉と呼んで慕したってくれる子を、放っておけるはず、ないじゃない？

リージュ：やっぱり、お姉様は素す敵てきな人です～！（ぎゅっと抱だきつき）

チコ：あ、いいな～、オイラも交まぜて欲しいっす！（笑）

ギデオン：「やれやれ」と肩をすくめながらあきれ顔で首を振ろう。

ＧＭ：では、そんな風にして山小屋の夜は更けていく……、というところでオープニングを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆少年予言者の御お言こと葉ば




　取り急ぎ、追っ手を逃のがれるために町に向かう一行。

　しかし、運命の手は既に彼かれらに伸のびてきていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。朝の訪おとずれとともに、みなさんは近場の町を目指すということでいいですか？

ヒルダ：うんうん、追っ手に気づかれる前に、町に出てしまおう。

チコ：まだ寝ねてたいっす～……と帽ぼう子しを押おさえたままゴロゴロころがるっす！

ヒルダ：町につけば、美味おいしいご飯にありつけるよ？

チコ：ご飯！　オイラ起きるっす！

ＧＭ：では、みなさんは山小屋を出て、寂さびれた街かい道どうを進むことになります。

チコ：てくてく♪（歩いている音）

ＧＭ：するとほどなくして、みなさんが向かっている方向から、一〇歳くらいの少年が慌あわてた様子で走ってきます。

ヒルダ：少年？

ＧＭ：はい。少年は、みなさんを見ると「チャンスだ！」みたいな顔をして、一番頼たよれると判はん断だんしたのかヒルダの方へ……。

ギデオン：坊ぼう主ずの頭を掴つかんで、グイっと俺おれの方に向ける！「坊主、何の用だ？」（一同笑）

ＧＭ：「追われてるんだ！　ちょっとかばってよ！」

ギデオン：追われてるだと!?

リージュ：誰だれに追われてるんでしょ～？

ＧＭ：「兵隊さんにだよ！　頼たのむから、適てき当とうに誤ご魔ま化かしてね！」と言って、男の子は近くの茂しげみに身を隠かくします。

リージュ：あっ、も、もしかして、あたしも隠れないとマズいですか～!?

ヒルダ：リージュは私わたしのうしろに隠れなさい！

リージュ：は、はいっ！

ＧＭ：リージュがヒルダの背はい後ごに隠れた直後、地じ響ひびきが聞こえ。しばらくしてフェリタニアの紋もん章しようをつけた兵士たちが、「どこへ逃にげた!?」、「絶ぜつ対たいに探さがし出だせ！」と血相を変えて街道を走はしり抜ぬけていきます。

一同：フェリタニア軍！

ギデオン：うわっ、あの坊主、フェリタニアに追われてたのか！

ヒルダ：前回も思ったけど、レイウォール国内を堂々とフェリタニア軍が動いているんだな。

チコ：レイウォールも合がつ衆しゆう国こくの一員とはいえ、一いち応おうは独立国っすのにね。

ＧＭ：と、みなさんが兵士たちを見送っていると、最さい後こう尾びを走っていた兵士がみなさんの所へ駆かけ寄よってきます。

一同：ぎくり！

ＧＭ：兵士は言います。「今、ここを、一〇歳くらいの少年が通らなかったか!?」

チコ：ほっ、ほええっ!?

ギデオン：（小声で）怪あやしまれる……普ふ段だんどおりにしていろ。

チコ：（小声で）は、はいっす……。

ヒルダ：それらしい子こ供どもなら、あっちの方へと走っていったみたいだよ？　と明後日あさつての方向を指さします。内心は「こ、これで騙だまされてくれないかな？」とヒヤヒヤ（笑）。

ＧＭ：兵士は、「そうか！　ご協力感かん謝しやする！」と笑え顔がおで言うと、その場をに走り去ります。

チコ：（帽子を押さえながら）も、もう、兵士さんたちはいなくなったっすか？

ＧＭ：はい。嵐あらしのように去っていきました。

一同：はぁ～っ……良かった（安あん堵どのため息）。

ギデオン：び、びびったぁー。

リージュ：もう大だい丈じよう夫ぶですか？

ヒルダ：茂みに隠れてる少年に向かって、「もうフェリタニア合衆国軍はいなくなったよ」と声をかけます。

ＧＭ：「助かったぁ、ありがとう！」と少年は茂みから出てきます。

ギデオン：おい、お前は一体何をやらかした？　軍に追われるって、ただごとじゃないぞ。

ＧＭ：男の子は「ああ、僕ぼくってば偉い大だいな予言者様だから、追っかけがついちゃって大変なんだよね～」と言うと肩かたをすくめます。
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一同：予言者ぁ？

チコ：一気にうさんくさくなったっす！

ギデオン：予言者、ねぇ。……この坊主どうしてくれよう？（笑）

ヒルダ：子供の言うことくらい大目に見てあげなさい。

ギデオン：はっ！　俺は余よ裕ゆうの足りない大人なんだ（胸むねを張はる）。

ヒルダ：いばるな！　本当に大人げない（笑）。




　他のＰＣと年ねん齢れい差さを感じさせないギデオン。




リージュ：その男の子に声をかけます。あなたのお名前は？

ＧＭ：「ボクの名前？　ボクはマーリンって言うんだ」

一同：マーリン!?

ギデオン：マーリンって、アーサー王伝説に登場する伝説の魔ま術じゆつ師しの名前じゃないか。ずいぶんと仰ぎよう々ぎようしい名前をつけたな、藤井さん（笑）。

ＧＭ：「そんなメタ発言をされても、ボク、反はん応のうに困こまっちゃうなぁ」（一同笑）

リージュ：それで、マーリンさんはどんな予言をするんですか～？

ＧＭ：「ふふふふ～、気になる？」

リージュ：はい、とても～♪

ＧＭ：「じゃあ、助けてくれたお礼に、ひとりにひとつずつ、予言をしてあげよう」

チコ・リージュ：わ～い☆（ノリノリ）

ヒルダ：「あ、ありがとう」と言うけど、私は半はん信しん半はん疑ぎだなあ（笑）。

ギデオン：まぁ、無料だと言うのなら、聞くだけ聞いてやろう。




予言・ヒルダの場合

ＧＭ：では、マーリンはまず、ヒルダをじっと見つめます。

ギデオン：どうだ、坊主。すぐに死にそうな女だろう？（笑）

ヒルダ：ちょっと！　余よ計けいな横やり入れないで！（笑）

ＧＭ：「すぐ死ぬなんてとんでもない！　お姉ちゃんは、大陸を救う立りつ派ぱな英えい雄ゆうになれる……かもしれないよ？」

ヒルダ：え、英雄っ!?

チコ・リージュ：英雄！　カッコイイ～（笑）。

ヒルダ：プレイヤーもヒルダ自身も、どう反応していいか困る！（笑）

リージュ：さすがはお姉様！　大陸まで救ってしまわれるんですね～！

ヒルダ：「あ、う、うん。そうなったら、いいね？」と引ひき攣つった笑顔を浮うかべます（笑）。……もうちょっと具体的なことは分からない？

ＧＭ：「う～ん。細かい指定をされても困るなぁ。ほら、予言は予言だから」

ヒルダ：「それもそうか」くっ、予言って都合の良い言葉だ！（笑）




予言・チコの場合

チコ：「はいはーい、オイラも予言くださいっす！」と元気よく手を挙げるっす。

ギデオン：お前は「英雄の介かい添ぞえ人にんになる」って言われるんじゃないか？

ＧＭ：では、マーリンはじーっとチコを見つめます。

チコ：ドキドキ、ワクワク♪

ＧＭ：「……将しよう来らい、キミは神様になれるんじゃないかな？」

チコ：はあ!?（素すに戻もどる）

リージュ：神様～!?　すごい！

ギデオン：頭の芽が育って、木になって、切きり倒たおされて、紙の原料にされるってオチじゃねぇだろうな？

一同：そんなダジャレ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：少年は人差し指を立てて「ちっちっち」と言いながら、「紙ペーパーじゃないよ！　神ゴツド、神だよ！」と訂てい正せいします。

ギデオン：違ちがうのか、残念だ（笑）。

チコ：オイラが神様……ちょ、ちょっと、想そう像ぞうできないっすよ。

ＧＭ：少年は「ボクには、キミに素そ質しつがあるように見えるんだけどなぁ。この大地の神になる素質が」と呟つぶやきます。

チコ：反はん射しや的てきに帽子を押さえるっす。

リージュ：そういえば、チコちゃんは帽子を取ろうとしないですね～。

ヒルダ：そうだね。ちょっと不思議。

チコ：お、お気になさらず、っす～！（笑）




予言・リージュの場合

リージュ：じゃあ、次はあたしを見てください～♪

ギデオン：英雄、神様……次は何が来るんだろうな？

ＧＭ：「お姉ちゃんは……」（じっとリージュを見たあと、ふっと視し線せんを逸そらす）

リージュ：な、何か今、視線を逸らされた～っ!?（一同笑）

ＧＭ：「そ、その……」

リージュ：何が見えたんですか～！　教えてくださ～いっ！　って、マーリンの肩を揺ゆさぶりながら言います。

ＧＭ：マーリンは真しん剣けんな声で「ショックを受けるだろうから訊きかない方がいいよ？」とリージュに言います。

リージュ：そ、そんな!?

ヒルダ：そんな風にもったいぶられたら、訊かないわけにはいかないじゃないか。

チコ：気になるっす！

ＧＭ：少年はいかにも「仕方ないなあ」という表ひよう情じようをしながら言います。「ちゃんとは見えなかったんだけど……このお姉ちゃんは、世界を滅ほろぼすんじゃない、かな？」

リージュ：ガーン!?

ＧＭ：「あまりに強いビジョンで、かえってはっきり見えなかったんだけど、とても恐おそろしい何かにこのお姉ちゃんが関わる気がするんだ……」

リージュ：あ、あたし……う、生まれてきてごめんなさい～っ！

チコ：リージュお姉ちゃん、落ち着いてくださいっす～！（焦あせり）

ＧＭ：「ごめんね。ボクにはこれくらいしか言えない」とマーリンは肩をすくめます。

ヒルダ：ねぇ、リージュ。今の予言では、あなたが「どうやって」世界の滅めつ亡ぼうに関かかわるかは触ふれられていないだろう？

リージュ：……え？

ヒルダ：確たしかに、あなたは世界の破は壊かい者しやとして関わるのかもしれない。でも、もしかしたら、世界を救う者として関わるのかもしれない？

リージュ：……あ！（パアっと笑顔になる）

ヒルダ：ね？　予言の捉とらえ方かたはひとつじゃないから、落ち込まないで。

ギデオン：そうそう。それに、こんなの子供が言ってるだけの妄もう言げんじゃないか。気にする必要なんてないぞ？（そわそわ）

チコ：……ギデオンのおっちゃん。

ギデオン：何かな？（そわそわ）

チコ：ギデオンのおっちゃんが、一番、予言を楽しみにしてるみたいっす（一同笑）。

ギデオン：そ、そんなことはないぞっ、たぶん！（笑）




予言・ギデオンの場合

ＧＭ：では、マーリンは、ギデオンをじっくりと眺ながめます。

ギデオン：……（そわそわ）。

ヒルダ：なんという落ち着きのなさ（笑）。

ＧＭ：マーリンはニッコリと笑ってこう言います。「おじさんは、今日はドラム缶かんに注意！　ラッキーカラーは白と黄色！」

一同：ドラム缶！（爆笑）

ギデオン：こらあ！　何で俺だけ、朝のニュース番組でやってる「今日のラッキー占うらない」みたいな結果なんだよっ!?（笑）

ＧＭ：「そんなことを言われても、ボクにだってなぜこんなビジョンが見えるのか、わけが分からないよ」とマーリンはすずしげな表情で答えます。

ギデオン：信じない！　俺は金こん輪りん際ざいこいつの言うことは信じないぞ!!（笑）

チコ：英雄、神、世界の破壊者か救世主ときて……最後が「ドラム缶に注意」っすか（笑）。

リージュ：ギデオンさんだけとても具体的ですよね。うらやましい。




　うらやましい……？




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：「さて、追っ手も撒まけたしそろそろ行かなきゃ。ボクの予言を待ってる人たちがいるはずなんだ」とマーリンは肩をすくめながら言います。

ギデオン：おいお前、自分が追われることは予言できなかったのか？

ＧＭ：「予言者ってのは、自分のことは予言できないんだよ」

リージュ：ああ、何かそういう話はよく聞きますね。

ヒルダ：そうか……。じゃあ、今度は追われないように気をつけて。

ＧＭ：「……あ、そうだ。助けてもらったお礼にもうひとつだけ」

チコ：なにっすか？

ＧＭ：「この街道を道なりに進んでいくと、二～三日でバウエストンという名前の町にたどり着くんだ」

ヒルダ：バウエストン？

ＧＭ：「うん。そこにいる領りよう主しゆが困っているはずだから、『従兄いとこのことで力になる』って言って協力してあげると、この先、お姉ちゃんたちの助けとなってくれるはずだよ」

ギデオン：そのバウエストンとやらは、どの王国の領りよう地ち？

ＧＭ：レイウォールです。

ヒルダ：通り道みたいだし、行くだけ行ってみようか。

リージュ：そうですね。ご助言、ありがとうございます～。

ギデオン：俺は「こんなやつの言うことなんか信じないぞー」というけど、他に行く当てがないので結局賛成する。

チコ：複雑なオヤジ心っす（笑）。

ＧＭ：マーリンはリージュに、「予言、だよ。お姉ちゃんたちもがんばってね！」と言うと、「それじゃあね～！」と手を振ふってその場から去っていきます。

チコ：さよーならーぁっす！

ヒルダ：……不思議な子だったな。

ギデオン：ふん。なんだかまたあいつとは出会いそうな気がするぜ。

ＧＭ：とまあこんなところで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆予言者と二本剣の男




ＧＭ：……さて、ここでマスターシーンを挟はさみます。

一同：おや？




　マーリンは丘おかの上に立っていた。

　眼がん下かに見えるのは、先ほどまで自分が通ってきた街道。

　賑にぎやかに歩いて行くヒルダたちの姿すがたが、遠くに見える。

「…………」

　無言で眺ながめていたマーリンの肩が、ふいに叩たたかれた。

「よぉ、やっと見つけたぜ」

　マーリンに話しかけたのは、剣を二本背せ負おった大おお柄がらの男。

「俺の名は、〝ツインブレイド〟のマーカス。

　旅の予言者よ、お前に聞きたいことがある」

「何かな？」

　大柄の剣けん士しに臆おくした様子もなく、マーリンは軽く首を傾かしげる。

「あの男と戦うためには、どうすればいい？」

「うーん。そうだねえ……」

　マーリンはしばらく考えたあと、街道を行くヒルダたちを指さす。

「彼かの女じよたちについていけば、目的の人物と会うことができるんじゃないかな？」

「ふぅむ、参考にさせてもらおうか」

　マーカスと名乗った男は、ニヤリと楽しげな笑えみを浮うかべると、いずこかへと去っていったのであった。




ギデオン：なんだなんだ？

ヒルダ：うーん……なにか一ひと波は乱らんありそうだな。

ＧＭ：では次のシーンに移うつります。







◆Middle 03◆女おんな領りよう主しゆの願い




　街道を旅してバウエストンにやってきたヒルダたち一行。

　この町の領主が困っていると言うが……。




ＧＭ：では、次のシーン。みなさんは、バウエストンにたどり着きました。

リージュ：わ～、これが町というものなんですね～！

チコ：わ～い！　これであったかいご飯にありつけるっす！

ヒルダ：迷まい子ごにならないように、ちゃんとついてきてね？

ギデオン：おいおい、お前たちあまりにも無警戒過ぎるだろ。いつフェリタニアの兵隊に見つかるか分からないんだからな？　そこんところを忘れるな。

チコ・リージュ：は～い♪

ギデオン：ＧＭ、それで、バウエストンってどんな感じの町？

ＧＭ：レイウォールの地方都市で、領主は城しろに住んでいます。町はそこそこ活気があって賑やかですが、とりたてて珍めずらしい何かがあるわけでもありません。

ヒルダ：普ふ通つうの町ってこと？

ＧＭ：はい。
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ヒルダ：何か、今までの話を聞く限かぎりだと領主が困っているようには思えない……。

ギデオン：そこはほら、従兄がどうこうってやつだろ？

ヒルダ：それはそうなんだけど。

ギデオン：それより、まずは宿探さがし……って、俺ら金あるのか？

ヒルダ：（ギルドシートを見ながら）……ちょっぴり（笑）。

ギデオン：ちっ。この先のことを考えると、先立つものを用意しないといかんな。

ヒルダ：この町の領主のところに行けば、寝ね泊とまりする場所くらいは提てい供きようしてもらえるんじゃないかな？

チコ：了解っす！　わ～い、お城お城～！

リージュ：お城お城～！

ヒルダ：……チコ、リージュ。私と手を繋つなごう（笑）。

チコ・リージュ：は～い♪

ギデオン：……仲良いな、お前ら。

ヒルダ：だって……このまま目を離はなすと目的地に着く前にトラブルが起こりそうな予感がするから（笑）。

ギデオン：ごもっとも（笑）。

ヒルダ：さぁ、領主が住んでる城に行こう！




　という感じで領主の住む城までたどり着いた一行。




ＧＭ：領主の住んでいるという城は、それなりに年季の入った立派な城で、城じよう門もんの前には衛えい兵へいたちが立っています。

チコ：ほえ～！　なんか気き後おくれするっす……。

ギデオン：……ここまで来てなんだが、俺たちこのまま捕まったりしないだろうな？

チコ：町には手配書が貼ってあったりとかしてなかったすかね？

ＧＭ：そういう様子はありませんでした。

チコ：なら、とりあえず兵隊さんに話しかけてみるっす。リスクはあるけど、とりあえずおおっぴらに捕まえる気はないみたいだから、賭ける価値はあるっすよ。

ギデオン：でも、兵隊たちにだけこっそり手配書が回っているかもしれないだろう？

チコ：そのときは逃げるっす。一般人に手配書が回っていない今のうちがチャンスっす。

リージュ：チコちゃん頭いい！

チコ：軍師ですからー!!（笑）

ギデオン：チコの理屈に反論できないので「ちっ！」と舌打ちをします。

チコ：おっちゃんは本当に大人げないっす（笑）。

ヒルダ：衛兵に声をかけます。あの、すみません。

ＧＭ：衛兵はあなた方を見て「何かご用ですか？」と不思議そうな顔をします。

ヒルダ：領主にお取り次ぎを。「従兄のことで力になる」とお伝えいただければ、お分かりになるはず。

ＧＭ：衛兵のひとりは怪け訝げんそうな顔をしたあと、「話が分かりそうな者に伝えてくる。少々お待ちを」と言って、城内に引っ込みます。

ヒルダ：……こんなんで、本当に大だい丈じよう夫ぶか？

ギデオン：大丈夫じゃないかな。

チコ：今度はおっちゃんが楽観的になったっす。

ヒルダ：何を根こん拠きよにそう言うんだ？

ギデオン：衛兵が偉えらそうじゃなかっただろ？　こういうモラルの高い城の領主なら、酷ひどいことにはならないさ。

リージュ：なるほどー。

ＧＭ：さて……しばらく時間が経過して、やがて眼鏡めがねをかけた生真面目きまじめそうな青年と、どことなくだらけた感じの戦士風の青年が、城の中から出てきました。

ヒルダ：おや？

ＧＭ：その青年は言います。「領主がぜひお話をうかがいたいと言っています。中へどうぞ」

チコ：おや。お付きの人っすかね？

リージュ：は～い、付いていきま～す♪

ＧＭ：みなさんは城の通用門まで連れて行かれると、そこから人があまり通らなそうな裏うら庭にわなどを通ることになります。

チコ：な、何で裏道っぽいところに通されてるっすか!?

ギデオン：大丈夫。俺を信じろ。

チコ：おっちゃんを信じる方が不安っす。

ギデオン：ええい！　その帽子の下がどうなっているか、今確かく認にんしてやる!!

ヒルダ：ちょっと！　こんなところで何をやってるんだ!!

ＧＭ：ギデオンたちの様子を見ながら眼鏡の青年は「どう対たい処しよすればいいのだろう？」みたいな憮ぶ然ぜんとした顔をしてます（笑）。

ヒルダ：ああっ！　ご、ごめんなさい！　気にしないでいただきたい!!

ＧＭ：青年は無言のまま、みなさんを建物の中へ通します。

ヒルダ：よかった～。事じ情じようを深く聞かれなくて。

チコ：お城の中はどんな感じっすか？

ＧＭ：立派な造りですが華か美びな感じはしません。

チコ：質しつ実じつ剛ごう健けん？

ＧＭ：そんな感じです。ところどころに警けい備び兵へいが立っていたりしますが、戦争は終結してますので、ピリピリしたムードはありません。

ヒルダ：なるほど……。

ＧＭ：やがて、みなさんはひときわ立派なドアの前まで通されました。眼鏡の青年がドアをノックして「お連れしました」と言うと、中から「どうぞ、お入りください」と少女の声が返ってきます。

一同：少女？

ヒルダ：……なんか怪あやしいけど……ここまで来たら逃にげられない（笑）。

リージュ：あたしは気にせず「失礼しま～す♪」と中に入りますよ～。

ＧＭ：みなさんが部屋に入ると、ひとりの少女が事じ務む用ようのデスクに着いて、みなさんを待ち受けています。年ねん齢れいは二〇歳よりは若わかく一七～一八歳くらいに見えますね。

ギデオン：一八歳？　ずいぶんと若い領主だな……。

ヒルダ：この大陸の王様はもっと若い人たちばかりですけどね（笑）。

ＧＭ：そして、その少女の左側に、軍ぐん師しっぽい白はく髪はつの老エルダナーンが立っています。

ヒルダ：あっ！（プレイヤーが素で反応した）

ギデオン：なるほど。きっと、ピアニィとナヴァールみたいな間あいだ柄がらなんだろうなぁ。若き女主人と、それに仕える頭ず脳のう派はの参さん謀ぼう。

ヒルダ：え、ええと……（なぜかプレイヤーが逃にげ腰ごし）。

チコ：それで、領主さんはどんな外見なんすか？

ＧＭ：そうですね～。金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、白い花が添そえられたカチューシャが印象的です。イラストはこんな感じ。




　ＧＭがイラストの打ち出しを出した途と端たん、机つくえに突つっ伏ぷす渋しぶ沢さわさん。




ヒルダ：いや～！　やっぱりその絵なの～!?（じたばた）

ギデオン：どうした？

チコ：ヒルダお姉ちゃん……というより、渋沢さんが悶もだえてる？

ＧＭ：金髪碧眼の若い女領主は、ヒルダたちを見てニッコリと笑いかけます。「ようこそ、バウエストンへ。私はこの地方の領主、リディル・バウエスです」
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一同：バウエス～っ!?（笑）

チコ：ひょっとして……ベルフトの血けつ縁えんキャラっすか!?（笑）

ギデオン：しまった！　町の名前を言われたときに気がつくべきだった！

リージュ：ＧＭがさりげなく口にしてたから、スルーしました～。




リディル・バウエス

『ゲーマーズ・フィールド』誌しに掲けい載さいされた『アリアンロッド・サガ・イフ』というリプレイに登場したＰＣ。プレイヤーは藤井忍ふじい・しのぶ（つまりＧＭ）。

　もっともドラゴンブックのリプレイの読者には、ピアニィの兄、大陸最強と呼よばれた猛もう将しようベルフト・バウエス・レイウォールの従妹と説明した方がピンとくるでしょう。




ヒルダ：そして、私（渋沢）がイラストを担たん当とうしたキャラです……。

リージュ：だから悶えてたんですね～（笑）。

ヒルダ：うん。てか、さっきの案内人は、『イフ』に出てきたカルロスとバヤンでしょ!?
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　この回のリプレイ収しゆう録ろく時じにはまだ『アリアンロッド・サガ・イフ』は公開されておらず、このキャラクターたちを知っていたのはＧＭと渋沢さんだけだったのです。




ＧＭ：はい。それはともかくこのリディルという少女がこの町の領主なのだそうです。ここでヒルダは【知力】の判はん定ていをしてください。難なん易い度どは10。

ヒルダ：（ダイスを振る）成功です。

ＧＭ：では、ヒルダはリディル・バウエスの名前を知っています。

ヒルダ：あ、そうなんだ。

ＧＭ：ヒルダはグラスウェルズで良家の養子として育ちましたからね。レイウォール王国第二王子ベルフト・バウエスの従妹いとこの名前を覚えていたとしても不思議はない、ってことで。

ヒルダ：そうですね。年齢も近いので、お義父とう様さまから噂うわさは聞いていたことにします。その方が、話が早い（笑）。

ギデオン：俺はさすがにピンとこないだろうなぁ。レイウォール暮ぐらしが長いから、バウエスという家名については知ってるだろうけど。

チコ：オイラは地方領主の名前すべては覚えてないっすよね～。

ヒルダ：「突とつ然ぜんの訪ほう問もんにもかかわらず、お時間を作っていただけて光栄です」ときちんと挨あい拶さつをしておきましょう。

ＧＭ：リディルは「そんなにかしこまらず。私はまだまだ若じやく輩はい者ものです。さぁ、ソファーにお座すわりになって、楽にしてください」と来客用のソファーを勧すすめます。

ヒルダ：「では、お言葉に甘あまえて」と腰こしを下ろしましょう。

チコ：こんなに綺き麗れいなお姉さんが領主なんて、すごいですね～！（キラキラ）

リージュ：素す敵てきなお城ですね～♪（キラキラ）

ＧＭ：「あ、ありがとうございます。……ええと」とリディルは困った顔をしていたのですが……。

一同：が？

ＧＭ：リージュの顔を見ると、しげしげとそちらを見つめます。

一同：なんかヤバイ!?

ヒルダ：は、話を進めましょう！　「従兄のことでお困りになっているとお聞きしました。そのお力になれると思い、こちらへ参りました」

ギデオン：……ちょっと待て！　お困りな従兄って!!

ヒルダ：……あ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああ!!　こっちも墓ぼ穴けつだったぁ!!

チコ：あ、そうか従兄って！




ベルフト・バウエス・レイウォール

　大陸最強と呼ばれる武人。レイウォール王国第二王子でピアニィの兄。帝紀八一三年の竜輝石戦争でピアニィに敗れ、現在幽閉中。
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ＧＭ：「どうやらこちらの事情は察していらっしゃるようですが、きちんと説明をしておきましょう」と言うと、リディルは従兄であるベルフト・バウエスについて語り出します……。




　ベルフトは現げん在ざい反はん逆ぎやく罪ざいで囚とらわれている。

　今のところ生かされているが、今後処しよ刑けいされてしまうかもしれない。

　レイウォールの王位継けい承しよう者しやだったピアニィに牙きばを剥むいたことは承しよう知ちしているが、それでも、幼おさなきころは師しと仰あおいでいた従兄が殺されてしまうのは、どうにも忍しのびない。

　この地に住まう領りよう民みんたちを危き険けんな目に遭あわせたくはないが、どうにかしてその身を救えないものかとずっと思っていたのだ、と。




ギデオン：なんてこった!!　ベルフトと言ったらバリバリの反逆者じゃないか!!　とんでもない大おお事ごとに巻まき込まれちまった!!

チコ：おっちゃん、落ち着くっす。

ギデオン：で、俺は言う。「ちくしょう！　だから俺は危あぶないから城に入るのは止やめようって言ったんだ!!」

一同：言ってない！　っていうか大丈夫って言ってた!!（笑）

ギデオン：はい、ツッコミありがとうございます。




　見事な小こ者もののロールプレイです、菊きく池ちさん。




ヒルダ：……気を取り直してリディルに言おう。お身内を亡なくされたくないというお気持ち、お察しいたします。

リージュ：そうですね～！　それは阻そ止ししなければいけません～！

ギデオン：一応聞いておくが、何を阻止しなければいけないって？（笑）

リージュ：当然、処刑を阻止、ですよ～！（笑）

ＧＭ：ここでリディルは改めてリージュを見て、「……失礼ですが、以前どこかでお会いしたことがありませんか？」と首を傾かしげながら言います。

ヒルダ：き、き、気のせいですよっ！（笑）

ＧＭ：「そうですか？」

リージュ：はい！　お初にお目にかかります、リージュと申しま～す♪

チコ：オイラはチコっす！

ギデオン：これはリディルに対して名乗る流れか？　それなら、「俺はギデオンだ」とだけ言っておく。

ヒルダ：ちゃんと名乗って、信しん頼らいを得ておきましょう。「私はヒルデガルド・ゴーダと申します。名乗るのが遅おそくなってしまって申もうし訳わけありません」

ＧＭ：リディルは「ゴーダ？　グラスウェルズ王国の元軍師である、オスウィン・ゴーダ伯はくのお身内の方でいらっしゃいますか？」と、驚おどろいた顔をします。

ギデオン：よし！　相手も驚いたからこれで引き分けだ。

チコ：何の勝負っすか！（笑）

ヒルダ：リディルに言います。はい、オスウィンは私の義父ちちです。

ＧＭ：すると、リディルの側そばで控ひかえていた老エルダナーンの軍師が「なるほど。世が世なら、雌し雄ゆうを決する戦いをせねばならぬところでしたな」と呵か呵かと笑います。

ヒルダ：ぐ、グレイかぁ！（笑）




グレイ・ウォーデン

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』に登場したエルダナーンの軍師。プレイヤーは鈴吹太郎。メタ会話を連発するので「メタメタ軍師」の異い名みようを得ました。
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ヒルダ：お互たがいに矛ほこを交えるようなことにならず、ある意味よかったのでしょう。今は、こうして協力者として参じましたので。

ＧＭ：「そうですね。グレイさん、ヒルダさんたちに詳くわしい説明を」と言うと、老エルダナーンの軍師が頷うなずきます。「では、軍師たるワシから現げん状じようを説明しようではないか」




　グレイが説明したのは以下のようなことだった。

　ベルフトはまだ処刑されておらず、レイウォール王国国王代理となったステラの生家がある、ヴェレンガリア領の山中にある座ざ敷しき牢ろうのような場所に幽ゆう閉へいされている。

　リディルを含ふくむバウエス家の人間ならびに関係者は、近づくだけで警けい戒かいされてしまい、差し入れを持っていくことすら叶かなわない。

　歯がゆい気持ちでいたところ、旅の予言者が「キミたちには素敵な協力者が現あらわれ、従兄の問題を解かい決けつしてくれるだろう」と告げたのだという。




チコ：マーリンはここにも出しゆつ没ぼつしてたんすね～。

ヒルダ：でも、ベルフト救出を手伝えば、強力な協力者が得られそうな気がしてきた！

ギデオン：俺も同じことを考えてた。あとでこっそり打ち合わせをしようじゃないか（笑）。

ヒルダ：そうだな、今ここで話す事こと柄がらじゃない（笑）。

ＧＭ：リディルが「どうなさいましたか？」と首を傾げます。

ヒルダ・ギデオン：いいえ、何でも！（笑）

リージュ：「リディルさんのお力になりますよ～！」って言っちゃっていいですよね？

ヒルダ：うん、いいと思う。

チコ：胸をドンと叩たたいて、「オイラたちに任まかせておいてくださいっす！」と言うっす！

ＧＭ：リディルはパッと笑顔になり、「ありがとうございます！」と頭を下げます。

ヒルダ：そ、そんな、お顔をお上げください！

ギデオン：しかし、協力するといっても……。

ヒルダ：幽閉場所のことを、もうちょっと詳しくお話を聞かせてください。

チコ：あ、それは確かに！　リディルさんはそれなりの身分っすから、きっとそれなりに情じよう報ほうは掴んでるっすよね？

ＧＭ：はい。リディルはあらかじめ調べておいたのであろう情報を教えてくれます。




　リディルの情報をまとめると次のとおり。

　ヴェレンガリアの人里離れた屋や敷しきにベルフトは幽閉されている。

　屋敷には近づけるが、そこからはとてもガードが堅かたい。

　チェックシステムがあって、限られた警備兵を除のぞくと。ピアニィかナヴァールが同行しない限り中には入れないと。




ＧＭ：グレイは「何しろ、ワシらのギルドは10レベルの《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使えるのだが、それを使っても誤ご魔ま化かせぬほどのチェックシステムなのだよ」と言います（笑）。

チコ：グレイさん、それはメタ発言すぎるっす！（笑）

ヒルダ：これがメタメタ軍師！（笑）

ＧＭ：「だからこそ、お主たちに依い頼らいしたいのだよ」とグレイ。

ヒルダ：な、なぜ？

ＧＭ：「そちらのお嬢じようさんなら、おそらくチェックシステムを突とつ破ぱできるじゃろう」とグレイは言います。

ギデオン：なるほど！　実は最初からそのつもりだったな（笑）。

ＧＭ：グレイは笑いながら言います。「マーリンという予言者が、ピアニィに生き写しの少女が現われるからその連中に依頼しろと言っていたのでな。実のところ信じてはいなかったのだが、実じつ際さいにお主たちが来たのでな。賭けてみる気になったというわけじゃよ」

ヒルダ：そんなうさんくさい話で危険を冒すなんて……。

ギデオン：ここはヒルダの発言をさえぎって口を出すぞ。……なあ、もしそのチェックシステムとやらを突破できなかったら、逃げても文もん句くは言わないよなあ？

ＧＭ：……というと？

ギデオン：まず状じよう況きようを冷静に考えてみろ。この依頼を断ことわったら……俺たちどうなると思う？

一同：あ……。

チコ：さっき話題になったとおり、ベルフトさんを助けるのはピアニィに対する反逆っす！

ヒルダ：それを聞きいた以上……。

ギデオン：な？　もうこの話を聞いた時点で選せん択たく肢しはなかったんだよ。

一同：…………。

ギデオン：それにだ。もしベルフトを助け出すことができたら、そのときは俺たちにも大きなメリットがある。

ヒルダ：メリット？

ギデオン：前回言ってたよな？　革かく命めいを起こすって。

リージュ：確かに言っていましたが……。

ギデオン：今のピアニィ体たい制せいをくつがえすのは大変だ。不ふ可か能のうといってもいい。しかし、それを可能にするだけの武ぶ力りよくの持ち主が、この世にひとりいる。

チコ：それはベルフトさんのことっすね！

ヒルダ：確かにベルフトを脱だつ出しゆつさせれば、それだけで大陸の情じよう勢せいが変化するだろうな。

ギデオン：だろう？

ヒルダ：でも、もし助け出せなかったら？

ギデオン：今と変わらん。もちろん無事に逃げられたらの話だが。

ヒルダ：あれ？　……本当に？　もしかして私騙だまされてない？

チコ：確かにフェリタニアから逃にげ回まわるという状況に変化はないっす！

ヒルダ：どうするリージュ？　この依頼。一番危険なのはピアニィにそっくりなあなたであることは間ま違ちがいない。

リージュ：あたしとしては……従兄を心配するリディルさんの力になってあげたいです。

ヒルダ：リージュ……いい子だ。

リージュ：それにもし正体がばれても、そのときは……（魔導銃を構かまえるポーズ）。

一同：ひょっとして戦いたいだけかーっ！（爆笑）

ＧＭ：リディルは苦く笑しようしながら「それでは、お願いしますね。私どももできる範はん囲いでお手伝いいたしますので」と言います。

ヒルダ：できる範囲？

ギデオン：……あ、そうか。もしかしてリディルに《偽装情報》使ってもらえば、俺たちも変へん装そうできるとか!?

ＧＭ：はい。以前、別のリプレイで《偽装情報》で別のＰＣに変装するという裁さい定ていをしていた例に準じゆんじて、みなさんはピアニィとナヴァール以外なら別人に変装が可能とします。

チコ：そういえば『無印』四巻かんでアルとピアニィが《偽装情報》を使ってゼパとカテナに変装してたっす！
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ギデオン：じゃあ、リディルに《偽装情報》を使ってくれるように頼もう。演えん出しゆつとしては救出作戦のために、変装用の衣い装しようを用意して欲しいんだが、と言う。

リージュ：きくたけさん演出が細かい！

ギデオン：ふふん、俺はメタメタ軍師とは違うのだよ！（笑）

ＧＭ：「分かりました。すぐに用意させます」とリディルが答えたところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 04◆ピアニィご一行様に変へん装そう！




　ヒルダたちの目の前に、数え切れないほどの衣い装しようが並ならんでいる。

　───変装用の衣装を用意して欲しい。

　ギデオンの頼たのみに、リディルが答えた結果である。




ＧＭ：では、シーンは先ほどの続き。場所は城内にある衣装室になります。

ヒルダ：はい。

ＧＭ：リディルが《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使った結果、サガシリーズに登場したキャラクターの衣装をズラっとひととおり用意しました。「さぁ、お好きなものをお使いください」（一同笑）

ヒルダ：まず、リージュはピアニィが着ている赤い衣装だね。

ＧＭ：改めて言っておきますが、リージュには《偽装情報》がかかりませんよ。

ヒルダ：うん、分かってる。これはあくまで演えん出しゆつ（笑）。

リージュ：じゃあ、着き替かえますね～！　んしょっと♪

ヒルダ：髪かみ型がたもピアニィとそろえないと。私わたしが結ゆい直してあげる。

リージュ：は～い♪　お姉様、お願いしま～す。

ヒルダ：（結い直して）……お、おそろしいくらいに似にてる！　となるんですね（笑）。

リージュ：それから、いつも連れてるペットのヤンヤンがいないと変に思われるんじゃないでしょうか～（チコを見ながら）。

チコ：さ、さすがのオイラも、リージュお姉ちゃんの肩かたには乗れないっすよ！（笑）

ＧＭ：するとリディルが「では、私がヤンヤンのぬいぐるみを今夜中に作ります♪」と言ってくれます（一同笑）。

ヒルダ：そんなことできるんですか！

ＧＭ：「我わがバウエス家は代々手芸が得意なことで有名でして」

チコ：あ、ベルフトさん以外も手芸が得意なんすか！

ギデオン：さすがはベルフトの従妹いとこ（笑）。




　なお、この設せつ定ていの元は『無印』シリーズで「ベルフトは手芸が得意」と言い出した大おお竹たけさんの発言を、菊池さんが拾ったことに始まります。




ヒルダ：さて、まず私はどうしよう？

チコ：せっかくだから、フェリタニア第一の騎き士し、アル・イーズデイルさんの衣装がいいと思うっす！

ヒルダ：そ、そう……？（笑）

チコ：ピアニィさんの隣となりには、騎士のアルさんがいるべきっすよ！（力説）

ギデオン：男だん装そうの麗れい人じんか、これはいい！　是ぜ非ひ、ヤトさんに絵にしてもらおう！

ヒルダ：ま、まぁ、チコの言うとおりだな。分かった。私はアルの衣装を借りる。

チコ：その流れでいくと、オイラがベネットのコスプレをするっすね。……あんなにプロポーションよくないっすけど（笑）。

[image: ]

ＧＭ：「口調を『あっし～でやんす！』に変えて、三さん下した風ふうに振ふる舞まえばいいだけです」とリディルが進言してくれます。

チコ：ほえっ！　やれる気がしてきた、でやんすっ！（一同拍はく手しゆ）

ギデオン：まあ、元から三下系のキャラだと思うが……。

チコ：否定はしない……でやんす！（笑）むしろ光栄でやんす!!

ギデオン：ただ、ちょっと毒のあるキャラクターだけどな（笑）。

チコ：そこはちょっと否定したいっす……でやんす！（笑）

リージュ：チコちゃんがんばって！（笑）

ヒルダ：そして、最後にギデオンだけど……。

ギデオン：俺おれ？　俺はナヴァールに変装すればいいんじゃないのか？

ヒルダ：チェックシステムがあるから、ナヴァールには変装できないって言ってたじゃない。

ギデオン：そうだった！（笑）う、ぐぐぐ……。じゃあ、誰だれに変装すればいいんだ？　アンソンか？

ヒルダ：却きやつ下か（きっぱり）。何か、ついつい刺さしたくなりそうだし（笑）。

ギデオン：一いつ蹴しゆうされた……じゃあ、ツヴァイか？
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チコ：年ねん齢れい的てきに厳きびしいと思う、でやんす。

ギデオン：……な？　ちょっと毒のある毒どく三さん下しただ（笑）。

ヒルダ：なんか、新しいキャラのジャンルが誕生した？（笑）

ＧＭ：話を戻しまして……、みなさんがずらっと並んだ衣装を眺ながめていると、端はしっこの方に、ドラム缶かんのような着ぐるみが置いてあるのに気づきます。

一同：ドラム缶!?（笑）

ＧＭ：「ああ、これは、フェリタニアの特とく務む部隊の方を模もした着ぐるみでして。お名前はドラン・ベレレンとか……」

ギデオン：ドランかよっ！（笑）




ドラン・ベレレン

　『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズのＰＣ。エクスマキナという機械人間の種族なのだが、外見は手足の生えたドラム缶に酷こく似じしている。

　プレイヤーは菊池たけし。
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リージュ：素す敵てきな衣装！　ギデオンさんにはきっとこの衣装似に合あいます！（笑）

ギデオン：そ、そうか？　じゃ、じゃあ、試着くらいはしてみるか。……よいしょ（とりあえず着てみた）。

ＧＭ：すると、ドラム缶ボディに開いた穴あなから手足が伸のびたギデオンが……。

一同：…………。

ＧＭ：「まぁ、素敵！　あ、あの、語ご尾びにナリとかつけてくださいませんか？」と微笑ほほえみながらリディルが言います。

ギデオン：こ、こんな感じナリか？

ＧＭ：「すごい、本物そっくりです！　こんなにドランさんに似てる方はそうそういらっしゃいません♪」とリディル大絶賛（一同笑）。

ギデオン：ふざけんな！　どこが似てるんだよ!!

ＧＭ：リディルは「あなたはドランさんをご覧らんになったことはあるんですか？」とギデオンに訊たずねます。

ギデオン：そりゃあ、ないけどさ。

ＧＭ：「じゃあ、似ているかどうかはギデオンさんに判はん断だんできませんね」とリディル。

ギデオン：ガンガンガンガン！（壁かべに頭を打ち付けている）

ヒルダ：私、部屋の隅すみでぷるぷる震ふるえてます。わ、笑ったらギデオンに失礼だと思うんだけど、思うんだけど……。

ギデオン：どうしたナリか～？（ずーんずーんと近づく）

ヒルダ：ぶぶっ!?（堪こらえきれずに噴ふき出だした）

リージュ：ずるい！　その光景を想そう像ぞうするだけで笑っちゃいます！（笑）

チコ：こっち来ないで～、でやんす！（笑）

ギデオン：くっそ～！　みんなで『無印』のメンバーに変装だと思ったのに、俺だけこんなオチか！（わなわな）

ヒルダ・チコ・リージュ：あははは～！（大だい爆ばく笑しよう）

ギデオン：「あはは」じゃないっ！（笑）

チコ：……って、もしかしてマーリンが言っていた「ドラム缶に注意」って。

一同：ああっ！

ギデオン：まさか、このことだったって言うのか！

ヒルダ：予言が……当たった？

一同：…………。

ギデオン：そんなバカなー！　よもやそんなことがーっ!!




　少々騒然となるＰＣたち。




リージュ：でも、これは良かったじゃないですか。

ヒルダ：何が「良かった」の、リージュ？

リージュ：マーリンさんはあたしがピアニィさんに似ているから依い頼らいするといい、って言ったんですよね。だったらきっとチェックシステムを突とつ破ぱできるんですよ、あたしなら。

ヒルダ：……なるほど。何かもっと大きな罠わなに掛かかっているような気もするけど……今のところはこの選せん択たくしか取りようがない、か。

ギデオン：ふーむ。……ところで、ＧＭ。この後、俺らだけで会話するシーンを作って欲しいんだが。

ＧＭ：分かりました。そろそろシーンを切りましょう。リディルが「今こ宵よいはこの城にお泊とまりください」と頭を下げたところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 05◆現げん状じようを見つめ直して




　すったもんだの挙あげ句く、それぞれの変装衣装が決まったヒルダたち。

　しかし、すぐに出しゆつ立たつするわけにはいかない理由があった。

　救出作戦に移うつる前に、ギルドメンバーだけで大事な相談をしておかねばならなかったのだ。




ＧＭ：では、その日の夜になりました。城の一室を貸かしてもらい、みなさんはギルドメンバーだけで集まっています。

ギデオン：みんな素敵な衣装を着てる中、俺ひとりだけハリボテから顔出して状じよう態たいか……なんて世せ知ち辛がらい（遠い目）。

チコ：ギデオンのおっちゃんの衣装だって、ある意味素敵っすよ？（笑）

ギデオン：俺だけ素敵の意味合いが違ちがうわいっ！（笑）

ヒルダ：……さて、真ま面じ目めな話をしよう。ソファーに座すわって話そうか。

一同：はーい。

ヒルダ：まず、確かく認にん。私たちはフェリタニアに追われているから、後うしろ盾だてが必要って話はしたよね？

リージュ：はい。態たい勢せいを整えるためにも、拠きよ点てんが必要なんですよね？

ヒルダ：うん。ベルフト救出作戦が上手うまくいけば、ベルフトが味方になってくれるかもしれないし、リディルも私たちのスポンサーになってくれるかもしれない。そうすれば、かなり強力な後ろ盾と拠点が得られると思う。

リージュ：リディルさんはいい人そうに見えました。きっと、あたしたちの味方になってくれると思います。

チコ：まぁ、いい人過すぎて、何か足りてない気がするっすが。天然というか。




　チコちゃんマジ毒三下。




チコ：ベルフトさんを救出するなんて、危き険けんだっていう自覚が足りないと思うっす。

ヒルダ：チコちゃんの言うことは正しいと思うけど……。




　少し言いよどみながらも、ヒルダは言った。




ヒルダ：……身内の危き機きを救えないことほど、辛つらいことはない。私は、リディルの気持ちが理り解かいできる。

リージュ：そうでした。お姉様はお義父とう様さまを亡なくされているんでしたね～。

ヒルダ：うん。あんな辛つらい思い、他の人にはさせたくない。……できるなら、ね。

ギデオン：う、ううむ……。

リージュ：かよわいベルフトさんを、悪のピアニィの手から救出してあげましょう～！

チコ：……と、リージュはピアニィの格かつ好こうで言ったっす（笑）。

ギデオン：複ふく雑ざつな気持ちになるな、それ（笑）。

ヒルダ：ＧＭ、確認しておきたいんだけど……世間的にはベルフトはどんな目で見られているの？

ＧＭ：レイウォールでは猛もう将しようとして人気はあるんですが、国王の命令に逆さからってピアニィに刃は向むかった反はん逆ぎやく者しやですから、みな距きよ離りを置いています。また、グラスウェルズは何度も痛いたい目に遭あわされていますから、元より敵てき対たい心しんが強いです。

ヒルダ：そうだよな。それが一いつ般ぱん的てきな見方だ。

ＧＭ：しかし、レイウォール王国内では、未いまだにこっそりとですが尊そん敬けいの念を抱いだいている人も多いのです。

ギデオン：さもありなん。

チコ：つまり、さっきギデオンのおっちゃんが言ったとおり、ベルフトさんを逃にがすだけでピアニィ政せい権けんには大ダメージっすね。

ギデオン：まぁ、ベルフトを頭に据すえられれば、集まる人間も多かろう。それによって、また戦争が起こるかもしれないが、な。

ヒルダ：た、確かに、ベルフトを解かい放ほうするのは、新たな火種を生む結果になるかもしれない。

ギデオン：戦乱が起きればそれに乗じて偉くなることも……。あれ？　もしかして俺は四〇歳にして、サクセスストーリーに足をかけたのか。それはそれで燃もえるな！




「ぐっ！」とガッツポーズをとって燃える心象を表現する菊池さん。




チコ：ギデオンのおっちゃんが変な方向に盛もり上あがってるっす!?

リージュ：お姉様。サクセスできるかどうかはともかく、そうしないと、この大陸にあたしたちの居い場ば所しよがありません。

ヒルダ：……そうね、やるしかないんだな。ごめんなさい、弱気になってしまって。

ギデオン：そうそう。今回は「当面の居場所を確かく保ほするために、リディルに協力する」ってことでいいんじゃないか？

ヒルダ：うん、そうだね。

ギデオン：稼かせがなきゃ生きてけないからなぁ（しみじみ）。

チコ：……って、ドランの着ぐるみ着て言ってるんすよね？（笑）

ギデオン：そうだよ？（カクカクした動きをする）

ヒルダ：……ぶっ！　ひ、必死でビジュアル想像するの我が慢まんして、シリアスモードでがんばってたのにっ！（笑）

ギデオン：（素に戻もどって）俺だって恥はずかしいの我慢してるんだよ！（笑）

ヒルダ：だ、だって……絵にするとこんな感じでしょ？




　渋しぶ沢さわさん、シートの裏うら側がわにドランの着ぐるみの絵を描きはじめました。
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ギデオン：……革かく命めいだ！　このセッションのやり直しを要求する！（笑）

ＧＭ：それは困こまるので勘かん弁べんしてください（笑）。結けつ論ろんも出たようですので、ここでシーンを終了します。







◆Middle 06◆合がつ衆しゆう国こくの判断




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンを挟はさみます。

ギデオン：おや？　一体どんなシーンだ？




　帝てい紀き八一三年末ごろ。

　場所はフェリタニア合衆国の首都ノルウィッチ。

　王宮の会議室で、ナヴァールは重じゆう鎮ちんたちを前に議題を提てい示じしていた。

「ベルフト殿でん下かはピアニィ陛へい下かへ牙きばをむいた反逆者。処しよ刑けいが妥だ当とうと申す者もいるが、お優やさしい陛下は処刑するのは忍しのびないと仰おつしやる。みなは、この件けん、どのようにお考えか？」

　そのひと言で「処刑すべき！」「いや、ピアニィ様の意向を汲くむべきだ」と会議は紛ふん糾きゆうする。

　しばらく成り行きを見守っていたナヴァールだったが、話し合いが平行線を辿たどっているのを確認すると、傍かたわらで議事録を執とっていた、〝裏うら目め軍ぐん師し〟マルセルに声をかけた。
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「マルセル、お前はどうするのが妥当だと思う？」

　マルセルは眉み間けんに皺しわを寄よせ、きっぱりとこう言い切った。

「実の兄妹きようだいであるからこそ、情に流されぬべきだ。身内にだけ甘あまいようでは法の公正が保たもてぬ」

　しんと静まり返る会議室。

　ナヴァールはニコリと笑い、結論を述のべる。

「決まりだな。ベルフト殿下の処刑は行なわぬ。異い議ぎはありませんな？」

　重鎮たちが憑つき物ものでも落ちたかのようにうなずく中、マルセルだけが憮ぶ然ぜんとしていた。




ヒルダ：ナヴァール、酷ひどいっ！　最初からマルセルにそう言わせる気だったな！（笑）

ＧＭ：以上、「こんな理由でフェリタニア首脳部はベルフトが処刑されないことに不満を持たなかった」という説明のためのマスターシーンでした（笑）。

リージュ：マルセルさん、かわいそ～。でも、ありがと～！（笑）

ギデオン：本当はピアニィがベルフトを殺したくないってだけなんだが。

ＧＭ：でも、それだけならナヴァールが許すとは思えません。きっとなにか理由があるんでしょう。……そしてその理由はきっと『無印』で明らかになるんですよ、きっと！（笑）

ギデオン：なんか無茶振りが飛んできたー！（笑）

チコ：でもまあ、こういうことならプレイヤーとしても安心してベルフト救出に行けるっす！（笑）

ＧＭ：では、マスターシーンを終了します。







◆Middle 07◆リージュと不思議な装そう置ち




　一行は数日をかけてヴェレンガリア領りようへと向かった。

　ベルフトが幽ゆう閉へいされているその屋や敷しきを目指して。




ＧＭ：では、一気にシーンが飛びまして、場所はヴェレンガリア領の山中。ピアニィ一行に変装したみなさんは、湖上の島に建っている屋敷を眺めています。

ギデオン：あれがベルフトの幽閉場所か……。
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ＧＭ：そのとおりです。なお、一本の橋だけが、その屋敷へ通じる道となっています。

チコ：ベネットの格好をしたオイラは「なるほど。これじゃあ、どうやってもたどり着く前に不ふ審しん者しやは発見されるでやんすね」と呟つぶやくっす。

ＧＭ：では、みなさんは橋を渡わたって、屋敷へと向かいます。橋自体には特に何もありません。

ヒルダ：まぁ、この作りじゃあ、罠わなは仕掛けないでしょ（笑）。

ＧＭ：はい。ただ、さすがに、屋敷の出入り口のところには検けん問もんが設せつ置ちされていて、衛えい兵へいが立っています。

ヒルダ：リージュに耳打ちします。「ピアニィになりきって、兄に面会に来たって言うんだ」

リージュ：分かりました！　ここ数日練習したとおりにがんばりますっ！

一同：練習したんだ！（笑）

ＧＭ：では、衛兵がみなさんに気づいて、「おや？」という顔をします。

リージュ：（威い厳げんに満ちた声で）あたしはピアニィ・ルティナベール・フェリタニア、です。ベルフト兄様へ面会に参りました。

ギデオン：おお、素す晴ばらしい。声までも本物のピアニィみたいだな……ナリ（笑）。




　そりゃプレイヤーが同じですから（笑）。




ＧＭ：衛兵は「はっ！　遠路はるばるお疲つかれ様さまです！」と、ビシッと敬けい礼れいをします。

リージュ：いえ、お勤つとめご苦労様です♪

ＧＭ：衛兵は「陛下、まことに申もうし訳わけありませんが、いつものチェックをお願いいたします」と、傍かたわらの装置を指します。

一同：……装置？

ＧＭ：魔ま法ほう的てきな装置のようで、センサーがついています。「いつもどおり、お手をかざしてください」

リージュ：よ、予想外の展てん開かいです～!?

チコ：てっきり外見をチェックするんだと思ったのに！

ヒルダ：ここで慌ててもしょうがない。検けん査さに引っかかったら、私が退たい路ろを切り開くから、とリージュの背せを押おします。

リージュ：お願いします、と囁ささやき返して、装置の前に立ちます。……うわ～っ、ドキドキしてきました～！（笑）

ＧＭ：では、恐おそる恐おそるリージュが手をかざすと、装置が起動し、メーターが反はん応のうします。

リージュ：ゴクリ（固かた唾ずをのんで見守る）。

ＧＭ：カタカタカタ……ピー！　メーターは急きゆう激げきに上じよう昇しようし、ブツンと音を立てて、振ふりきれました（笑）。

一同：なんだその展開はっ!!（爆ばく笑しよう）

リージュ：あれっ？　判定もなしでクリアした!?

ＧＭ：「おお、今日も素晴らしい値あたい！　さすがは陛下！」

チコ：何これ!?　もしかして、殺意メーターっすか!?（笑）

リージュ：（威厳に満ちた声で）ええ。あなたにも殺意あれ♪

ＧＭ：……えー、すると「陛下！　私なぞにはもったいないお言葉！」「今日もがんばれそうな気がするぜ！」と衛兵たちはヤンヤヤンヤと盛り上がっております（笑）。

ヒルダ：あはははは！（笑い転げている）

ギデオン：え、ええと……何と言えばいいのか分からん（笑）。

リージュ：「では、参りましょうか。アル、ベネットちゃん、ドランのおじ様」と三人に声をかけま～す♪

ヒルダ：「お、おう」とリージュのあとをついていくけど、内心では、「いったい何の測そく定ていしてるんだ～!?」とドン引いてます（笑）。

チコ：あわわ、待って欲しい、でや～んす！

ギデオン：ナリ、ナリ、ナリ♪（←足音）

ＧＭ：そういうわけで、みなさんは屋敷の中に問題なく入れました。

ヒルダ：よ、よかったんだけど……なんだか釈しやく然ぜんとしない（笑）。

リージュ：は～っ、き、緊きん張ちようしました～！　何とか通つう過かできてよかったです～。

ヒルダ：がんばったね。お疲れ様、リージュ。

チコ：リージュお姉ちゃんのセリフに、衛兵さんたち、すごい喜んでたっすね（笑）。

リージュ：はいっ！　不思議ですけど、言葉が自然と口をついて出てきました～♪

ギデオン：……おい、あの装置、あからさまにオカシイだろ！（一同笑）

チコ：たしかに！　まさか殺意メーターなんてものがあるとは思わなかったっす！（笑）




　いや、ＧＭは殺意メーターなんてひと言も言っていないんですが……。




リージュ：すごいですよね～。もしかして、ピアニィさんが開発させたのかしら……？

ＧＭ：その辺はよく分かりません（笑）。なお、屋や敷しき内ないにはいくつも魔ま導どうセンサーつきの扉とびらがあるんですが、リージュが扉の前に立った途と端たん、ガーッと開いて難なんなく通れます（笑）。

ヒルダ：屋敷内にも、殺意センサー設置!?

チコ：すごい屋敷っすね～！（笑）

リージュ：リージュとしては簡かん単たんに突破できて大喜びですけど、プレイヤーとしてはどう反応していいやら困ってます（笑）。

チコ：部長が戸と惑まどっている間にも、無む情じようにも扉はドンドン開いていくっすね（笑）。

リージュ：リ、リージュに戻らなきゃ！　「お姉様、ドンドン扉が開いていきますよ～。さぁ、参りましょう！」

ＧＭ：何の障しよう害がいもなく、みなさんは屋敷の奥へと進むことができます。

チコ：屋敷の中に兵士とかはいないっすか？

ＧＭ：もちろん、巡じゆん回かいしている衛兵たちがいます。ですが、勝手に開いていく扉を見て、「さすが陛下。いつもどおりだ。素晴らしい！」と笑え顔がおを見せるだけです（一同笑）。

リージュ：（威厳ある声で）あなたに殺意あれ～♪（一同笑）

ヒルダ：「あなたに殺意あれ♪」じゃなーいっ！（笑）

ＧＭ：ベルフトが幽閉されている部屋の前にたどり着いたところで、シーンを終了します。







◆Middle 08◆闘とう志しを失った軍神




　ベルフト。

　アルディオン大陸最強と謳うたわれた男。

　一行は生ける軍神とまで呼よばれた人物がいる部屋の前に立った。




ＧＭ：ベルフトが幽ゆう閉へいされている部屋の前までみなさんがきたところからシーンをはじめます。ドアは閉とざされていますが、別べつ段だん、厳げん重じゆうに施せ錠じようされているわけでもありません。

リージュ：結局特に障しよう害がいもなくたどり着いちゃいましたね。

ギデオン：……これ、何かの罠わなじゃねぇだろうな？

リージュ：ここまできて悩なやんでもしかたありませんよ。

ギデオン：それもそうだ。こうなったら覚悟を決めよう。

リージュ：「ベルフト兄様、ピアニィが参りました～！」とドアをノックしましょう。

ＧＭ：「あぁ？　……まぁ、入れ」と男だん性せいの低い声が返ってきます。

リージュ：ほら、大だい丈じよう夫ぶそうですよ。入りましょ～！

ＧＭ：リージュがドアを開くと、その室内には所ところ狭せましと手て製せいの編あみ物ものが並ならんでいます。セーターやカーディガンなどの衣類はもちろん、窓まどにかかるレースのカーテンやクッションカバーもそうですし、床ゆかにはたくさんのあみぐるみが置かれております（一同笑）。

ギデオン：何だ、このファンシーな部屋は！（笑）
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ヒルダ：こ、これが、大陸最強と謳われた武ぶ人じんの部屋……？（笑）

チコ・リージュ：かわい～！

ＧＭ：ベルフトはみなさんを一いち瞥べつします。《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を見み破やぶれるかの判はん定ていをしましょうか。

ギデオン：まぁ、ファンブルを振ふらなければ失敗しないと思うんだが。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は１と２（一同爆ばく笑しよう）。

リージュ：すっかりやる気がなくなってる～!?（笑）

ＧＭ：ベルフトは「あ～、俺おれはもう何もする気がおきね～」という顔をしております（笑）。

ヒルダ：ちょっとー！　シナリオ集とかで見せてきたあの覇は気きはどこにいったの!?（笑）

チコ：ヒルダ姉ちゃんの発言がメタになってるっす（笑）。

ＧＭ：ここで問題です。仮にベルフトが本気で脱出を図ったら、それを止められる人はいるでしょうか？

ギデオン：ちょっといないだろうな。

チコ：……あ、そうか！　この依頼の最大の障害は。

ＧＭ：さすがは、軍師のチコ。もうお分かりのようですね。




　そう。実は侵入までのイベントはあくまで前振りのようなもの。

　本番はこれからなのです。




ＧＭ：というわけで、みなさんが目的を達成するためにはベルフトのやる気を出す必要があるのです。

一同：なんだとう！（笑）

ギデオン：くっそ、話がとんとん拍子にうまくいきすぎると思った！

ＧＭ：いわゆる正解は複数用意してあります。ささやかではありますが、一応伏線も貼ってありますので。

ギデオン：ささやかじゃなくていいのに（笑）。

ＧＭ：どの手段をとったかによって次回以降のシナリオを分ぶん岐きさせる予定ですのでよろしくお願いします。

ヒルダ：ま、まあベルフトと戦って勝てと言われるよりは。

リージュ：がんばりましょう♪




　ほんと、ここはがんばってください、と内心で応援するＧＭ。




ＧＭ：さて、ベルフトは言います。「ここに何をしに来た？　変へん装そうをしていても、お前たちが本物のアル・イーズデイルたちでないことくらい分かるぞ」

ヒルダ：リディルという名前に聞き覚えはありませんか？

ＧＭ：「俺の従妹いとこのことか？」と怪け訝げんそうな顔をします。

ヒルダ：はい。彼かの女じよの依い頼らいでお迎むかえに上がりました。我われ々われと一いつ緒しよにここを脱だつ出しゆつしてください。

ＧＭ：ベルフトは面めん倒どうそうに答えます。「俺はもうピアニィに負けたのだ。今さら俺に何を求めるつもりだ？」

ギデオン：殿でん下か、大たい衆しゆうはまだあなた様を求めているのです！

ＧＭ：「とりあえず、そこのお前、その馬ば鹿かげた着ぐるみを脱ぬげ。その格かつ好こうでは話にならん」とベルフトは言います（笑）。

ギデオン：ＧＭが着せるように仕向けたんじゃねーかっ！（笑）

ＧＭ：今のはベルフトのセリフですから（笑）。

ギデオン：くっそ～。……ヒルダ、チャックを下ろしてくれ。手が届とどかないんだ（笑）。

ヒルダ：しょーがない人だなあ。

ギデオン：バリバリバリ（←着ぐるみを脱いでいる音）　……あっ、尻しりの肉を挟はさんだ！　くっ、ちょ、超ちよう痛いたい！　助けて～！（爆笑）

ヒルダ：せいっ！（着ぐるみを裂さく動作）

ギデオン：ふぅ、助かった……。




　尻の肉を挟むロールプレイに、燃える男。菊池たけし。




ＧＭ：その様子を眺めていたベルフトは「……楽しそうで何よりだな」と生なま温あたたかい眼まな差ざしでみなさんを見つめ直します（一同笑）。

ヒルダ：だんだん、ベルフトが普通のいい人に見えてきた（笑）。

ギデオン：ベルフトはすっかり毒気が抜ぬかれたようだ。煽あおる方向での説得は無理っぽい。

ヒルダ：そうだな。じゃあ……。「リディルさんは、身内として、あなたの身を案じていらっしゃっています！　彼女のためにもこの屋敷から出てはいただけませんか？」

チコ：今度は情じように訴うつたえるすっね。

ＧＭ：ベルフトは言います。「リディルは、俺を気き遣づかうよりも、もっとすべきことがあるだろう。領りよう民みんを守り、バウエスの領りよう地ちを守る……」

ヒルダ：しかし、それでも心配するのが人の情というものです！

ＧＭ：「もし、俺がリディルの手によって逃とう亡ぼうしたとバレたらどうなる？　リディルを始めとしたバウエスの領りよう土どに住む民たみが危き機きに陥おちいるぞ？」

ヒルダ：うっ……！

ＧＭ：「リディルが率ひきいるバウエス家の軍もそれなりに強いが、フェリタニア合がつ衆しゆう国こく軍ぐんとやりあえるほどではない。あの地に無む益えきな血が流れるだけ。リディルがしようとしているのはそういうことだ」

ヒルダ：う！　ひ、否ひ定ていできない……。

チコ：ベルフトってもっと獰どう猛もうでガサツかと思ってたっすが、案外気の回る人だったんすね。

リディル：「気配りのベルフト」というあだ名もあるそうですから。




　そのあだ名は『無印』に参加していた大竹さんが付けたんですけどね。




ＧＭ：「お前らがフェリタニアに反旗をひるがえしたいというなら、俺ではなく、リディルに協力を頼むといい。我が弟で子しのわりにあれはお人ひと好よしだ。もしかすると、手助けしてくれるやもしれん」

ヒルダ：う、うう～ん。後うしろ盾だてになってもらうのは、確たしかに狙ねらってるんだけど……それはそれ、これはこれ！（笑）

チコ：ベルフトさんの解かい放ほうが先っすよね。さもないと、協力者にはなってくれなさそうっす。

ギデオン：お人好しであろうと、そこら辺の損そん得とく勘かん定じようはできるだろう？　……藤井さんの持ちキャラなんだから、多少は腹はら黒ぐろいはず（笑）。




　失礼な（笑）。




ヒルダ：この方向の説得も難しそうだ。

リージュ：じゃ、次は私が行きます。前回ダンジョンで手に入れた竜りゆう輝き石せきを、両手で掲かかげて見せながらベルフトさんに近づきますよ～。

ヒルダ：ほう！

ギデオン：そういう方向のアプローチもあったか！

ＧＭ：すると、やる気なくぼんやりと濁っていたようなベルフトの目に、光が宿ります。

一同：おお！

ＧＭ：ベルフトは竜輝石をリージュをジッと見つめたあと、ふと眉まゆをしかめます。

一同：おや？

リージュ：じゃあ、ここで声をかけます。……あ、あの、ベルフトさん！　本当に、あなたはもう何もすることがないと仰るんですか？

ＧＭ：「ずいぶんと余よ所そ余よ所そしい上に、俺をさん付けで呼ぶとは……お前、ピアニィではないのか？」と、ベルフトは問います。

リージュ：はい！　あたしはリージュ・フェア・リースと申します！

ＧＭ：「リージュ？　聞いたことのない名前だが、本当に我が妹にそっくりだな」

ギデオン：俺らのことは見み抜ぬいておいて、リージュの変装は今まで気づかなかったのかよ！

ＧＭ：リージュの変装は《偽装情報》で仕し掛かけたものではありません。なので先ほどの判定で見破ってはいなかったのです。

ヒルダ：なるほど。家族でもなかなか見分けがつかないくらい似ているんだな。

ＧＭ：ベルフトはポリポリと頭をかきながら言います。「てっきり本人かと思ったぞ。いや、どうも話の流れがおかしいとは思ったんだが」

ヒルダ：あ、確かにそうでした。

ＧＭ：ベルフトはピアニィに瓜ふたつなリージュに興味を持ったようで、「どこで生まれたんだ？　アヴェルシア王家の血を引いているのか？」と、彼の方から話しかけてきます。

リージュ：いえ、たぶんレイウォール生まれ……だと思います。詳くわしくは分かりませんが。

ＧＭ：「ほう、そうなのか。他人のそら似にで、ここまで我が妹に似るものなのか？」

チコ：……ベルフトさん、ただの親しん戚せきの兄ちゃんみたいになってるっす（笑）。

リージュ：世界平和研究所にいたころは、あたしはピアニィさんのことを知らなかったですから、似てるといわれてもピンとこないんですけど。

ＧＭ：ベルフトは「……世界平和研究所だと？」とリージュのセリフに反はん応のうします。

リージュ：は、はい。あたしの育った場所、です。

ＧＭ：「なるほどな。そういうことか」とベルフトは得心がいったという顔をします。

リージュ：え、え？
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ヒルダ：いったい、何だっていうんだ？

ＧＭ：ベルフトは「その竜輝石は世界平和研究所で手に入れたものだな？」とリージュに質問します。

リージュ：は、はい！

ＧＭ：「それで、その世界平和研究所はどうなった？」とベルフトは問います。

チコ：世界平和研究所なら、フェリタニア軍に焼かれたっす！

ギデオン：……と、俺たちは誤ご解かいしてるんだよな（笑）。まあ、実際に焼いたのはバルムンク・ノヴァの連中なんだが。

ヒルダ：我々はフェリタニアとバルムンク・ノヴァの関係もよく分かっていないからなあ。

ＧＭ：ベルフトは「どうやら、ここで編み物をしている場合ではないようだな」と呟つぶやいて、すっくと立ち上がります。

ヒルダ：これは……正解を引き当てたか!?（笑）

チコ：リージュお姉ちゃんさすがっす～！

リージュ：え、ええと……うん、褒ほめてくれてありがとう（笑）。

ＧＭ：「世界平和研究所が関かかわっているならば、ここまでピアニィに似た娘むすめがいるのも納なつ得とくできるというものだ。さぁ、外に出るとするか」

一同：やった～！

チコ：これでリディルさんの依頼が果たせるっす！

ＧＭ：では、ベルフトはチラリとリージュを見たあと、「リージュと言ったな。お前の出生については、自力で調べるがいい。俺から聞いたところで、何の力にもならん」と言います。

リージュ：え？　……は、はいっ、分かりました！

ＧＭ：「ただ、お前がこうして俺を訪たずねてきたということは、俺にもまだやるべきことが残っているということだ」と言うと、ベルフトは掃そう除じ用具入れを開けます。

チコ：掃除用具入れを？　どうしてっすか？

ＧＭ：箒ほうきとちりとりを取り出して、「何もないよりはマシだろう」と構えます（一同笑）。

チコ：剣けんと盾たての代用品としては、ずいぶんと頼りないっす！（笑）

ＧＭ：ベルフトが「さて、出るぞ」と部屋のドアを開けたところで、シーン終しゆう了りようとなります。




＊　　　＊　　　＊




ギデオン：そうか。竜輝石が正解のカギだったか。

ヒルダ：すっかり存在を忘れていた。

ＧＭ：竜輝石というか、リージュの生おい立たちがポイントでした。たとえば……「チコが頭に生えてるヒースの芽を見せる」というのも正解のひとつとして想定していたんですよ。

チコ：なんですとー！

ＧＭ：要するにそれぞれのＰＣが持っている生い立ちの設定に絡めて、それを明示すれば「それが理由だったことになる」ようにお話しを分岐させるつもりでした。

ギデオン：それって、たとえばチコが頭の芽を見せていたら、チコがヒロインになるようにストーリーが分岐したかも知れないってこと？

ＧＭ：そんな感じです。分岐するのは次のシナリオからですけどね。たとえばヒルダが「ゴーダ伯の仇かたきのアンソンを討うちたい」と言えば、そういう方向で進めるつもりでした。

ヒルダ：なるほどなあ……。

ギデオン：それでプリプレイで前の話のおさらいをしていたのか。

ＧＭ：そうですね。それも目的のひとつでした。

ヒルダ：うーん。このＧＭは油断も隙もない（笑）。

チコ：あ～あ。オイラ、ヒロインになりそこねたっす（笑）。

ＧＭ：まあ、リージュがお話しの中心になるのが一番ありえるだろうと想定してはいました。

リージュ：良かった、ヒロインからスピンアウトしなくて（笑）。

ＧＭ：順番の問題はありますけど、リージュ以外のみなさんの設定を無視するわけではありませんから。あくまで次のシナリオへの分岐です。

ヒルダ：それはそうでしょうね。私の場合敵討ちができないと困ってしまう（笑）。

ギデオン：……もしかして、ヒルダが正解を当てていたら、アンソンの容疑は晴れたとか？

ＧＭ：まあ、そうですね。ベルフトはバルムンクの陰謀を知っていますからね。

ヒルダ：その場合、打倒バルムンクという方にお話が進んだ可能性があるのか。

ギデオン：何だと！　アンソンの容疑を晴らし損そこねたかー!!（笑）

ＧＭ：ともあれ次のシーンに進みますよ。







◆Middle 09◆闘神、再ふたたび




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンです。

ギデオン：おや？




　ベルフトは廊ろう下かをズンズンと進んでいく。

「ベルフト殿下、どこに行かれるのです？」

　巡じゆん回かいをしていた衛えい兵へいたちが声をかけると、ベルフトはチラリと視し線せんを向けた。

「うむ。お前らには悪いが、外に出ることにした」

「何ですと!?」

　驚きよう愕がくしながら、衛兵たちは一いつ斉せいに剣けんを抜ぬく。

　箒ほうきを構えるベルフト。

「……思い起こせば、お前たちには世話になったな。

　無事でいるよりは、多少なりとも怪け我がをしていた方が、言い訳も立つだろう」

　ベルフトが箒を一いつ閃せんさせると、衛兵たちは一斉に吹ふき飛とばされ、壁かべに激げき突とつして気を失った。

　ベルフトは背はい後ごを振ふり返かえり、ヒルダたちに声をかける。

「ぐずぐずしている暇ひまはない。さっさと行くぞ」




ヒルダ：こ、これが大陸最強と謳うたわれた力……！

チコ：かっこいいっす！

リージュ：なるほど～、箒とちりとりは、ああいう使い方をするんですね～♪。




　違ちがいます。




ギデオン：しかし、これで俺らにも運が向いてきたって感じがしねぇか？

チコ：依い頼らい完かん遂すいできそうっすよね～！

ヒルダ：……だといいんだけど。

ＧＭ：衛兵は弓矢や魔導銃まで持ち出してベルフトを止めようとしますが、ベルフトは意にも介かいさずずんずんと進んでいきます。

リージュ：これだけ戦力差が歴然としていても、取とり押おさえようと衛兵はがんばってるんですね。さすがは我がフェリタニア合衆国軍♪

ギデオン：大竹さん、思考がピアニィになってる！

リージュ：はっ、しまった！（笑）

ＧＭ：では、みなさんがベルフトの後を追って屋や敷しきを出て。橋を渡わたり岸に到とう着ちやくしたところで、このシーンを終了します。







◆Middle 10◆〝ツインブレイド〟、現あらわる




　リディルからの依頼は成った。

　猛もう将しようは檻おりから脱出し、野に出ようとしていた。

　だが……。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ最後のシーンになります。先ほどのシーンの続きで、場所は湖のほとりです。

一同：はい。

ヒルダ：何とか無事に脱出はできたのね。

ＧＭ：一いち応おうは。

ヒルダ：一応？

ＧＭ：屋敷を抜けて、やれやれとみなさんがひと息ついたところに、人ひと影かげが現われます。

チコ：人影？　どなたっすか？

ＧＭ：剣を二本背せ負おった大おお柄がらの男で、みなさんは初めて見る顔です。

ヒルダ：もしかして〝ツインブレイド〟のマーカス？

ギデオン：マスターシーンに登場しただけだから、ＰＣには知る由よしもないんだがな（笑）。

ＧＭ：剣を二本背負った大柄の男は、ベルフトを見てニヤリと笑い。「さすがは予言者、だ。言うとおりにしてたら、お前と会うことができた」と言うと、剣を抜き、ベルフトに向かって高らかに宣せん言げんします……。




「俺は〝ツインブレイド〟のマーカス！　バルムンクを崩ほう壊かいさせた、その場を恨うらみ、晴らさせてもらうぞ！」

「……ふん」

　マーカスから殺意を向けられても、ベルフトは「その程てい度どか？」とでも言いたげに鼻を鳴らしただけだった。

「余よ裕ゆうぶっていられるのも今のうちだ！　こい、お前ら！　恨みを晴らすときが来た！」

　マーカスの言葉と同時に、彼かれの部下と思おぼしき者たちがザザっと現われる。




ヒルダ：もしかして、バルムンクという組そ織しきにとどめを刺さしたベルフトを倒たおすのが、マーカスの目的？

ＧＭ：そうです（笑）。

ギデオン：そういや『無印』六巻かんでは、バルムンク一二人衆のうち三人が、名乗る間もなくベルフトに斬きられてたな。ベルフトが恨まれるのもしかたない。




　その演えん出しゆつをしたのは菊池さんですけどね。




ヒルダ：ベルフト殿下、加か勢せいいたしましょうか？　と一応言ってみるけど……。

ＧＭ：「いや、手を出だすな。久ひさ々びさに肩かた慣ならしがしたい」とニヤリと笑います。

一同：おお！　カッコイイ！

ＧＭ：ベルフトはみなさんに「マーカスとやらの相手は俺がする。お前らは、あいつの部下どもを何とかしろ」と言って、マーカスと対たい峙じします。

ヒルダ：……心得ました！

ＧＭ：すると、マーカスの部下たちは、一斉にリージュの方に視線を向けます。

リージュ：あら？（首を傾かしげる）

ＧＭ：「お前を連れ帰れば、俺らだって、もっと上へのし上がれる！」「覚かく悟ごしろ！」「他の奴やつらは皆みな殺ごろしだ！」

チコ：すごい型どおりのセリフっすね（笑）。

ヒルダ：リージュには指一本触ふれさせない！

リージュ：お姉様たちは殺させませんっ！

ギデオン：ドロップ品を置いてとっとと立ち去りな！（笑）

ＧＭ：では、ミドルフェイズを終了し、クライマックスフェイズに移うつります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆湖こ畔はんでの戦い




　それは奇き妙みような対決だった。

　大陸最強と呼よばれた武ぶ将しようと名もない逃とう亡ぼう者しやたちが、アルディオン大陸で暗あん躍やくする秘ひ密みつ結社のメンバーとにらみ合っているのだから。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。みなさんは、バルムンク・ノヴァから我が身を守るために戦わねばなりません。

ヒルダ：ベルフトとマーカスの鬼き神じんのような戦いを横目で見ながら、私わたしたちは私たちなりの戦いをする、と？（笑）

ＧＭ：はい。

ギデオン：でも、いくらマーカスが強そうだとはいえ、ベルフトが相手じゃ、どう考えたって勝てないだろ（笑）。

チコ：なにせ大陸最強っすからねえ。

ＧＭ：はい。放ほうっておいても、ベルフトはマーカスを打うち倒たおすでしょう。

リージュ：じゃあ、ベルフトさんとマーカスさんの戦せん闘とうが終わるまで、あたしたちはただ持ちこたえてればいい？

ＧＭ：実はそのとおりです。

ギデオン：何だそりゃ（笑）。

ＧＭ：ただし、ひとつポイントがありまして。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：この戦闘で稼かせげる成長点やドロップ品は、当然ながら「みなさんが自力で倒たおした敵てきの分だけ」です。つまり、戦闘不ふ能のうに追おい込こんだ敵の数が少なければ少ないほど、キャラクターの成長が遅おそくなります。

ヒルダ：（表ひよう情じようを改めて）よし！　戦闘がんばろう！

チコ：ガッツリ稼ぐっすよ！（きりっ）

リージュ：あたしは実戦できるだけでワクワクです～♪（笑）。

ギデオン：やる気まんまんだね、君たち。

ＧＭ：バルムンク・ノヴァのサブリーダー格かくのバルムンク・ノヴァ副隊長は「ここで戦果を上げれば、俺おれもバルムンク・ノヴァ一六魔ま将しようの一員になれるかもしれん。丁度欠員が出たばかりだしな！」と意い気き揚よう々ようとしています（笑）。

リージュ：戦闘～、戦闘～♪（わくわく）

ＧＭ：「この女、俺らの話を聞いちゃいねぇ！」と副隊長が言います（笑）。

リージュ：前置きはいいですから、早く戦いましょうよ～♪

ヒルダ：そうだな。「リージュ、行くよ。いい？」と言って槍やりを構かまえます。

リージュ：はいっ、背せ中なかはお守りいたします～、お姉様！（魔ま導どう銃じゆうを抜ぬく構え）

ＧＭ：では、まずは配置から。みなさんで１エンゲージ。そこから５メートル離はなれた位置に、バルムンク・ノヴァ剣兵士たち４体が１エンゲージでいます。さらに、５メートル離れた位置に、サブリーダー格のバルムンク・ノヴァ副隊長がいます。なお、手前のバルムンク・ノヴァ剣兵士たちを倒さないと、バルムンク・ノヴァ副隊長のもとへはたどり着けません。
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ＧＭ：第一ラウンドのセットアッププロセス。まずは、ギデオン、チコ、何かございますか？

チコ・ギデオン：特になしっ！

ＧＭ：では、バルムンク・ノヴァ副隊長のセットアッププロセス。オリジナルスキルの《仲間召しよう喚かん》を使用して、自分がいるエンゲージに、バルムンク・ノヴァ剣兵士ＥとＦを呼よび出だします。この２体は、既すでに場に出ているバルムンク・ノヴァ兵士Ａ～Ｄと同じデータです。

チコ・リージュ：成長点が増ふえた♪

ギデオン：ドロップ品も増えるぞ！

ヒルダ：今回は儲もうけられそうね！




　敵の増ぞう援えんを知って嬉き々きとするＰＣたち。




ＧＭ：つ、次。リージュのセットアッププロセス。

リージュ：特にありません～。

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｆも特になし。

ヒルダ：私も特になし。

[image: ]

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。行動順になるので、まずは、チコとギデオンから。

チコ：ギデオンのおっちゃん、先に動く？

ギデオン：もしかしたら、チコが上手うまくバルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｄを一いつ掃そうして、俺が一気に副隊長のところへ行けるかもしれない。チコから動いていいぞ？

チコ：了りよう解かいっす。マイナーアクションは《マジックブラスト》、メジャーアクションが《ウォータースピア》で、バルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｄたちに魔ま法ほうの範はん囲い攻こう撃げき。

ＧＭ：では、水でできた槍がバルムンク・ノヴァ剣兵士たちに降ふり注そそぎます。まずは命中からどうぞ。

チコ：フェイトを１点使用。（ダイスを振ふる）命中は21っす。

ＧＭ：（ダイスを振る）う～ん、４体とも回かい避ひ失敗です。

チコ：ここでフェイトを１点使ってダメージダイスを増やすっす。（ダイスを振る）26点の〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージ！　１点でもダメージが通れば［放心］っす！　どうだ～っ！

ＧＭ：［放心］を受けたので命中判定で振るダイスが減ります。でも、まだ倒れません。

ギデオン：俺の番。ムーブアクションで、バルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｄのいるエンゲージに突入。メジャーアクションで《ワイドアタック》を使い、カタールとダガーの短たん剣けん二刀流で範囲攻撃。フェイトを１点使用して命中判はん定ていのダイス増やしておくか。（ダイスを振る）命中は20。

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、また全員回避失敗……！

チコ：《チェックメイト》！　（ダイスを振る）ダメージに14点上乗せっす！

ギデオン：《ピアシングストライク》でダメージを上じよう昇しようさせる。両手の短剣で敵を切り裂くぜ！（ダイスを振る）33点の物理ダメージだ。




　バルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｄを狙ったチコとギデオンによる攻撃。この時点で倒せれば、敵からの反撃を受けないので、ずいぶん展開が有利になります。しかし……。




ＧＭ：……【ＨＰ】が一桁けたになりましたが、ギリギリ耐たえましたよっ！（一同笑）

ギデオン：仕し留とめ損そこねただとっ!?（笑）

ヒルダ：ギデオン、ちゃんと相手の攻撃避よけてね？（笑）

チコ：だ、大だい丈じよう夫ぶ！　［放心］中だから、向こうが命中で振るダイス数は減へってるっす！

ギデオン：避けられる……といいなぁ（笑）。




　急に弱よわ気きになるギデオン。




ＧＭ：次は、バルムンク・ノヴァ副隊長。ヒルダたちのエンゲージに、マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ランドフィッシャー》。ヒルダたち三人の足あし下もとが割われ、陥かん没ぼつします。「後ろの三人、攻撃が来ないと思って油ゆ断だんしているなっ！」（笑）

チコ：そ、そんなことないっすよ！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は15です。なお、１点でもダメージが通った場合、［スタン］を食くらうことになります。

ヒルダ：［スタン］ってどんなバッドステータスでしたっけ？

ＧＭ：すべてのリアクションで振るダイスがマイナス１Ｄされます。自分がイニシアチブキャラクターとなったイニシアチブプロセスで回かい復ふくします。

ヒルダ：なるほど、それはイヤだなあ……。（ダイスを振る）回避失敗。

チコ：（ダイスを振る）回避失敗。

リージュ：（ダイスを振る）回避失敗です～。

ＧＭ：《カバーリング》はどうしますか？

ヒルダ：（少し考えて）う～。ダメージを二倍食らうと、私が倒れる気がする。ごめんね、今回はやめておく。

リージュ：大だい丈じよう夫ぶです～！　何とかなりますよ～！




《カバーリング》というスキルを使うことで、他のキャラクターを庇って、その分のダメージを引き受けることができます。ただし、この場合は同じエンゲージにいるヒルダ、リージュ、チコの三人に同じ攻撃が加わっているので、ヒルダがリージュを《カバーリング》すると、二回分のダメージを受けてしまい、ヒルダが倒れる可能性があるのです。




ＧＭ：了解しました。（ダイスを振る）おお、出目がいい。33点の魔法ダメージ。１点でもダメージが通れば、［スタン］状態になり、判定のダイスが１個減ります。

リージュ：《プロテクション》は誰だれに飛ばしましょう？

ヒルダ：悩なやましい……。たぶん、接敵して攻撃する私か、倒れると困こまる回復役のリージュ自身にかけるといいと思うんだけど。

ギデオン：リージュが残っていれば、《ファーストエイド》で戦闘不能から復ふつ活かつさせてもらえる。だから、ここはリージュ自身に《プロテクション》をかけた方がいいと思う。

リージュ：で、でも……それじゃお姉様が。

ヒルダ：気にするな！　リージュ、今は自分の身を守ることだけを考えて！

リージュ：わ、分かりました～っ。自分へ《プロテクション》。（ダイスを振る）ダメージを14点軽けい減げんします。

ヒルダ：［スタン］食らっちゃった。一時的にくらっと来るんだね？

ＧＭ：はい（笑）。

チコ：ほええ～、目が回るっす～（笑）。

リージュ：さて、あたしの番ですね。ここで［スタン］から復活（笑）。

ギデオン：回復早っ！（笑）

リージュ：向こうが範囲攻撃持ってるのが分かったので、ムーブアクションでエンゲージから離り脱だつ。一歩横に動きます～。

ヒルダ：ご、ごめんね～、盾たて役やくとして頼たよりないウォーリアで！

リージュ：そんなことないですよ？　前に出て戦うお姉様に、《ヒール》をかけます！　（ダイスを振る）20点回復です～。




　リージュが差し伸べた掌てのひらから柔らかな光がヒルダに向けて放たれる。すると、傷きずついたヒルダの身体からだがたちまち活力を取り戻していった。




リージュ：お姉様、ご武ぶ運うんを！

ヒルダ：ありがとう、リージュ！

ＧＭ：さぁて、こちらのバルムンク・ノヴァ剣兵士たちの攻撃です。

ギデオン：カモーン！　今回は華か麗れいに回避してみせるぞっ！（やる気まんまん）

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｄは、問答無用で目の前にいるギデオンに対して殴なぐりかかります。

チコ：しかし、オイラからの［放心］が効きいているはず！

ＧＭ：ええ、お陰かげで命中で振れるダイスが２Ｄに減っています。でも、クリティカルを出せば良いんですよ。まずはバルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ、（ダイスを振る）命中は18。

ギデオン：け、結けつ構こう高い!?　（ダイスを振る）14で回避失敗!?

ＧＭ：ダメージは、５Ｄ＋９点。（ダイスを振る）27点の物理ダメージです。

ギデオン：リ、リージュ、助けて～っ!?

リージュ：避けられると思ったのに～!?　ギデオンさんへ《プロテクション》！　（ダイスを振る）あ、あれ？　７点しか軽減できない!?（一同笑）

ギデオン：ダメージを14点受けた……。「い、痛いたい……」

ＧＭ：次は、バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｂの攻撃。（ダイスを振る）命中は14です。

ギデオン：３Ｄで９以上出れば避けられる。（ダイスを振る）19で回避成功！

ＧＭ：残念。今度は、バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｃ。（ダイスを振る）命中は16です。

ギデオン：（ダイスを振る）……14で回避失敗（一同笑）。

ＧＭ：じゃ、遠えん慮りよなくダメージいきまーす！（ダイスを振る）22点、物理ダメージです。

リージュ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）12点軽減です～♪。

ギデオン：ダメージは４点通った。

チコ：《プロテクション》の出目が悪くなければ、けっこう止められるっすね～。

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｄの攻撃。（ダイスを振る）命中は16です。

ギデオン：３Ｄで11以上……確かく実じつに避けるために、フェイトを１点使っておくか。（ダイスを振る）20で回避成功。

ＧＭ：う～ん、ここは畳たたみかけよう。バルムンク・ノヴァ副隊長の側に控ひかえていたバルムンク・ノヴァ剣兵士ＥとＦも、ギデオンに攻撃。このふたりはバッドステータス受けていませんから！

ギデオン：何だとっ!?

ＧＭ：まずは、バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｅが、ムーブアクションで、ギデオンのエンゲージへ突入。メジャーアクションでギデオンに攻撃。命中は３Ｄ＋８です。（ダイスを振る）よし、６がみっつ！　クリティカル♪

リージュ：藤井さん、すご～い！（笑）

ギデオン：まだ、俺がリアクションしてないよっ！（ダイスを振る）うう、回避失敗。

ＧＭ：もしかして、ギデオンを落とせるかも。ダメージは５Ｄ＋９点だったのが、クリティカルの効こう果かにより、８Ｄ＋９点に（一同笑）。

ヒルダ：ギデオン、今度は耐たえられないか？（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）あ、出目がよくないかな？　ダメージは31点です。

リージュ：ギデオンへ《プロテクション》。フェイトを２点入れて、万ばん全ぜんを期しましょう。（ダイスを振る）23点軽減！　「ギデオンさんへの愛をこめて、《プロテクション》っ♪」

ギデオン：２点しかダメージが通ってない！　これが大おお竹たけさんの逆ぎやく殺さつ意いかっ！

ＧＭ：逆殺意!?

チコ：殺意って言えばなんでもいい、ってものじゃないと思うっす！

ＧＭ：最後、バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｆ。ムーブアクションでギデオンのエンゲージへ突入。メジャーアクションで攻撃です。（ダイスを振る）命中は22です（笑）。

ヒルダ：ギデオン、３Ｄで17を出せば回避できるぞ！（一同笑）

ギデオン：そんな無茶なっ!?（ダイスを振る）19で回避失敗。３、足りなかった……。

ＧＭ：では、ダメージを算出。（ダイスを振る）32点の物理ダメージです。

ギデオン：さっきとほぼ同ダメージか！　俺の命、大ピンチ！

リージュ：《プロテクション》！　またフェイトを２点入れて、（ダイスを振る）18点軽減。

ギデオン：残りＨＰは12点！　な、何とか生いき延のびた～っ！（一同拍はく手しゆ）

ヒルダ：これ、ギデオンが敵兵に囲まれて、ボッコボコにタコ殴なぐりにされてるって感じ？

ギデオン：（タコ殴りにされているポーズで）わ、ちょ、おま、やめろっ!?（笑）

チコ：そして、オイラたちが「あ、死んだっすかね～？」って声をかけると。

ギデオン：「生きてるっつーの！」とボロボロになった俺が立っているのだ（笑）。

ヒルダ：そして、私の番。まずは［スタン］から回復。ムーブアクションで、ギデオンのエンゲージに突入。

ギデオン：まだダメージを受けてないバルムンク・ノヴァ剣兵士に攻撃してくれないか？　そうすれば、次のチコのメインプロセスで、倒せる敵の数が増えるはず。

ヒルダ：了解。マイナーアクションで《コネクトフォース》、メジャーアクションで《バッシュ》。対象はバルムンク・ノヴァ剣兵士Ｅ。（ダイスを振る）命中は16です。神しん竜りゆう王おうの力が宿った一いち撃げきを食らいなさいっ！

ＧＭ：こちらは、２Ｄで11以上を出さないと避けられません。（ダイスを振る）出目は６……と、３。回避失敗です。

ヒルダ：うわ、一いつ瞬しゆん、クリティカルで回避されたかと思った！　（ダイスを振る）ダメージは22点です。

ＧＭ：分かりました。「ふん、この程てい度どの攻撃なら、さほど痛くはないな」

ヒルダ：うう～っ！　やっぱり、私は出目が良くない……（笑）。




　第一ラウンドまでにヒルダたちが倒した敵：０体




チコ：うわっ、そうやってカウントされるともの悲しい気持ちになるっす～！（笑）

ギデオン：次でガッツリ稼げるんだから、第一ラウンドはこれでいいんだよ！（笑）
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスです。

ヒルダ：私たちは、相変わらず全員なしだから……。

チコ：セットアッププロセスでスキル使うのは、敵だけっすね。

ＧＭ：こちらは、バルムンク・ノヴァ副隊長が《仲間召しよう喚かん》を使用します。

ヒルダ：さすがに、ここで敵の増ぞう援えんが来るのはマズくない？

ギデオン：たしかにウザいな。《インタラプト》で《仲間召喚》を失敗させておく？

チコ：でもそうすると倒す敵が減るから、ドロップ品と成長点が減るっす。

ヒルダ：ギデオンが回避に自信があるなら、失敗させなくてもいいけど……。

ギデオン：……いや、想そう像ぞうしてた以上に回避が難むずかしい！　だからここで、《インタラプト》を使う！（一同笑）

ＧＭ：了解しました。では、バルムンク・ノヴァ副隊長は増援を呼ぼうとしましたが……。

ギデオン：「おっと、俺らから目を離していいのか？」とカタールをちらつかせつつ、威い嚇かく。

ＧＭ：「ちっ……さっさとその男を黙だまらせろ！」と気を逸そらされて、仲間を呼ぶタイミングを逸いつしました。

チコ：じゃあ、オイラのメインプロセスでいいですか？

ＧＭ：はい、どうぞ。

チコ：マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションが《ウォータースピア》。バルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｆがいるエンゲージに、範はん囲いの魔ま法ほう攻こう撃げきをします。

ギデオン：ここで当たらないと、後々辛つらいな。《ドラゴニックシンボル》で、判定のダイスを１個こ増やそうではないか。

チコ：わ～い！　ギデオンのおっちゃん、ありがとうっす！

ギデオン：はっはっは、さぁ、俺の頭の角を見ろっ！　これぞドラゴネットの証あかし！（笑）

チコ：（ダイスを振る）命中は、23っす！（←聞いてない）

ＧＭ：その達成値だとクリティカル以外は回避できません。（ダイスを振る）……うぅ～ん、全員回避失敗です。

チコ：ダメージには、フェイトを２点つぎ込こみます。（ダイスを振る）25点の〈水〉属性、魔法ダメージっす！

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ剣兵士Ａ～Ｄは戦せん闘とう不ふ能のうになりました！　ただし、ＥとＦは残ってますよ？

チコ：それでも、４体倒せたならＯＫっす！　あ、今、全力出したので、帽ぼう子しが脱ぬげちゃってるっす（一同笑）。

ギデオン：でも、同一エンゲージに誰もいない。結局、みんな気づかないと（笑）。

チコ：ほえええ～っ!?　せっかく帽子脱ぐ演えん出しゆつを入れたのにー！（笑）




　ネタをスルーされて、ちょっと寂しいチコちゃんでした。




ＧＭ：では、ギデオン、メインプロセスをどうぞ。

ギデオン：《ワイドアタック》でバルムンク・ノヴァ兵士ＥとＦに攻撃。これで仕留めてやる！（ダイスを振る）

リージュ：出目は３と２と２（笑）。

ギデオン：フェイト１点使用して、振り直しっ！　ここで命中しないと、俺が倒されそうだからな。（ダイスを振る）命中は16。

ＧＭ：こちらは２Ｄで11以上が出れば回避。（ダイスを振る）さすがに回避できません（笑）。

チコ：じゃあ、《チェックメイト》！　（ダイスを振る）ダメージに７点上乗せっす。

ギデオン：《ピアシングストライク》を使って相手の急所を攻撃するぞ。（ダイスを振る）合計で33点の物理ダメージだ。

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｅが戦闘不能になりましたが、Ｆはまだ耐えてます。

ヒルダ：そして、副隊長の番、か。これは、ちょっとマズいかな……？

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ副隊長は、ヒルダとギデオンに魔法で範囲攻撃。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ランドフィッシャー》。命中は３Ｄ＋５。（ダイスを振る）出目は普ふ通つうかな……命中は17です。

ヒルダ：（ダイスを振る）私は13で回避失敗。

ギデオン：フェイトを１点使っておこう。（ダイスを振る）うわ、15で回避失敗!?

チコ：ここは、がんばって避けないと厳きびしいんじゃないかと……。

ギデオン：うむ。フェイト、１点を使って、振り直し！　（ダイスを振る）よし、今度は回避成功！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：くっ、ギデオンを落としたかった……。（ダイスを振る）32点の物理ダメージです。

リージュ：お姉様に《プロテクション》。（ダイスを振る）８点軽減です。

ギデオン：ヒルダへの愛が足りないんじゃないのか？（笑）

リージュ：ひどい！　そんなことないですよ～っ！（笑）

ヒルダ：でも、耐えられたから問題なし！

ＧＭ：では、リージュのメインプロセスです。

リージュ：バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｆを倒しちゃいましょう！　特にスキルは使用せず、魔導銃で普通に攻撃。（ダイスを振る）命中は19！　ホルスターから魔導銃を抜いて撃うちますよ～！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は６と……４。クリティカルしなかったので、回避失敗です。

ヒルダ：相変わらず、こっちをヒヤヒヤさせるダイス目だ（笑）。

リージュ：ダメージは２Ｄ＋７点。（ダイスを振る）ダメージは18点です！

ＧＭ：それは耐えられない！　バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｆも戦闘不能になりました！

リージュ：やった～っ！　倒しました～っ！（一同喝かつ采さい）

ヒルダ：私が「まだ兵士が残ってる！」と思った瞬しゆん間かん、リージュの放った弾だん丸がんがバルムンク・ノヴァ剣兵士を貫つらぬくのか（笑）。

チコ：恐おそろしい正せい確かくさっす（笑）。

リージュ：お姉様、こんな感じでいいのでしょうか～!?

ヒルダ：……あ、ああ。その調子で頼たのむ！

ギデオン：戦いを恐れないとは、恐ろしい娘むすめたちだ……（笑）。

ＧＭ：では、剣兵士が一掃されましたので、ヒルダのメインプロセスになります。

ヒルダ：ムーブアクションでバルムンク・ノヴァ副隊長にエンゲージ。マイナーアクションで《コネクトフォース》、メジャーアクションで《バッシュ》を使ってダメージ強化。これで、《コネクトフォース》が二段だん階かい目めに突とつ入にゆう！

ＧＭ：それは意地でも避けないといけませんね（笑）。

ヒルダ：（ダイスを振る）命中は19です、と槍を突き出します。

ＧＭ：（ダイスを振る）５ゾロで回避失敗。ダメージをください。

ヒルダ：よし、命中したんだから、ダメージにフェイトを３点つぎ込む！　次も当てられるとは限かぎらないからね！

ＧＭ：……私のダイス目、気にするほど良くもないと思うんですが。

ヒルダ：いいんだっ！（笑）　（ダイスを振る）ダメージは45点の物理ダメージ。

ＧＭ：うーん、けっこうダメージが来ましたが、まだ倒れません。

ヒルダ：これくらいで倒れてもらっちゃ、逆にこっちが困るよ！（笑）




　第二ラウンドまでにヒルダたちが倒した敵：バルムンク・ノヴァ剣兵士６体




●第三ラウンド

行こう動どう値ち

ギデオン　　　　　　　　　　　　　10

チコ　　　　　　　　　　　　　　　10

バルムンク・ノヴァ副隊長　　　　　８

リージュ　　　　　　　　　　　　　７

ヒルダ　　　　　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：では、第三ラウンド。セットアッププロセスの前に、ベルフトたちの方の戦闘を描びよう写しやします。

ヒルダ：おや？




　箒ほうきとちりとりという貧ひん弱じやくな装そう備びながら、ベルフトの優ゆう位いは隠かくしようもなくなっていた。

「ずいぶんと楽しませてくれた。だが、そろそろ頃ころ合あいだ」

　ベルフトは箒を構え直し、全身打だ撲ぼくだらけのマーカスに向かい、ニヤリと笑った。




リージュ：そろそろ向こうは決着がつくんですね～。

チコ：ということは、このラウンドでオイラたちの戦闘も終わりっすかね？

ＧＭ：どうでしょう？　さて、改めて、セットアッププロセス。

ヒルダ：さっきと同じで、こちらは特になし。

ＧＭ：では、バルムンク・ノヴァ副隊長が《仲間召喚》。自分のエンゲージへ、剣兵士ＧとＨを呼よび入いれました。
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ヒルダ：そして、またイニシアチブプロセスに突入すると。

チコ：オイラから動くっす！　マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションが《ウォータースピア》。バルムンク・ノヴァ副隊長たちに攻撃！（ダイスを振る）命中は18っす。

ＧＭ：（ダイスを振る）バルムンク・ノヴァ剣兵士ＧとＨは、どちらも出目が６と４で回避失敗。バルムンク・ノヴァ副隊長は、出目が１と３で回避失敗（一同笑）。

リージュ：副隊長さん、弱い～!?（笑）

チコ：フェイト、最後の１点を使用するっす。（ダイスを振る）20点、〈水〉属性の魔法ダメージ。ダメージが１点でも通れば、［放心］が入るっす！

ＧＭ：はい、［放心］を受けました。次はギデオン。

ギデオン：ムーブアクションで副隊長たちにエンゲージ。《ワイドアタック》で短たん剣けん二刀流の範囲攻撃だ。（ダイスを振る）命中は20！

ＧＭ：（ダイスを振る）うぅ～ん、バルムンク・ノヴァ副隊長も兵士Ｇも剣兵士Ｈも回避失敗でした。

チコ：《チェックメイト》。（ダイスを振る）ダメージに10点上乗せっす。

ギデオン：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）合計でダメージは37点だ。

チコ：さぁ、今度はどうっすか!?（期待に満ちた目）

ＧＭ：まだまだ倒れませんよ？　ここまで追おい詰つめたんですから、ひとりくらいは戦闘不能にしたい！

一同：いやん！（笑）

ＧＭ：さて。バルムンク・ノヴァ副隊長は、ヒルダとギデオンに魔法で範囲攻撃。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ランドフィッシャー》。（ダイスを振る）う～ん、片かた方ほうは６が出たのになぁ。命中は14です。




　ヒルダとギデオンを飲み込もうと、魔術で引き起こされた地割れが迫る！




ギデオン：俺の回避は３Ｄ＋５。（ダイスを振る）15で回避成功！

ヒルダ：（ダイスを振る）出目が１と２……回避失敗。ダメージはお手て柔やわらかに！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）29点の魔法ダメージです。

ヒルダ：それは戦闘不能になる。ＨＰの残りが12で、【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は２点。リージュが《プロテクション》で16点以上止めてくれれば、生き残れるけど……。

リージュ：フェイトを使っても、かなり厳しいですね～。

ギデオン：じゃあ、《蘇そ生せい》を使ってしのぐといいんじゃないか？

ヒルダ：そうだな。じゃあ、ここで《蘇生》を使用するぞ！

ＧＭ：了解しました。みなさん、ＨＰを全ぜん快かいさせてください。ヒルダは、回復後に今のダメージを受けてください。

リージュ：では、お姉様に《プロテクション》。（ダイスを振る）11点軽減です♪

ヒルダ：［スタン］になったけど、生き残れた！　リージュ、本当にありがとう！

リージュ：ふふ、どういたしまして。お姉様のお力になれたなら、あたし、嬉うれしいです♪

チコ：……ふたりがラブラブっす（笑）。

ギデオン：仲良きことは美しきかな。

ＧＭ：次は、リージュのメインプロセスです。

リージュ：バルムンク・ノヴァ副隊長を魔導銃で撃うちます。（ダイスを振る）命中は19です。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が１と２!?　回避失敗です。

ギデオン：……俺、思うんだけどさ。藤井さんって、俺相手の時だけダイス目が良くならない？（笑）

リージュ：むしろ、あたしに対して優やさしいダイス目な気がします～（笑）。

ＧＭ：ダイス目を意図的に操あやつれるわけないじゃないですかっ！（笑）

リージュ：フェイトはどうしましょ～？

ギデオン：そろそろ戦闘が終わりそうだから、残ってるならつぎ込んでいいと思うぞ。

リージュ：じゃあフェイトを１点使います。（ダイスを振る）16点の物理ダメージです！

ＧＭ：（計算して）……ギリギリで耐えたっ！　「たやすく倒れると思うなよっ！」

リージュ：う～ん、残念。

ＧＭ：さて、今度はバルムンク・ノヴァ剣兵士ＧとＨの番ですが……ダメージ受けているヒルダを集中攻撃しましょう。




　目配せをした兵士たちは、一斉にヒルダに襲いかかる。傷を負った彼女なら与くみしやすいと考えたようだ。




ギデオン：俺、ヒルダをかばおうか？（笑）

ヒルダ：かばわなくて結構。……というか、ギデオンは行動済ずみな上に、《カバーリング》持ってないから、かばえないでしょ!?（笑）

ＧＭ：まずは、バルムンク・ノヴァ剣兵士Ｇがヒルダに攻撃。（ダイスを振る）命中は17。

ヒルダ：［スタン］中なので、回避判定は１Ｄになってますから、避けられません。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は21……30点の物理ダメージです。

ギデオン：21？　それは５Ｄじゃなくて、６Ｄの期き待たい値ちだろう！（笑）

ヒルダ：リージュ、《プロテクション》もらえる？

リージュ：分かりました～！　多勢に無勢なお姉様を守らなきゃ！　《プロテクション》……（ダイスを振る）12点軽減です～！

ヒルダ：それなら、ダメージは１点しか通らない。

ＧＭ：さすがに堅けん牢ろうですね。次はバルムンク・ノヴァ剣兵士Ｈの攻撃。（ダイスを振る）あ、出目がよくない。命中は14です。

ヒルダ：私、今の回避判定の値あたいは１Ｄ＋４。１Ｄで10以上を出せばいいだけ……って、できるわけないでしょっ！（一同笑）

チコ：自分で自分にツッコミ入れてるっす（笑）。

ＧＭ：では、ダメージを算出します（ダイスを振る）。

チコ：また出目に６が混まざってる～！

ヒルダ：藤井さん、今後、１個でも６が出ればクリティカル扱あつかいになるスキルは取っちゃダメ！（笑）

ＧＭ：そんなスキル縛しばりは却きやつ下かです！（笑）　……ダメージは26点になりました。

リージュ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）８点軽減です～！

ヒルダ：じゃあ、また、通ったダメージは１点だけだ。

チコ：リージュお姉ちゃんとヒルダお姉ちゃんのコンビネーション、抜ばつ群ぐんっす！

リージュ：お姉様への愛、何度だって飛ばしてみせます～♪

ヒルダ：ありがとう、リージュ。あなたの心、ちゃんと感じてるよ。

チコ：もう完全にラブラブっす！（笑）

ＧＭ：では、ヒルダのメインプロセスです。

ヒルダ：マイナーアクションは《コネクトフォース》、メジャーアクションで《バッシュ》を使って、バルムンク・ノヴァ副隊長に攻撃。《コネクトフォース》がとうとう最終段階まできたので、武ぶ器き攻撃のダメージと【物理防御力】が15点上乗せになった！

リージュ：プリーチャーのスキル、強いですね～。お姉様、バルムンク・ノヴァ副隊長を倒してください～！

ヒルダ：任まかせて！　これが当たれば、きっと倒れるはず。（ダイスを振る）命中は20！

ＧＭ：クリティカルじゃないと回避できません。（ダイスを振る）出目は６……と、２。回避失敗。ヒルダの振るう槍がバルムンク・ノヴァ副隊長を捉えます！

ヒルダ：藤井さん、最後までこっちをヒヤヒヤさせる……！　（ダイスを振る）49点の物理ダメージだから、これでどうだ！

ＧＭ：さすがにこのバルムンク・ノヴァ副隊長はこの攻撃には耐えられませんでした。大地を割る魔法でみなさんを苦しめた敵は、「どう」と地面に倒れ伏します。

一同：やった～！（拍手）
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ＧＭ：クリンナッププロセスに特に何もなければ、これで、第三ラウンドが終しゆう了りようになります。




　第三ラウンドまでにヒルダたちが倒した敵：バルムンク・ノヴァ剣兵士６体とバルムンク・ノヴァ副隊長１体




ヒルダ：第四ラウンドに入るのかな？

ＧＭ：……そう言いたいところですが、ここで、ベルフトがマーカスを打ち倒します。そして、残ったバルムンク・ノヴァのメンバーに向き直ると、箒の一撃で吹ふき飛とばします。

一同：つ、強ーい！

ヒルダ：さすがは鬼子とまで呼ばれた男は強い！

ＧＭ：バルムンク・ノヴァを倒したベルフトは、「お前たち、無事に耐えしのげたようだな」とみなさんを見つめます。

チコ：は、はいっ！（慌あわてて帽子を被かぶり直す）

ヒルダ：ベルフト殿でん下かも、ご無事なようで。

ＧＭ：「そうでもない」

ヒルダ：え？

ＧＭ：ベルフトがすっと箒をヒルダの目の前に突つき出だすと、ポキンと音を立てて折れました。「……箒が、折れた」

ギデオン：それだけしかダメージ受けてないってことだろ!?（笑）

リージュ：でも、お互たがい何とかなって良かったですよ～（安あん堵どのため息）。

ＧＭ：ギデオンは戦闘不能に追い込めるかなと思ったんですけどね～、できませんでしたっ！　悔くやしい！

ヒルダ：うん。第一ラウンドで兵士たちにに囲まれた時に、「これはダメかな」って思ったんだけど（笑）。

ギデオン：はっはっは、何を言うか。俺の目にはあんな連中、成長点とドロップ品にしか映うつってなかったぞ！（一同笑）




　結果、ヒルダたちはドロップ品として、ＨＰポーション７本と五〇〇Ｇを得ました。




ギデオン：次回は、《目め利きき》を取得したいところだな（笑）。

ヒルダ：そうだな……相変わらず世せ知ち辛がらい感じだ（笑）。

ＧＭ：では、クライマックスフェイズを終了し、エンディングへと移うつりましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ベルフトとの別べつ離り




　ベルフトの助けもあり、ヒルダたちはマーカスたちバルムンク・ノヴァを撃げき退たいした。

　これでやっとバウエストンへ帰れると胸むねを撫なで下おろしたヒルダに、ベルフトは意外な言葉を告げた……。




ＧＭ：ではエンディングフェイズに移ります。まずは、戦闘直後のシーンです。

ヒルダ：あれ？　このまま、リディルさんが待つバウエストンに戻もどるんじゃないの？

ＧＭ：はい。ベルフトは、「俺は、リディルのもとへは行かん」とみなさんに言います。

リージュ：え、ど、どうしてですか～!?

ＧＭ：「理由なら、もう言っただろう？　俺はフェリタニア合がつ衆しゆう国こく大だい統とう領りようのピアニィに戦いを挑いどんだ反はん逆ぎやく者しやだ。このまま、俺がバウエストンへ行ってみろ。リディルまでが反逆者扱あつかいになり、フェリタニア合衆国との戦いが始まるぞ」

ヒルダ：それは……確たしかにそうですが。

ＧＭ：「戦争など、領りよう主しゆたるリディルはもちろん、領りよう民みんたちとて望むまい」とベルフトは言います。

ギデオン：……では、ベルフト殿でん下かはどうなさるおつもりで？

ＧＭ：ギデオンが問いかけると、ベルフトはすっと遠くへ視し線せんを向けて言います。「俺は知人を頼たより、旅に出よう。詳くわしいことは聞くな。知れば、厄やつ介かい事ごとを呼よび込こむだけだ。リディル……我が従妹いとこには、俺が無事脱だつ出しゆつしたと伝えてくれ」と。

ヒルダ：そうですか……。お言葉、たしかにお伝えいたします。

ＧＭ：ベルフトは「いずれにしろ、この大陸はまだ平和にはならないだろう。俺は、俺がなすべきことをなす。お前たちも己おのれがなすべきことをなせ」とみなさんをジッと見つめます。

チコ：マーリンの予言を思い出しながら「どうやら、それがいいみたいっすね」と頷うなずくっす。

ヒルダ：どうか、ご無事で。グラスウェルズ人の私が、レイウォールの軍神とも言われたあなたにこんなことを言うのは変な感じですが。

ＧＭ：ベルフトは「……いずれ、レイウォールだのグラスウェルズだのと言っていられない世の中が来る」と言います。

ヒルダ：そうでしょうか？　それは、頭の固い私には、到とう底てい想像もできないことです。

ＧＭ：ベルフトは「時がくれば分かることだ」とニヤリと笑います。

ヒルダ：これは「そうですね」と答えるしかないな。

ＧＭ：ここでベルフトは、「リージュといったな」とリージュの方を振ふり向むきます。

リージュ：は、はいっ！（背せ筋すじを伸のばす）

ＧＭ：ベルフトは、ポンとリージュの頭に手を置いて言います。「くれぐれも、体に気を付けろ」と。

一同：…………。

リージュ：はいっ！　ベルフトさんも、お気を付けて！

ＧＭ：ベルフトは「……ああ」と、リージュの言葉に頷くと、倒れているマーカスから剣けんを奪うばい取とって言います。「なまくらでも、ないよりはマシだろう。借りていくぞ」

リージュ：ベルフトさん……。

ＧＭ：ベルフトは腰こしに剣を帯びたあと、ちらりとヒルダたちを振ふり返かえって言います。「では、達者でな」。そして、ひらりと手を振ると、いずことも知れない場所へと去っていきました。

一同：ふ───────────っ！（体から空気が抜けるような声）

ヒルダ：……嵐あらしのような人だったね。

ギデオン：いやまったく！

チコ：強かったっす～。

リージュ：「編あみ物もの上じよう手ずでしたしね～」と、こっそりベルフトさんの部屋から持ってきたあみぐるみを抱だっこします（笑）。




　いつの間に持ってきたんですか（笑）。




チコ：あ、いいな～、オイラも触さわりたいっす！

リージュ：いいですよ～♪

ヒルダ：さて。目的も果たしたし、リディルさんが待っているバウエス領りようへ帰りましょうか。

ギデオン：そうだな。俺らの姿すがたが目もく撃げきされる前に逃にげないと……って、本当に俺ら逃げてばっかりだな！（笑）

ヒルダ：そ、そうだな（笑）。

チコ：ゲッタウェイというギルド名、というか、シリーズ名にふさわしいと思うっすよ（笑）。

リージュ：あたし、早く服を脱ぎたいです～。この服を着ていると、何かに目覚めそうな気がするんです……ううっ、頭が痛いです～！（一同笑）

チコ：何に目覚めるっすか!?（笑）

ヒルダ：殺意的な何かなのかな？（笑）

ＧＭ：では、みなさんがバウエストンへ戻るところで、シーンを終了します。







◆Ending 02◆強力な？　協力者




ＧＭ：では、みなさんはバウエストンにある、リディルの城しろに戻って参りました。

ギデオン：さて、金だ飯だっ！（笑）

チコ：お腹なかすいたっす！（笑）

リージュ：あたしは眠ねむいです～。暖あたたかいお布団ふとんで寝ねたいです～。

ヒルダ：みんな、報ほう告こくが終わるまでは我が慢まんしなさい！（笑）

ギデオン：俺が言うのも何だが、ヒルダは保ほ育いく士しかお母さんのようだ（笑）。

ヒルダ：うう……。リディルさん、騒さわがしくてすいません。

ＧＭ：リディルは、「いえ、賑にぎやかなのはいいことですよ。お帰りなさい、みなさん」と温かい笑え顔がおで迎むかえてくれます。

ヒルダ：…………。

ギデオン：どうした？

ヒルダ：いえ、グラスウェルズを飛び出してから、初めて「お帰りなさい」って言ってもらえた気がして。

チコ：ああ、お義父とうさんを失ったから、言ってくれる人がいなかったっすね。

ヒルダ：まぁ、ちょっとした感かん傷しようだ。気にしないで。

リージュ：リージュはそんなお姉様の手をそっと握にぎりますよ。

ヒルダ：ありがとうリージュ。……では、報告をしよう。「ベルフト殿でん下かの救出は成功しました。ただ、殿下ご自身がリディル様を反逆者扱いはできぬので旅に出ると……」

ＧＭ：リディルは少し寂さびしそうに声を落とします。「そうですか」

ヒルダ：申もうし訳わけありません。

ＧＭ：リディルは「いえ、お気になさらないでください」と言います。「あの人は気配りのベルフト」と呼ばれるような気き遣づかいの細こまやかな人ですから（笑）。

ヒルダ：ベルフト殿下は、リディル様と領民が戦禍に巻き込まれることを気にかけておいででした。

ＧＭ：リディルは「もし、フェリタニアと戦争になったら、それこそベルフトお従に兄い様さまの力が必要なのに」とぼそっと言います。

チコ：う、リディルお姉ちゃん、結構やる気まんまんだったっす。

ギデオン：まあ元は藤井さんのＰＣだからな、単なるお人好しではないだろうさ（笑）。

ＧＭ：リディルは「とにかく、今回はありがとうございました。無事ならば、生きてさえいれば、きっといつかは会えます。それだけで、今は十分です」と言って微笑ほほえみます。

ヒルダ：リディルさん……。

ＧＭ：「それに、あの人はひとりでも強く生きていけるお方ですし、ね」

ヒルダ：ええ、本当にそうですね……（遠い目）。

チコ：あの強さなら、どこへ行っても生きていける気がするっすよ（笑）。

リージュ：せっかくですから、ベルフトさんから手て土産みやげを受け取っていたことにしましょう。「ベルフトさんからリディルさんへ、マフラーを預あずかってます～」

ＧＭ：マフラーを確かく認にんしたリディルは「これは、確かに殿下の手によるもの」と呟つぶやきます。

一同：分かるのかっ！（笑）

ＧＭ：「編あみ方かたの癖くせで分かります」

チコ：編み方の癖で見み抜ぬけるなんてすごいっすね。

ヒルダ：どんな一族なの、バウエス家って（笑）。

ＧＭ：リディルは「この度たびはまことにありがとうございました」と深々と頭を下げます。

ヒルダ：そんな！　私たちは大したことをしてないので……頭を上げてください！

ギデオン：なぁ、ひとつ疑ぎ問もんがあるんだが。

ＧＭ：「はい、何でしょう？」とリディルは姿し勢せいを正します。

ギデオン：ベルフトが囚とらえられていた屋や敷しきには、おかしな魔ま導どう装そう置ちがあった。あれは、一体何なんだ？

ＧＭ：「私には分かりません。私はあくまでバウエスの領主。ヴェレンガリアのことは、やはり、ステラ陛へい下かでないと……」

ギデオン：そこの領主じゃなきゃ分からないか。まぁ、言ってることは筋すじが通ってるな。

ヒルダ：ステラの屋敷のひとつと考えると、途と端たんにあの装置があるのに納なつ得とくしちゃうんだけど。「ピアニィだったらドンドン通す！」みたいな（笑）。

チコ：でも、実じつ際さいに通ったのは、ピアニィでなくリージュお姉ちゃんっすからねぇ。

ギデオン：もしかすると、リージュを上手うまく使えば、ひと儲けできるんじゃないか？

ヒルダ：ギデオン！　あなたはまたそんなことを言って！

リージュ：うぅ～ん。本当に、あたしの正体って、何なんでしょ～？

ギデオン：やっぱり、俺らは、解とき放はなっちゃマズいモンを解き放っちまったんじゃないのか？　マーリンとかいう予言者の坊ぼう主ずも、世界の滅めつ亡ぼうがどうのと言ってただろ？

ヒルダ：でも、あのままじゃ、リージュは殺されていたかもしれないでしょ？　世界を守るなんて言いながら、女の子ひとり救えないなんて方が、私はイヤ。

ギデオン：それはまぁ、そうなんだが。

チコ：世界がどうのこうのもいいっすけど、それより先に、オイラたちの身の置き場を考えないといけないと思うっすけど。

ギデオン：冷静だな毒三下（笑）。

チコ：おっちゃんが大人げないだけっす（笑）。

リージュ：まあ、すっかりうち解けて（笑）。

ヒルダ：チコの言うとおりだな。リージュの件は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきには解かい決けつできない問題だし。

リージュ：は、はい～（しょぼん）。

ＧＭ：「もし、宿しゆく泊はく先さきにお困りのようでしたら、しばらくの間、我が城に逗とう留りゆうなされてはいかがですか？」とリディルが申し出ます。

ヒルダ：えっ！　い、いいんですか？

ＧＭ：「大切な使命をこなしていただいた恩おん義ぎがありますから」

ヒルダ：あ、ありがたいし、確かにそれを狙ねらってたけど……。

リージュ：本当に、いいのですか？

ＧＭ：リディルは「ええ。私としては大だい歓かん迎げいですよ」と言います。

ヒルダ：……では、ありがたくご厚こう意いを受けさせていただきます。

ＧＭ：「ええ。その代わり、有事の際さいにはご協力ください」

ヒルダ：それはもちろん！　いつでもご協力いたします！

チコ・リージュ：わ～い、おうちだおうちだ～♪（笑）

ギデオン：やれやれ、一時的とはいえ、体を休められる場所をゲットできたな。

リージュ：（はっとして）あ、でも、あたしたち、フェリタニア合衆国に追われている身です～。ここに逗留したら、きっとご迷めい惑わくが……！

ＧＭ：リディルは「ご心配なさらず。わたしとて末席とはいえレイウォールの王族に連なる者。ピアニィ様たちが、そう簡かん単たんにここを攻せめるとは思えません」と言ってリージュの頭を優しく撫でます。

チコ：なるほど。ベルフトさんの従妹ってことは、ベルフトの妹であるピアニィさんにとっても親しん戚せきに当たるっすね。

ＧＭ：はい。直ちよく接せつ的てきな血の繋つながりはありませんが、ね。

チコ：それにしても、何だか、リディルさんが水すい滸こ伝でんの柴さい進しんに見えてきたっす（笑）。




柴進

　中国の小説『水滸伝』の登場人物。国から特とつ権けんを与あたえられた家か系けいで、その屋敷には多くの無ぶ頼らい漢かんたちが暮くらしていました。




ヒルダ：そして、このお城が梁りよう山ざん泊ぱくのようになる（笑）。

ＧＭ：そ、それはどうでしょうね？（汗あせ）

ヒルダ：では、改めて……リディルさん、お世話になりますね。

ＧＭ：「ええ。こちらこそ、これからもよろしくお願いします」とリディルが答えたところで、このシーンを終えます。最後にマスターシーンを挟はさんでシナリオを終了します。

一同：おや？







◆Ending 03◆邪じや悪あくな企たくらみ




　バウエストンを一いち望ぼうできる小高い丘おかの上に立ち、マーリンと名乗った予言者は城じよう内ないのヒルダたちを遠目に見つめていた。

　領主リディルと笑え顔がおを交かわし合うヒルダたち。

　無む邪じや気きな笑顔を見て、マーリンはふっと唇くちびるに笑みを刻きざむ。

「さて。協力者も得たんだから、お姉ちゃんたちはがんばらないとねぇ？

　この先のこと、ボクはとっても楽しみだよ……」




ヒルダ：……やっぱり何か企んでるんだ。

ギデオン：まあ今は俺たちは何も知らないんだけどな。

チコ：この後の展てん開かいをお楽しみに、ってところっすね。

リージュ：何を企んでいても返かえり討うちにすればいいんですよ♪

ヒルダ：そうだな。リージュの言うとおりだ。

ＧＭ：それでは、ここでこのシナリオを終了します。ありがとうございました。

一同：ありがとうございました！




　──帝紀八一四年五月。

　このようにして、ヒルダたちの長い長い戦いは、幕まくを開けたのである。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第二話「潜入★リリシズム」

─ＦＩＮ─







あとがき




「こいのぼり」、「全ぜん滅めつ支し部ぶ長ちよう」、「はにゃあ」と聞いて、ピンときた方はお久ひさしぶりです。

　そうでない方々ははじめまして。

　本書の筆者藤井忍ふじい・しのぶと申します。




　私わたしがはじめて商業リプレイに関わったのは、富ふ士じ見みドラゴンブックから発売された『ダブルクロス・リプレイ　闇やみに降ふる雪』で、プレイヤーをさせていただいたときでした。

　その後、リプレイの執しつ筆ぴつ者しやとしてはじめて原げん稿こうを書かせていただいたのも、ドラゴンブックの『ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる』というリプレイ短たん編ぺん集しゆうです。

　その後、『アルシャードガイアＲＰＧ・リプレイ　君といる世界』、『アルシャードガイアＲＰＧ・リプレイ　美少女★女神と黄金の林りん檎ご』（いずれもファミ通文庫・刊かん）と、文庫リプレイを出しゆつ版ぱんさせていただきました。




　作風……といってよいかどうか分かりませんが、私のスタイルは「無茶振ぶりをされて、その困こまった様子を記事にする」、というタイプかと思います。……どこかから「キッチリ反はん撃げきするじゃないか」という声が聞こえた気もしますがスルーさせていただきます（笑）。

　ともあれその甲か斐いあって（？）、無茶振ふりの嵐あらしが吹ふき荒あれる『アリアンロッド・サガ』シリーズでの起用とあいなった、と菊きく池ちたけしさんには言われました（笑）。




　この『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』は富士見ドラゴンブックで展てん開かいしている『アリアンロッド・サガ』シリーズの六番目のシリーズです。

　本書を執しつ筆ぴつするために与あたえられた仕様、それは……。




「『アリアンロッド・サガ』のメインヒロインであるピアニィを打だ倒とうする」




　というものでした。

　しかし、打倒ピアニィを目もく論ろむＰＣたちはレベル１。これから先、前ぜん途と多た難なんなことは間ま違ちがいありませんが、明るく楽しく世界を革かく命めいしていってくれるでしょう。

　……たぶん。




　このあとはいわゆる本書の内ない容ようについて触ふれた、いわゆるネタバレの内容を含ふくみます。

　本ほん編ぺんをまだ読んでいないという方は、うっかり読まないように気をつけくださいませ。




●第一話「革命★センチメンタル」

　中国の古典に『三さん国ごく志し演えん義ぎ』というお話があります。説明するまでもないほど有名な物語ですね。その冒ぼう頭とうに〝桃とう園えん結けつ義ぎ〟と呼よばれるエピソードがあります。

　皇こう帝ていの家か系けいの末まつ裔えいである劉りゆう備びとさすらいの武ぶ人じんだった関かん羽うと張ちよう飛ひという三人が、桃園で義ぎ兄きよう弟だいのちぎりを結ぶというイベントです。

　ＧＭとしては生死をともにする仲間たちの出会いとして、桃園結義をイメージしてお話しを作ったはずだったのですが、結果としてなぜか「怪あやしい秘ひ密みつの研究所」という、花はな咲さく桃園とはほど遠い内容になってしまいました（笑）。




　記念すべき第一話は、ある意味うまくいったり予想が外れたりしました。

　もっとも予想外だったのは、ヒルダを演えんじていただいた渋沢佳奈しぶさわ・かなさんのプレイです。

　渋沢さんと一いつ緒しよにＴＲＰＧをプレイするのは今回が最初の体験でした。

　ＴＲＰＧのベテランの方なら分かると思いますが、既き存ぞんのプレイグループにひとり乗のり込こんでいく場合、なんとなく馴な染じめないことがあります。

　どうなることか心配していたのですが、実じつ際さいにゲームが始まると馴な染じむ馴染まないというレベルではなく、見事なリーダーシップを発はつ揮きしてくれました。

　この後、おそらくヒルダがゴーダ伯はくの死についての真実を知ることになり、それまでの行動と失ったモチベーションとの間で葛かつ藤とうが起きるのではないかと思います。

　そのときが楽しみなような怖こわいような、複ふく雑ざつな気持ちです（笑）。

　なお本文中でＰＣ①力が高いと書いた渋沢さんですが、実はＰＣ②をやってもすごいんです。というわけで、渋沢さんがヒロイン役を務める『ダブルクロスThe 3rd Editionリプレイ・デイズ』（著：加納正顕、イラスト：片桐いくみ）というリプレイが本書と同じドラゴンブックから発売されます。声優の岡本信彦さんも出演なさるという、とても力の入った作品です。ぜひ渋沢さんのＰＣ②パワーを堪能してくださいませ。

　また、藤井も九月発売の『ダブルクロスThe 3rd Editionリプレイ・カオスガーデン　楽園のイヴ』（著：藤浪智之、イラスト：中村哲也）にプレイヤーとして参加しています。そちらの方も読んでいただけると、とても嬉しく思います。




　また、ティナのダンジョンでも予想外の事じ態たいがありました。

　ティナ出した謎なぞかけは、『アリアンロッド・サガ・ファンブック　竜りゆう輝き石せきの仲間たち』（エンターブレイン・刊）で使用した、「母親（ティナ）の教えを受うけ継ついだピアニィが、高殺意な謎かけを次々に解といていく」というネタを引ひっ張ぱってきたものです。

　リージュとピアニィの関係について色々と想そう像ぞうを膨ふくらませるの同時に、回答に躊ちゆう躇ちよがあったら【知力】で判はん定ていさせ、振りなおしなどでフェイトを消しよう耗もうさせる……という想定だったのですが、大竹さんに逡しゆん巡じゆんなくすべて回答されてしまいました（笑）。

「さすが！」と思うとともにこのメンバーだともう少し謎かけは捻ひねった方が面白かったなあと反省もしました。

　なお、いずれにせよＰＣが罠わなを発動させることはない、と予よ測そくしていたので、かわいそうなバルムンク・ノヴァのみなさんが次々に罠に掛かかるところは想定の範はん囲い内ないでした（笑）。




●第二話「潜せん入にゆう★リリシズム」

　ＰＣたちが揃そろったところでいよいよ本ほん格かく的てきに「打倒ピアニィ」に向けて動きだそうとするエピソードです。

　ここでＧＭとして悩なやんだのは、「どうしたらこの２レベルのＰＣたちがフェリタニア合がつ衆しゆう国こくにダメージを与あたえるようなシナリオができるか？」ということです。

　そこで思いついたのが、『無印』六巻かんでピアニィたちと戦って捕とらえられていたベルフトに登場してもらうことです。

　実は『無印』シリーズで捕らえられたばかりのベルフトを、『サガ・Ｇ』で解放することにはためらいもありました。そこで、シナリオ制せい作さく時に鈴すず吹ふき社長に相談したところ「面白そうなネタを投入するのに躊躇してはいけない」とのアドバイスをいただき、登場させることにしました。




　前回の反省を踏ふまえ、ＰＣへの謎かけを少し捻ひねりました。ヒントを分かりにくくした代わりにプレイヤーが積極的にアイディアを出せば解かい決けつするような仕し掛かけにしたわけです。

　結果として、ＰＣとベルフトの間の会話の量が増ふえ、より盛もり上あがったかと思います。

　なお、本編では書けませんでしたが、ギデオンの個人的なモチベーションは野心を満たすことです。ということで「俺おれの野心のために戦え」と言うとベルフトがギデオンの部下になる、という展開を考えていました。




　また、クライマックスの戦せん闘とうも悩なやみどころでした。

　ベルフトとＰＣのレベル差が大きいからです。色々悩んだ末に、「ＰＣがどれだけ敵てきを倒たおせるか？」という形で戦闘に意味を持たせることにしました。

　旅立ったベルフトがどうなるか？　そこは他のシリーズとの兼かね合あいもあって、私にも分かりません。ただベルフトはＮＰＣとしてプレイしていてとても楽しかったので、機会があればまた登場させたいと考えています。




　これは本書のストーリーについての話とは若じやつ干かんずれるのですが、大きな反省点として読者のみな様からの投とう稿こうをあまり活かせなかった点があります。

『アリアンロッド』および『アリアンロッド・サガ』では旧きゆう版はんのころから読者のみな様から投稿をいただき、それを採さい用ようしてゲームの世界を膨らませてきました。このあとの[image: ]ページから投稿募ぼ集しゆうの記事が掲けい載さいされているのでそちらを読んでいただければ、どのような企き画かくなのかはお分かりになると思います。

　当たり前ですが収しゆう録ろくの前に『サガ・Ｇ』用の投稿が届とどいているはずもなく残念なことになってしまいました。

　この反省点については、次回から取り返していこうと前向きに考えています。




　ここで僭せん越えつながら採用しやすいであろうアイディアについて、つらつらと書いてみます。

　すぐに思いつくのが、ゲッタウェイ・メンバーの援えん助じよ者しや、敵、ライバルとなるＮＰＣです。

　ここでいう援助者というのはスポンサーや、ゲッタウェイ・メンバーが仕える主君のような人物を指します。『無印』で例えるならスリスやイザベラのような人物ですね。

　敵は特に説明の必要はないかと思いますが、ＰＣたちを狙ねらうＮＰＣです。

　ライバルは、『三国志演義』で例えれば劉備に対する曹そう操そうや孫そん堅けんのような、打倒ピアニィという目標を競うキャラクターですね。

　次に一種のアイテム扱いということで、架か空くうの兵法書に書かれている計けい略りやくやエピソードなどを送っていただけると扱いやすいかなあと考えています。作中でチコなど軍ぐん師し系けいのキャラクターにセリフとして言わせられると思います。




　また、この本では伏線を消化できなかった、殺意メーターなど伏線になりそうなシナリオアイディアなども送ってくださると嬉しいです。ネタの転がり具合によっては『サガ』シリーズ全体に影響するかもしれません。楽しみにお待ちしています。




　最後になりましたが、関係者の方々に感かん謝しやを述のべたいと思います。

　まず、セッションに参加してくださった、プレイヤーの方々。

　次回もよろしくお願いします。

　それから、本の制作に関わってくださった方々。

　シナリオ制作を手伝っていただいた鈴吹太た郎ろう社長。

　素す敵てきなイラストを描えがいてくださった、ヤトアキラ先生。

　四コマ漫まん画がなどを描いてくださった、渋沢佳奈さん。

　いつも色々と支ささえてくれている家族。

　そして、本を手に取ってくださった皆みなさま。

　本当にありがとうございました。また次の本でお会いできることを願っています。

二〇一一年猛もう暑しよ始まりの季節に
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